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    「ビスコお姉ちゃん、どうしてこの女は手から電撃が出るですか？」


    「そういう発明らしいぞ」


    「なんだかお姉ちゃんみたいですね」


    「あたしのほうが百倍は可愛かわいいけどな」


    「そのとおりです！　カルラ失言でした」


    「ああ、よく反省するように」


    「この、資料を抱かかえてうなってる小さい男は、さしずめデモンですね」


    「デモンよりは背が高いけどなー、はは」


    　大きいとは言えない部室のテレビが、映画を流している。タイトルは『名探偵エジソン☆ガール』。割りと最近の邦ほう画がだけれど、超マイナーな部類。


    　発明家の孫まご娘むすめであるヒロインが、発明品を駆使して連続殺人犯を追いかける……というストーリー。一歩間違えたらトンデモ映画になりそうだけど。


    　僕ら映画部はただいま活動中──つまり映画を観ていた。


    　イスを並べ、右に僕、中央にビスコ、左にカルラ。カルラはビスコにべったりくっついていて、ビスコはそれをうざったそうに押しのけていた。


    　東とう鈴りん中学校映画部の部員は、今のところ五人。


    　吸血鬼と人間のハーフである僕は、黒くろ羽ば弟で門もん。


    　見た目も頭もごくごく一般的な中学生……だと思う。ただしふつうの人間より傷の治りが早かったりするけど。


    　ビスコは悪魔、サキュバスだ。


    　ショートヘアにちょっときつめの目元。我が家に居着いている使い魔。使い魔と言いながら、黒羽家の嫡ちやく男なんである僕への扱いが悪い。悪魔の能力として、電撃なんかが使えたりもする。


    　そのビスコにくっついているのが、ビスコの妹、カルラだ。ネクロマンサーであり発明家。制服のブレザーの代わりにパーカーを羽は織おっていた。


    　映画部の残りふたりのうち片方は、


    「お待たせしましたわっ──って、どうしてもう映画を観ているんですの!?」


    　部室のドアを開いて登場した少女。


    　金きん髪ぱつ碧へき眼がん。すらりと背は高く、手足も長くて細い。


    　ドイツからはるばる日本にやってきた退魔士エクソシスト、エリス＝ブリュンヒルド。退魔士エクソシストは、人間に害をなす悪魔を魔界へ送り返すのが仕事だから、ことあるごとにビスコと対立する。


    「さっき始まったばかりだから大丈夫だよ」


    「まったく。悪魔はこらえ性がありませんわ」


    「それは悪魔と関係ないんじゃ……ていうかちょっと近すぎないですか」


    　エリスは僕の真横にイスを持ってきて、そこに座った。


    「気のせいですわ。ときにデモン──どうしてこの女は手から電気が出ますの？」


    「……そういう発明だから、かな」


    「ふ、まるでどこかの悪魔みたいですわね。胸の大きさは比べるべくもありませんが」


    　主人公──発明品で電撃を飛ばせる女主人公は、ライダースーツのようなものを着ているのだけど、これがぴっちぴちで、やたらでかい胸をアピールしていた。


    「…………」


    　はい、胸なんて発展途中もいいところのどこかの悪魔が、こっちをすさまじい目で見ていますね。トラブルの予感ですね。


    　ふだんならこういうときに、部長のあかりちゃん──七なな竈かまどあかりちゃんが止めてくれるのだけれど、今、部室にあかりちゃんはいない。


    　あかりちゃんは映画部の部長だけでなく生徒会の書記も担当している。生徒総会が目前に迫っているから、準備に忙いそがしいのだ。


    　そのせいでこの数日は、ほとんど部室に顔を出さない。


    　僕としてはちょっと──いや、すっごく寂しい。
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    　あかりちゃんのいない映画部なんて……。ていうか、悪魔ふたりと、ことあるごとにケンカする退魔士エクソシストのいる部室なんて……居い心ごこ地ちが悪い！


    「ビスコお姉ちゃん、このデモンみたいな男は、どうしてあたふたしてるですか？」


    　カルラの質問がまた始まっていた。


    「この小さい男、ヒロインが好きなんだけど本人には言えないんだよ。事件を解決するのは男なんだけど、女に手柄を立てさせたいから陰でこそこそ動いてるんだ」


    「ふーん……デモンがあかりに正体を隠してるのと同じ感じですね」


    　いきなりこっちに話がキタ！


    「ぼ、僕は隠してるんじゃないよ。ナイショなだけだし」


    「同じじゃないですか、それ」


    　あかりちゃんにナイショの理由はいたって簡単で……あかりちゃんは才色兼備でみんなに好かれている。かたや、僕はパッとしない男子生徒。ただでさえ、あかりちゃんと僕の間には距離がある。その上、「あのさ、黙ってたけど僕、半分悪魔なんだよね～」なんて言ったら嫌われるスピードがマッハになるだけじゃないか？


    「デモンはただの悪魔じゃないから問題ないです」


    「え？　ど、どういうこと？」


    　意外なカルラの一言に、思わず身を乗り出す僕。


    「『扉とびらを閉じる者』なのですから、人間のために活躍する悪魔ですよね？」


    　にやり、と笑うカルラ。邪じや悪あくだ！　カルラの言うことに期待なんてした僕がバカだった！


    「そ、それは誤解でしょ……勘違いした悪魔が勝手に僕をそう呼んだだけなんだし」


    　僕だけじゃなく、あかりちゃんにも秘密がある。これは、あかりちゃん本人も知らないことなのだけれど──彼女は魔界と人間界とをつなぐ「扉」を「開く」能力を持っているのだ。


    　そしてその扉を「閉じる」やつがいるらしく──先日のスゴロク事件で、僕がその「扉を閉じる者」だと悪魔に勘違いされた節ふしがあるのだ。


    　これはとっても困ることだった。


    　だって、


    「魔界で指名手配されて、命を狙ねらわれる男は言うことが違うです」


    　そう、僕は指名手配されて命を狙われ──。


    「てないよ!?　まだそこまでじゃないはず!!　ま、まぁ、ちょっと悲しいすれ違いで勘違いされたかもしれないけど……」


    「世に起きる悲劇の大半は、悲しいすれ違いによる勘違いです」


    「なにを悟ったふうに言うの!?　僕はごく普通の中学生だし、勘違いされるなんてこと」


    「大物吸血鬼の息子ですけどね」


    「…………」


    　僕の父。


    　迷惑しか引き起こさない父。吸血鬼にして、かつては大悪魔の右腕とも呼ばれた（らしい）父。魔界を捨てて人間界に来た父。「裏切り者」として悪魔に追われている父。ついでに言えば浮気性が祟たたって母に追い回され、現在はヨーロッパまで逃げている父。


    「『扉とびらを閉じる者』と『裏切り者の息子』のセットだったら、確実に命のひとつやふたつは狙ねらわれるだろーな」


    「ビスコまで！　それをなんとかするのが使い魔の仕事でしょ!!」


    「あたしはデモンじゃなくて、おばさまにこの家に連れてこられたわけだしー」


    　そのとき僕の肩にそっと添えられる手。


    「デモン、大丈夫ですわ」


    　エリスが優しげな目で僕を見つめる。


    「あ、ありがとう、エリス」


    「わたくしたち退魔士エクソシストがついていますわ。デモンは貴き重ちようなオト……保護対象人物として責任を持って保護しますわ」


    　囮おとりって言おうとしなかった、今!?


    「あのさ、僕のことはともかく──」


    　僕はＤＶＤを停止した。もう、誰も観てやしない。


    「みんなで一度、映画部のこと話し合わない？　これからの活動計画とかさ」


    　そのことは、部活に来られないあかりちゃんに僕が頼まれていたこと。


    　今年、どんな活動をしたいか考えておいてね──と。


    「あぁ？　急に部活にやる気出してどうしたんだ？　……ふーん、ひょっとして、あかりに頼まれたからか？」


    　ぐさっ。


    「映画なんて興味ないくせに」


    　それは言っちゃいけないこと！　そりゃ、まあ、入部のきっかけはあかりちゃんに誘われたからだけど！


    「そ、そんなことないよ。映画とか超好きだし」


    「それじゃ質問。この『名探偵エジソン☆ガール』は、監督がある映画を観て感かん銘めいを受けて制作に当たったとされているけど、その有名な作品は──」


    「『オリエント急行殺人事件』だろ。知ってるよ、当然」


    　僕は胸を張って答えた。


    　さっきＤＶＤを再生するときにパッケージを見たからね！


    　するとビスコはさも当然とばかりにうなずく。


    「『オリエント急行殺人事件』の監督はシドニー・ルメット。これもまぁ常識だな」


    　え、監督の名前？　そんなのどこかに書いてあった？　常識なの？


    「アカデミー監督賞を四回も獲とってるしな」


    「常識ですわ」


    「カルラですら知ってたくらいです」


    　マジですか！　ていうか、この間まで魔界にいたカルラがどうして知ってるの!?


    「それじゃデモン、シドニー・ルメットは他になんの作品でメガホンを取った？」


    「……めがほんをとる？」


    　目が本を取る？　目から鱗うろこ的なこと？


    「『メガホンを取る』は、『監督を務める』って意味だよ……ってまさかお前」


    「あ、あーあー、監督ね、わかってる、常識でしょそんなの」


    　なんで「目が本を取る」にそんな意味が込められてるんだよ！


    「つ……つまり、アレだね、この場合の『本を取る』っていうのは、台本的な意味で……」


    「…………」


    　違った！　僕のバカ！


    「え、えーっとほら、映画ね、映画、ルメット監督の他の映画」


    　僕はあわてて話題を逸そらした。三者三様の疑いの視線が突き刺さる。


    「あれでしょ、あの映画……人が死ぬ話……とか」


    「範囲広すぎるだろ」


    「男と女が出会うやつ」


    「男と女が出会わない映画のほうが圧倒的に少ないだろ」


    「…………」


    「………………」


    「……それで、今年の映画部の活動だけど」


    「なに逃げてんだよ」


    「いいじゃん！　監督の作品知らなくたって！」


    「デモンの逆ギレとかマジうぜぇ……と森もり崎さきジョセフ（カルラが手にしているワラ人形の型番。たまに僕をじろじろ見ている）が申しております」


    「男らしくないですわね……」


    　カルラにエリスまで!?


    「とにかくっ！　決めようと思ってたのはこれからの活動のことね。毎日映画を観ているだけじゃしょうがないから」


    「そうですわね。どの映画を観るか決めるだけで、いちいち食ってかかってくる悪魔もいることですし」


    「……エリスさん、たぶん、そういう発言が物ぶつ議ぎを醸かもすのだと思います」


    「ビスコお姉ちゃんがアップを始めたです」


    「カルラさんは煽あおらないでください。それで──たとえばこの『名探偵エジソン☆ガール』だけど」


    　どうして今日、僕らがこんなマイナー映画を観ていたのか。それは、この映画が一部マニアには受けたらしく、続編の制作が決まったのだ。


    「なんかね、うちの市内でロケ地を探してるんだって」


    「ロケ地ってなんです？」


    　首をかしげるカルラに、僕はプリントアウトした用紙を見せた。


    「映画を撮影する場所のことだね。喫茶店のシーンを撮りたいときに、実物の喫茶店にお願いして撮影させてもらったりするんだ。たとえば『名探偵エジソン☆ガール２』は、大時計があるところで撮影したいって書いてあるよね。うちの校舎にも、大時計があるから、そういう場所で撮影ＯＫのところを探してるってわけ……」


    　説明をしたのだけれど、すでにカルラは興味を失って、森もり崎さきジョセフにくっついたゴミをとりのぞいたりしている。くそう、自分から質問したくせに！


    「と、とにかく、うちの市内で撮影するなら、ロケを見学してもいいかなって思うんだ。あとは……映画の機材とかを置いてある博物館に行くのはどうかな？」


    「質問がありますわ。撮影見学と博物館見学だけで、一年を過ごしますの？」


    「それが……他にアイディアがないんだ。だからみんなの意見はどうかなって。たとえば夏休みの活動とか」


    「カルラ、海に行きたいです！」


    「うん、海は映画とあんまり関係ないけどね」


    「断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで殺人犯を追い詰めるです！」


    「うん、映画っていうかそれサスペンスドラマ──っていうか、そんな間違った知識ばっかり憶おぼえないで！」


    　ふう、とエリスがため息をつく。


    「絶壁の上から砂浜に群がる人間を見下ろして『人がゴミのようだ』とはまさに悪魔的発想ですわ」


    「誰も言ってないでしょそんなこと!?　ていうか絶壁の下はふつう岩場だから！」


    　ぽん、と手を叩たたくエリス。


    「目から鱗うろこが落ちましたわ」


    「うん……納得してくれたようでなによりです……とにかく、五個くらい計画があれば、あかりちゃんも喜んでくれると思うんだ。いつもあかりちゃんに頼りっきりだから、たまにはいいところ見せないと。ねぇ、ビスコはなにかアイディアないかな」


    「…………」


    　ビスコは無言で、がたんと席を立った。


    「……ビスコ？」


    「あたし抜ーけた」


    「えぇ!?　急になに!?」


    「デモンさー、そういうのバレバレなんだよ。結局、自分がいいカッコしたいだけだろ？」


    「────」


    　正解！　これ以上なくわかりやすいお言葉。


    「ち、違います、けど……」


    「目が泳いでるんだよ、気持ち悪わりぃ」


    「気持ち悪いって言わないでよ!?　傷つくよ!?」


    「さっきの映画の質問だって答えられなかったろ？　あたしのほうが映画の知識はあると思うけど、そんなんで偉そうに上から目線で言われてもねー」


    「そ、そんなこと……」


    　反論しようとして気がつく。


    　なんだかビスコの様子が変だ。いつもなら──なんていうか、手が出る。殴なぐってくるっていうか。むかつくと僕はよく叩たたかれたり電撃飛ばされたりしてた。


    　なのに……なんなんだろ、いつもと違って言葉責めだ。体調不良？　風か邪ぜとか？　そういえば──ここのところこんなふうな、よくわからない感じかも。カルラが人間界にやってきてからじゃないかな。


    　ひょっとして！　あかりちゃんの気を引こうとすると怒るのかな？　ってことは……ビスコ、ひょっとしてあかりちゃんが嫌いだとか？　そ、それはまずい！　僕があかりちゃんのフォローをしなきゃ！


    「ビスコ、あかりちゃんはいい子だよ」


    「…………」


    　あれ、変だな。ビスコが余計キレたように見える。


    「あたしが、今、あかりのことなんか言ったか？　あぁ？」


    「い、いいえ、僕の映画に対する知識不足のことであったかと思うであります」


    「そうだろ？　あかりは関係ねーだろ？　で、アンタは映画の知識じゃあたしの下だな？」


    「そんなこと──な、ないよ。さっきのは、ほら、いきなり質問されたからびっくりして忘れちゃったんだよ」


    「…………」


    「ほんとうだって！」


    「…………へぇ」


    　冷たい！　同居人なのに赤の他人以上の冷たさを感じる！


    「デモン、そんならゼロから答えろっていうんじゃなくて、シドニー・ルメット監督作品で候補を出したらわかるか？」


    「え？　三択的なやつ？」


    　それならわかりそうだ。だって、アカデミー賞獲とってる人なんでしょ？　テレビでＣＭやってるような映画ってことだよね？


    「わ、わかるよ」


    「……言ったな？」


    　ビスコはカルラになにかをささやいた。するとカルラは首から下げているポーチから、三枚の紙を取り出した。


    　ビスコはその三枚の紙にさらさらさらっと映画のタイトルを書き付けた。


    　やっぱり三択になるらしい。


    　ふ……ビスコにしては甘いな。三択ならふつうに選んでも三分の一でしょ？　しかも映画なら僕だって多少は知ってる。うわあ、これは僕の勝利確率かなり高い！


    「どれどれ──」


    　僕が差し出された紙を見ようとしたとき、


    「あ、言っておくけど」


    　すぅっと紙を引っ込めるビスコ。


    「間違えたら罰ばつゲームあるからなー」


    「……罰ゲーム？」


    　なんだろうその心のざわつくフレーズ。しかもどうしてビスコさんは満面の笑顔でそういうことを言うんですか？　さっきまでのイライラした表情はどこに行きましたか？


    「……デモン、お止よしになったら？　悪魔が悪魔的に笑ってますわよ」


    　横からエリスの心配そうな声。わかってる、わかってるよ！　こういうときのビスコはろくなこと考えてないからね！　僕をいじめるために頭を使うなら、もうちょっと世界が平和になるために使ったらいいのにね！


    　でも──ここで退しりぞくわけにはいかない。三択なら、僕にも十分勝てる可能性がある。こんな勝負はめったにないからね……！


    「受けて立つよ」


    「よし。問題──シドニー・ルメット監督作品、わかるか？　おい、退魔士エクソシスト、協力するんじゃねーぞ」


    　そしてビスコは三枚の紙を差し出した。


    　一枚目、『ショーシャンクの空に』──あ、聞いたことがある！　これか？


    　二枚目、『ローマの休日』──あ、聞いたことがあるぞ。……これ？


    　三枚目、『ビルとテッドの地獄旅行』──なんだそれ、これはないな。


    「ふむ……」


    　ちらり、とビスコを見る。……すげぇふつうの顔だ。なんというポーカーフェイス。人をだますためだけに生まれてきたような悪魔だな、ビスコって。


    　カルラを見ると、眉まゆ根ねを寄せて、うーんとうなっている。カルラにもわからないのだろう。


    　そしてエリスは──硬直していた。言うなればしばらく停車しない急行電車に乗り込んだ瞬間、腹痛に襲われたって感じ。エリスにもわからないのかな？　いや……もしかして答えが予想外ってこと？　ってことは、三枚目？　「地獄旅行」だから悪魔的なつながりでビスコが知ってたとか？　はは、まさかー。


    「…………」


    　え、どれ？　どれが正解なの？


    「……ビスコさん」


    「ヒントは出さないからな」


    「わ、わかってるよ……ちなみに罰ばつゲームってなに？」


    「それを言ったらつまらないだろぉ？」


    　つまんなくないよ！　むしろ息が詰まりそうだよ！


    「この紙の裏に、正解だったら正解って書いてあるからな。間違いだったら罰ゲームが書いてある……さあ、選べ」


    　くそ、どうせ三分の一だ！


    「これ！」


    　僕が選んだのは──『ローマの休日』だった。


    　ばしんっ、と引き抜いた紙を机の上に叩たたきつける。裏に書いてあったのは──。


    



    『魔界蛇へびセニョール＝ホセが召しよう還かんされる』


    



    　………………………………………………………………………………セニョール＝ホセ？


    「はぁ!?」


    「魔界蛇だって。よかったな、デモン」


    「なにがいいの!?　イヤな予感しかしないよ!?」


    「ちょっと待ってください、この問題おかしいですわ！」


    　横からエリスが手を伸ばす。


    「『ローマの休日』の監督はウィリアム・ワイラー。『ショーシャンクの空に』の監督はフランク・ダラボン。『ビルとテッドの地獄旅行』もシドニー・ルメットではなかったはず」


    「えぇ!?」


    「『ビルとテッドの地獄旅行』の監督はピーター・ヒューイットだよ。ハードロックファンなら観るべき一本だな。名作だけど？」


    　しれっ、と言うビスコ。


    　ってことは……。


    「正解なんてなかったってこと!?」


    　僕は残りの二枚もひったくって、机の上でひっくり返した。


    「あたしは正解があるなんて一言も言ってないだろ。シドニー・ルメット監督作品がわかるか？　って聞いたろ？」


    「そんな、へりくつ──」


    「それと今開けたのも、ちゃんと罰ばつゲームとしてカウントされるからなー」


    「はぁ!?」


    　紙に書いてあったのは、


    『魔界蛇へび、セニョール＝ロペスが召しよう還かんされる』


    　ロペス!?


    「魔界蛇の有名な兄弟ですね」


    　と、横からカルラのどうでもいい解説。そしてもう一枚。


    『魔界蛇、セニョール＝ロドリゲスが召還される』


    　ロドリゲス!?


    「ちなみに三兄弟です」


    「オオオオイ！　ってことは三枚全部に蛇召還って書いてあったの!?」


    「結果的にはそうなるですね」


    「結果っていうか最初からそうだったんでしょ!?　大体、悪魔を呼び出す扉とびらをぽんぽん開けるなって言われてるのに勝手にそんなことしていいの!?」


    「大丈夫です。召還じゃなくて実はカルラが昨日捕まえた蛇ですから」


    「その蛇使いたかっただけ!?」


    　カルラがポーチから紙袋を取り出していた。紙袋の中では、ごそごそとなにかがのたくっていて──蛇？　蛇なの？　ていうかカルラ、蛇持ち歩いてるの？


    「……ここに退魔士エクソシストがいることを忘れてもらっては困りますわ」


    　横で、エリスがレーヴァテイン（木の棒）を引き抜いていた。おおおお、心強い！


    　すると、


    「……おい、これは罰ゲームだぞ、要いらん手ぇ出すんじゃねーよ」


    「あら、先にあなたを魔界へ送ってもよろしくてよ？」


    「あぁ？　今ここでアンタと白黒つけてやろうか？」


    「ま、待って、ふたりとも！　こんなところで──」


    　僕はあわてて立ち上がる。退魔士エクソシストと悪魔のバトルがこんなところで始まったら危ないよ！


    　主に僕が、危ない。


    　絶対巻き添え食らう自信あるよ。


    「ふむ……そうだな」


    　案外あっけなく、ビスコがそう言った。


    「じゃあ、デモンが蛇へびに咬かまれたらそれでいいや」


    　全然よくありませんけど。


    「よしカルラ──」


    「はいです！」


    　喜色満面のカルラがこちらを向いて、僕やエリスが止める間まもなく紙袋の中身を、


    「いやああああああああああ!?」


    　ぶちまける直前、僕は回れ右してダッシュした。


    　まぁ、簡単に言うと、逃げた。超逃げた。
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    　魔界蛇へびの騒動があった翌日、金曜日──生徒総会当日。


    　生徒総会は、生徒会や部活の活動方針を決める集会だ。


    「なるほど……七なな竈かまどさんは生徒会のメンバーだから、準備に忙いそがしいんですのね」


    「ぷふー、そうなんですよ！」


    　今は昼休み。このあと、五時間目を使って生徒総会は行おこなわれる。


    　声高にエリスに話しかけている男子は、僕の友だち、法ほう条じよう五ご刻こく。


    　法条は根っからのアニメ好き。てっきり二次元にしか興味がないのかと思っていたのだけれど、エリスが転校してくるや彼女に心を奪われた。


    　とはいえ、エリスがところ構わず連発する「悪魔ですわ！」という発言にどん引きし（僕だって悪魔の血を引いていなければエリスの言葉を一ミリも信じなかったろうけど）、他の男子もろとも彼女から距離を置いていた。


    　でも、エリスは最近「悪魔」発言をしていない。おかげで法条だけじゃなく男子たちがまたエリスに近づき始めたというわけで。


    　ところでなんでエリスが「悪魔」発言を止やめたのか。その理由をちゃんと聞いたことはないのだけれど、たぶん──僕のせいだ。僕が悪魔だということが、みんなにバレないようエリスなりに気を遣つかってくれているんだと思う。


    　そういう心遣いはとってもありがたいし、じーんと胸にくる。


    　エリスって実は、細かい気遣いができる女の子なんだよなぁ……ときどき残念な行動を取ったりするけど。


    「あ、デモン、こっちですわ。ハーイ。あれ、聞こえていないんですの？　吸血鬼は耳がいいはずですけれど」


    　って、気を遣ってない！　全然遣ってない！


    「エリス、ちょ、ちょっと！」


    　僕がエリスに向かって人差し指を立て「しーっ」とやると、


    「あ……ごめんなさい。わたくしとしたことが……吸血鬼ではなく忍にん者じやでしたわね」


    「なにその設定!?　初耳なんだけど!?」


    「人をだますには忍者が一番ですわ。さすがデモン汚い。そういうことですわね」


    「人聞き悪いから！　って、ウインクしてごまかしてもダメッ」


    「おい、おい、デモン。なぜエリスさんを独ひとり占じめしようとする！」


    　僕とエリスの間に法条が割って入った。


    「──法ほう条じようさん」


    　白くきれいな手で、エリスは法条を制する。


    「『ブリュンヒルド』と、お呼びくださいね？」


    「え、でもデモンはエリスさんを名前で──」


    「ブリュンヒルド、と」


    「デモンは……」


    「ブリュンヒルド」


    「…………」


    「よろしくて？」


    「は、はい、ブ、ブリュンヒルドさん」


    　法条がぶんぶんと首を縦たてに振ると、エリスはにっこりと応じた。


    　エリスに言わせれば、


    「親しくない者の間で、ファーストネームで呼ぶことなんて許されませんわ」


    　ということらしい……けど。


    「くっそー、なんでデモンだけが。ルックスも、勉強も、運動神経も、アニメに対する情熱も、俺はデモンに全部勝まさってるはずなんだけどなー」


    「聞こえてる、法条、聞こえてるから」


    「うん、だって聞こえるように言ってるわけで──ふごっ！」


    　頭をはたいてやった。


    「こ、このぉ、デモン！　殴なぐったな！」


    　両手を握りしめ、ファイティングポーズを取る法条。


    　こいつ、やる気か！


    「もうマンガ貸してやらんぞ！」


    　法条のジャブ。


    「僕が貸してるほうが多いだろっ」


    　僕のストレート。げふっ、とのけぞる法条。


    「……じゃあプレステ！」


    「一度も借りたことなんてないっ」


    　僕のボディブロー。


    「…………じゃあＤＶＤ！」


    「最近じゃ僕が録画予約して、法条に貸してることのほうが多いっ」


    　僕のアッパーカット。


    「………………デモン」


    　ふらふらになりながら法条は口元をぬぐう。や、別に血とかなんもついてないけど。


    「お前って結構いいやつだよな。便利というか」


    「一言余計だ！」


    「ふごっ！」


    　もう一発叩たたいておいた。うむ、僕のパーフェクト勝利。


    「デモン、先に行きますわよ？」


    「あ、うん、僕も行く」


    　頭を抱かかえてうずくまる法ほう条じようを置いて、エリスのあとを追った。


    　ほんと、法条は数少ない僕の友だちだよ。


    　どつきあいができる相手なんて僕にはほとんどいないから。まぁ、一方的にいじめてくる使い魔とかは、いるんだけどね。


    　まったく、最近のビスコは僕への攻撃がパワーアップしている気がする。魔界蛇へびといい、カルラがいるせいもあって手が込んでいるというか──。


    「え？」


    　突然、僕の視界が真っ暗になった。


    　は？　なに、なんかかぶせられ──、


    「ふぉっ!?」


    　ひょいと僕は担かつぎ上げられる。なに、なに、なんなの!?


    「走れ！」


    　聞いたことのある声が耳元で聞こえるや、猛スピードで移動を開始。


    　ああ、なんだこれ、なんだこの「手慣れた拉ら致ち」！


    　走る、走る、走る。


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」


    　どさっ、と僕はどこかで下ろされた。


    　顔にかぶせられていた袋をあわてて引っぱがすと、目の前にはひとりの少女。


    「よーし、拉致完了」


    　両手を腰に当てたビスコが言った──って、やっぱり拉致だった!?
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    　そこは校舎の片隅、家庭科教室なんかがある廊ろう下かの突き当たり、非常出口の前。


    　昼休みには全然人の来ないようなところ。


    「……えーっと、ビスコさん？」


    　これから起きるであろう事態にイヤな予感がびしばししている僕は、廊下に尻しり餅もちをついている状態で彼女を見上げていた。


    　ビスコの背後にはカルラもいたんだけど、特に興味なさそうにワラ人形──森もり崎さきジョセフを振り回していた。ああ、いる、いるいるこういうやつ！　いじめっ子についてくるだけついてきて、「ねー、つまんないから帰ろうよー」とか言う傍ぼう観かん者キャラ！


    「えー、デモンくん」


    「は、はい」


    「これからアンタには、蛇へびに咬かまれてもらいます」


    　いじめっ子によるいじめじゃなかった。


    　拷ごう問もんだった!!


    「うれしいだろ？」


    「うれしいわけあるか──！　生徒総会の準備を手伝わなくちゃいけないんだよ、僕！」


    　するとビスコは──「知ってるよバーカ。だから楽しいんだろ」とかそういうことを言ってくるのだと思ってた。ていうか、それがこれまでのビスコだったし。


    　でも、違った。


    「実は……昨日のアレ、罰ばつゲームとかじゃなくて、アンタに協力してもらわなくちゃいけないことだったんだ」


    　急に声のトーンが落ちたのだ。いつものビスコじゃ、全然なかった。


    　横からカルラが口を挟はさむ。


    「魔界蛇三兄弟のうち、一匹が猛毒なんです。人間には無害ですが、悪魔にだけ強烈に効くという毒を持ってるです。ただ、どの蛇かはわからないですよ」


    「あ……そうなんだ」


    「それで、デモンに咬まれてもらって確認したいですけど」


    「イヤだよ!?　なんで僕!?」


    「頼むよデモン」


    　ビスコが言った。


    「もともとこの蛇、捕獲したら魔界に送るつもりだったんだ。こんな妙な蛇は人間界にいねーし、他に仲間もいないところで生きてくってのもかわいそうだし」


    「そう……なんだ」


    　まぁ、それは別にいいことだと思うけど……ていうか、ビスコがそういう心配するなんて、なんか意外だ。な、なんか、今のビスコってすっごく女の子らしいっていうか……見慣れないせいか、新鮮な驚きというか……なんだろ、この感覚。


    「だけど、魔界に送る方法なんてなかなかないよな。退魔士エクソシストに頼むのなんて冗談じゃねーし。だからせめて、おじさまとおばさまが黒くろ羽ばの家に戻ってくるまで待とうかと」


    「ああ、父さんや母さんならなにか知ってるかもね」


    「それまではカルラが世話してやろうかって話なんだよ」


    　へぇ……ちょっとカルラを見直した。ぷい、ってどこか違うほう見てるけど、カルラ。


    「それで、どれが毒どく蛇へびなのかだけ確認しておきたいんだ。な、デモン、だから頼むよ。人間には無害だから、悪魔化してないアンタだったら大丈夫。咬かまれても痛くないし、他の二匹は最初から無害だし。……こんなこと、アンタにしか頼めなくてさ」


    　ビスコが真剣に僕にお願いするなんて初めてだった。


    「それなら……ま、まぁ、しょうがないか」


    「ほんとか？」


    　ビスコの表情が明るくなる。心底ほっとしているみたいだ。


    「それなら変な三択クイズなんて出さなきゃいいのに」


    「う、うっせーな。ストレートに頼むなんて……なんか……」


    　ごにょごにょと口ごもるビスコ。あは、照れてるんだ。やだ、かーわーいーいー……とか思ってたらすごい目でにらんできた。ウソ、ウソです、ていうか心でも読めるんですか。


    「……それじゃ」


    　僕は左腕を差し出した。


    　ビスコは膝ひざ立ちになって、僕の制服の袖そでをするりとめくる。う……ちょっと怖いかも。無害だと言われても、さすがに蛇に咬まれてハッピーになれるわけないし。


    「カルラ」


    　ビスコがカルラからなにかを受け取る──そいつが例の魔界蛇？　蛇？　蛇なの？　その蛍けい光こうオレンジのロープ状のものは蛇なの？


    　落ち着かなく色を変える目で僕を見る。見ている、ような気がする。舌をぴるぴると伸ばすと口を開き、


    「……モルスァ」


    　と言った──モルスァ!?


    「お姉ちゃん、あんまり手荒に扱わないほうがいいです。今の時期、魔界蛇は微妙なお年頃ですから」


    「わかった」


    「ビスコ……参考までに聞きたいんだけど」


    「ん」


    「毒蛇だったとしても、人間にはまったく無害なんだよね？　僕大丈夫だよね？」


    「…………」


    　あれ？　どうしてビスコさんは目を逸そらしますか？


    「まぁ気にするな」


    「気にするよ──!?」


    　がぶっ。


    　咬かまれた！　──い、痛………………く、ない……。


    「よし、無害。次」


    「はいです」


    　カルラ二匹目の蛇へびを渡す。今度は蛍けい光こうピンク色……ってやっぱり危険な色なんですけど!?


    　この蛇もまた舌をぴるぴると出してから口を開く。またわけのわからない言葉でも、


    「……ハカバノ、ウタゲ……」


    　墓場の宴うたげ!?　なんだよそれ、中途半はん端ぱに怖いよ!!


    「ビ、ビスコ、正直に話して！　正直に話してくれたら協力するから！」


    「正直に言ってるって！」


    「……チチュウフカク、ウメル、サギョウ……」


    「今言ったよね!?　『地中深く埋める作業』って!?　不ふ吉きつすぎるよ！」


    「そ、そう？　そんなふうに聞こえた？」


    「……ナマヅメ、ハガス……」


    「ほら、『生なま爪づめはがす』って今──生爪はがす!?　やだよ!?　ビ、ビスコ、人間にまったく無害なの？　ほんとなの？　ちょっとは……なんか、害があるんでしょ？」


    　僕が問い詰めると、視線を背そむけたまま、ビスコがぽつりと言った。


    「……害というか。特に痛くはないんだけど」


    「うん」


    「ただ人間が咬まれると──鼻毛が伸びる」


    「……は？」


    「すさまじく伸びてまるで滝のようになることから、別名『怒ど濤とうの鼻毛蛇』」


    　なんだそれェェェェェ!!


    「いやだ！　絶対やだ！　ぼ、僕が、鼻毛ボーボーで、生徒総会の手伝いなんて行ったら、あかりちゃんに嫌われちゃうじゃないか！」


    「あ、あたしはそんなことでアンタを嫌ったりしねーよ！　むしろ、あかりに嫌われたらそれはそれでデモンもあきらめがつくだろ？」


    「えぇ!?　あきらめたくないよ！」


    「うるさい、あきらめろ！」


    「そんな無茶な──!!」


    「うるさーい!!」


    　ビスコが両手をぶんっ、と振り下ろしたとき、僕らは気がついた。


    　なにかが飛んでいくのを。


    　手元を見るビスコ。そこにあったのは、細くて白っぽいビニールみたいなものだった。


    「あー、お姉ちゃん、だからカルラ言ったじゃないですか。微妙なお年頃だって……」


    　ビスコの背後でカルラが言う。


    「脱だつ皮ぴして逃げちゃったですよ、蛇へび」
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    　僕とビスコは走り出した。


    　とにかく逃げ出した蛇を見つけなきゃ。


    「きゃぁぁぁぁ！」


    「!?」


    　僕らは廊ろう下かの途中で急ブレーキをかける。女子の悲鳴が聞こえてきた。


    「あ、あああ、あああ！」


    　僕とビスコは廊下にいたひとりの男子が、ヘソあたりまでふっさふさの毛を、鼻からぶら下げているのを目撃した。


    　あれだ、さっきのあれが毒蛇だったんだ！


    「く、早くも犠ぎ牲せい者が……！　三年Ｂ組の『邪じや神しん同好会』会長の川かわ岸ぎし先輩の鼻が、大変なことになってしまった！　ただでさえ邪神のような顔が、関かん羽う雲うん長ちようみたいになっている……！」


    「デモン、蛇を捜せ！」


    「サー、イエッサー！」


    「うわぁぁぁぁぁ！」


    　今度はまた別のほうから！


    　僕らが見たのは──ああ、法ほう条じようだ、法条五ご刻こくの鼻が大変なことに！


    　でも、よかった。法条は基本スルーされることが多いから、誰も気にかけてない！


    「お姉ちゃん、こっちじゃないです」


    　カルラが僕らのところにやってきた。


    「セニョール＝ロペスは体育館のほうに逃げたみたいだ、って、ホセが言っているです」


    



    



    　体育館にはすでに、百人くらいの生徒がいた。ビニールのロールシートを体育館中に敷いて、折りたたみイスをその上に並べている。


    　イスは「コ」の字型に整列していて、真ん中には議事進行の生徒会のスペースがある。


    《あ、あー、マイクテストぉ、聞こえてます？》


    　僕らが体育館に着いたとき、ちょっと間まが抜けていて、抜群に可愛かわいい声がスピーカーから聞こえてきた。


    　あかりちゃんは体育館の中央でマイクを握っていた。


    　その周囲には人ひと垣がきができている。マイクテストもそこそこに、いろんな生徒から準備に関する質問をされては、そのたびにてきぱきと答えるあかりちゃん。


    　ああ、なんだかもう、


    「あかりちゃんの周りだけ光り輝いて見えるよ……！　そう、それはまるで汚れた地上に降り立った天使──ふぎゃっ!?」


    　足先に激痛が走った。ビスコのかかとが思いっきり僕の右足を踏んだらしい。


    「あかりのことより今は蛇へびのことだろうが！」


    「痛、痛いって!?　蛇を持ってきたのも、逃がしたのも全部ビスコの責任なのに！」


    　すると、あかりちゃんと、そのそばにいたエリスがこっちに気づいた。


    「あ、デモンくん？」


    「あら、デモンとその他ふたりではありませんか」


    　とりあえず、あのふたりにはバレないようにしなきゃ。ていうかこのことがエリスにバレたら、僕まで怒られそうだ。しかも、なんといってもあかりちゃんがこの世で一番嫌いな生命体が実は蛇だったりするわけで。


    「……デモンのくせにわたくしたちを無視しましたわ」


    「ううぅ、私、なにか悪いことしたかなぁ……デモンくんに嫌われちゃった」


    　違うよ!?


    「ステージのほうにいるです」


    　カルラに言われ、僕とビスコはステージへ向かって走る。


    　ちょっとだけ、ちょっとだけ待っててあかりちゃん！


    「……で、なんでビスコはうれしそうなの」


    「え？　うれしそうなわけねーだろ」


    「なんか今ニヤニヤしてた」


    「あたしが、デモンの不幸とかあかりの勘違いとかで喜ぶわけないだろ」


    「顔をごしごしやっても口のはしっこがにやついてるんですけど!?　わかってる!?　このトラブルは全部ビスコが──」


    「あそこにいるです」


    「！」


    　僕の意識は強制的に前方へ向かされた。


    　ステージ上は、見たところなにもない。


    　ステージ袖そでを見ると左手にバレーボールネットなどの体育用具がある。


    　右手にはグランドピアノやパイプイスなんかがある。


    　カルラが指したのは右側。


    　僕らは体育館のフロアから、取り付け階段を上って直接ステージに上がった。


    「どこ」


    「動きが素早いです──あっ、そこです！」


    　ステージ袖そでの暗がり。僕とビスコが同時に蛍けい光こうピンクの蛇へびを見つける。


    「今だ──」


    　同時にジャンプして、蛇に手を伸ばす。


    　僕の指先が蛇に届く──とき、


    「がふっ」


    「んあっ！」


    　僕とビスコの頭がぶつかった。目の前に火花が散る。


    「っつ～～～～なにすんだよバカデモン！　バカモン！」


    「略すなっ！　ビスコだってバカだろ！」


    「なんだとぉ！」


    「ま、待って、待って、叩たたくの反対！　暴力反対！」


    　あわてて伸ばした僕の手が、ビスコの言葉を遮さえぎった。


    　ていうか、手がなにか柔やわらかいものに当たったわけだけど。


    「────」


    　ビスコの身体からだが硬直する。僕の両手は正面にあるビスコの身体に触れていて──ええ、「身体」とおおざっぱに言いましたが、正確に言うと、
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    「あ、あわわ、あわわわわ」


    　胸、です。


    　柔やわらかい。手を離さなくちゃいけないのに柔らかい。あ……でも、正直な話、予想していたよりは固い、かも……制服の上からだし、ブラジャーもつけているだろうし……。


    　ハッ。


    　こ、殺される、ビスコに殺される！


    「いやっ！」


    　すると、ぱしっ、と手を払われて僕とビスコの間に距離が空あく。


    　あれ……？　どうして電撃が飛んでこないんだろ？　ふだんなら「アンタの寿じゆ命みようはあと二秒だ」くらいのこと言われて、びりびりびりって電撃が来るのに。


    「…………」


    　それなのにビスコは、自分の身体からだを抱かかえるようにして、僕から顔を背そむけていた。その顔は耳まで真っ赤で、


    「……ビスコ？　あ、あの、ご、ごめんなさい」


    「…………」


    「どうかした……？　真っ赤だし、熱でもあるんじゃ──」


    「！」


    　僕が手を伸ばすと、ビスコはびっくりして飛び退のいた。


    「お姉ちゃん!?」


    　そのときカルラが短く叫んだ。ビスコの背後、カーテンの位置なんかを調整するロープがたくさんぶら下がっているところに、ピンク色の蛇へびが巻きついていたのだ。


    　振り返るビスコ。


    　蛇の口からぴるぴると舌が出ていて、ぱくりと口を開ける。


    「……メダマ、ハレツ……」


    　そして空中に身を躍おどらせ、ビスコに向かう！


    「ビスコ!!」


    　飛来する蛇。


    　悪魔には猛毒──もし、ビスコが蛇に咬かまれたら。


    　僕の手が動いた。


    　ビスコの肩越しに伸びていき。


    　ぐっ、と蛇をつかもうとして──するりと蛇が逃げた。


    「!?」


    　前のめりに僕は、ビスコもろともすっ転んで、その弾はずみに腕がロープを巻き込んだ。がらがらがらがらっと音がするのはステージのカーテンが降りてくる音で。


    「きゃぁっ!?」


    「うひっ!?」


    　僕とビスコはごろんとステージ上を転がった。肩と、腰をごつんと打ち付ける。痛みが脳天まで突き抜ける。


    「ち、ちょっと、デモン……」


    「うぐぐぐ」


    　ロープが巻き付いて、僕とビスコの身動きが取れなくなる。さっきとは違って、無理やり、締め付けられるようにビスコの身体からだが……僕の身体に密着する!?


    「や、止やめろ、よ、バカぁ……」


    「しゃ、しゃべると、息が……」


    　ビスコの顔は僕の胸に押しつけられるようで、言葉を発するたびにのどに息がかかって……むずむずする！　そ、それに、ビスコの膝ひざが僕の太ももの内側にぐりぐり当たって──あああああ！　ヤバイよ、牙きばが伸びてきちゃうよ、悪魔化しちゃうよ!?


    　かちゃり、と金属的な音がした。


    「デモン」


    　そばに立っているカルラだった。右手には──黒い金属。


    「お姉ちゃんに変なことをしたら迷わずぶち込むです」


    「悪魔化なんてしてません！　すっかり牙も引きました、すっかり人間であります！　っていうか拳銃!?　なんでそんなもの持ってるの!?」


    「デザート●ーグルはネクロマンサーの必ひつ需じゆ品ひんですから」


    「違うでしょ!?」


    「ひゃぅっ!?　デモン、変なとこ、触らないで……!!」


    「さ、触ってないよ!?　誤解するようなこと言わないで!!」


    「デモン、せいぜいその魂たましいが来世で救われることを祈れです」


    「待って待って待ぁってぇぇぇぇぇ！　触ってないよ！　ほんっとに、触ってないって！」


    　そのとき──気がついた。


    　ビスコの後頭部、髪を持ち上げるように動いている魔界蛇へびがいた。


    　魔界蛇は鎌かま首くびをもたげると、口を大きく開いて──、


    「……コウナイエン、カミツブス……」


    　彼女の首筋に向かってがぶりと咬かみついた。
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    「……くぅっ」


    　ぎりぎり、間まに合った。僕が右手を間に突っ込んだのだ。手首に走る、なにかが突き刺さる感触──でも痛くはなかった。


    「……ん？」


    　うん、痛くはなかったんだ。前評判どおり。


    　ただ──なんていうか、巻物、ってあるじゃない。トイレットペーパーでもいい。あと、くす玉みたいなものを想像してくれても構わない。


    　端をつかんでね、下にロールをすとんっと落とす感じ。それに近いと思ったんだ。


    　僕の鼻から、滝のように毛が生えたのはね……!!


    「フゥ──────ッ!!」


    　我われながらとんでもない言葉で叫んでしまった。


    　だって、鼻が、鼻が、まるで別次元の生き物のように毛を吐き出したんだよ！　黒くてつややかで、ずいぶん昔なら「ぬばたまの」とか枕まくら詞ことばがついてもおかしくない毛を！　ぬばたまの鼻毛！


    「デ、デモン……？」


    　至近距離でその様子をビスコに見られた。うぎゃあああああ死ねる！　この先一生からかわれてもおかしくないレベルだ！


    「────」


    　だけどビスコは僕をからかったりはしなかった。笑いもしなかった。


    「アンタ……あたしのこと、かばったのか……？」


    　潤うるんだビスコの目──や、やっぱりビスコが変だ！　病気？　風か邪ぜ？　僕のこんな鼻毛を見てもちっとも喜ばないなんて！　喜んで欲しくはないけど！


    「なにがありましたの!?」


    　そのとき、ステージのカーテンがさぁっと開かれた。


    　現れたのは、レーヴァテインを手にしたエリスで──、


    「なにが、ありましたの……？」


    　僕（鼻毛男）とビスコがロープに絡からまって転がっているのを見て、その顔はみるみる憤ふん怒ぬに彩いろどられていったわけで……。


    「デモンくん？」


    　さらにエリスの背後から来たのはあかりちゃんだった。あ──まずい、この格好がまずいっていうか、鼻毛がまずい！


    「あっ、あかりちゃん！　こっちに──」


    　言おうとすると鼻毛がひゅる～ってなびく！　ウザイ！


    「────」


    　ステージに上がってきたあかりちゃんは、凍りついた。


    　終わった──！　鼻毛をばっちり見られちゃった……もうこれは人間としておかしいとかじゃなく、生命体として嫌われてもしかたがないレベル。


    　その証しよう拠こにあかりちゃんはみるみる真っ青になっていって、手にしていたプリントの束もばさりとステージに落ちて……って、あれ？


    　あかりちゃん、こっちを見てない？


    　視線は僕らの中間、床の上を向いていた。


    「──ぃっ」


    　そこにいたのは、ピンク色のあいつ。魔界蛇へびセニョール＝ロペス。


    　あかりちゃんが世界で一番嫌いな生命体。


    「やああああああああああああああああああああ!?」


    　絶叫。


    「あかりちゃん!?」


    　直後、その場に気絶したあかりちゃん。その身体からだをあわててエリスが支える。横からカルラががばっと蛇に飛びかかってとらえたのだけど──ちょっと遅かった。


    　そして、事態は急変した。


    　僕に密着したままビスコの身体がこわばって。


    　その目は紅あかく染まっていた。


    「──なにかが、来る」


    　ビスコがささやいたあと、見える範囲すべてがすさまじい光に包まれた。
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    「なっ、なに!?」


    「なんだこれ──！」


    「まぶしっ……」


    　目がおかしくなったのかと思った。白一色。目を閉じた──閉じたはずなのにまぶしさは消えなくて。頭ず蓋がい骨こつの内側まで白く照らされたようにさえ思えて。


    　それからちょっとして──光は徐々に止やんでいく。ようやく目を開けるくらいになると、カルラが僕らのロープをほどいてくれた。


    「なにが起きたです？」


    「フロアからですわ」


    　エリスがあかりちゃんを抱きかかえて言う。


    　ロープから解放されるや、ビスコは僕から飛び退のくように離れていく。ひ、ひどい、僕が鼻毛男だからって……。


    　フロアがどうなったのかを確認する前に、僕はのろのろと立ち上がってステージ袖そでに行った。はさみが置いてあったからだ。じょきじょきと鼻毛を切る。なんだろう……一いち抹まつのむなしさと、ばっさり切れる微妙な快感。


    　ちらりとステージを見ると、ビスコがカーテンを左右にさっと開くところだった。


    「────」


    　はさみを持ったまま、僕は唖あ然ぜんとした。


    　体育館の中央、十メートルくらいの高さ。


    　そこに浮いていた──扉とびら。


    　金色の飾りがついた木製の扉。城門だと言ってもいいくらいの大きさ。


    　そしてその扉は……開いていた。


    　開いた先に黒々とした闇やみがのぞいていて。


    



    「──ックククク、カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ!!」


    



    　聞く者の背筋を冷たくする──高笑い。


    　笑い声が静まりかえる体育館に響き、その余よ韻いんが宙をくるくると回っているうちに──扉は、忽こつ然ぜんと消えた。
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    「今、の……」


    　ビスコがつぶやく。


    　誰も応えなかった。だけれど、誰しもがわかっていた。


    　呼び出してしまったのだ──あかりちゃんが、悪魔を。こんな百人も生徒がいるところで。


    　でも、目撃者のことは心配しなくてもよさそうだった。


    　体育館にたくさんいる東とう鈴りん中学校の生徒たちは──みんな、凍りついたように動かなくなっていた。


    　イスを並べるために屈かがんだまま、ビニールシートの端にガムテープを貼った体勢のまま、コピーをめくったまま、隣の生徒と雑談したまま、身体からだを「く」の字に折って笑ったまま──。


    　あたかも時間が止まったように。


    　全員が全員、動きを停止していた。


    　体育館が、静せい寂じやくに包まれていた。


    



    



    　ステージ袖そでにあったイスに、あかりちゃんを座らせた。気絶しているのだけど、今は起こさないほうがいい。


    　僕らはステージから降りた。


    　状況を確認しなくちゃいけない。悪魔が──どこに行ったか、とか。


    　ビスコの瞳は紅あかくなり、エリスはレーヴァテインを構えている。


    　凍りついた生徒全員の頭上に、オレンジ色の数字がでかでかと光っていた。


    　表示は「58:20:00」くらい。最後の桁けたはすごいスピードで動くから、目で追えない。


    「五十八分……カウントダウンですかね」


    　カルラが言った。壁かべ際ぎわに座っている男子の頭上にある数字に手をかざしながら。


    　その手は、数字をすり抜けた。


    「まさか、時間が止まってる……とか？」


    「それとはちょっと違うみたいです。脈もあるし、息もしているです。たまに瞬まばたきもするですね。パントマイムみたいに止まって見せてる、と言うのが正確ですかね」


    「この体育館の全員が一いつ斉せいにパントマイムをやってるの？」


    「悪魔の仕し業わざだ。扉とびらから出てきたやつが、やったに決まってる」


    　ビスコがいらだった声を上げた。


    「そうですわね……デモンたちは悪魔の血を引いているから影響を受けなかったのですわ。そしてわたくしは悪魔に抵抗力がありますから」


    　こちらの世界へやってきた悪魔の仕業……？　生徒を止めただけなのか？　わからないことばかりだった。


    　でも、わかっていることもある。


    　カウントダウンがゼロになったら、きっとなにかが起きる──古こ今こん東とう西ざいカウントダウンってやつはそういうものじゃないか。


    「……とにかく、体育館の外も見てみませんこと？　まずは現状把は握あくですわ」


    「そ、そうだね。エリス、携帯電話持ってきてる？　とりあえず電源入れて連絡を取り合うようにしよう。それから悪魔を捜さないと──うわっ」


    　携帯電話の電源を入れた途と端たん、着信した。


    「え……」


    　それは久々に見る着信名だった。


    　ヨーロッパにいるはずの、父からの電話。
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    『グーテンモルゲンおはよう、デモン。ああ、こっちは夜だけど』


    　父の声は、びっくりするくらいあっけらかんとしていた。


    「と、父さん……なに？　今こっち、忙いそがしいんだけど」


    『新しい悪魔が出たか』


    「そうだよ、だから──って、なんで知ってるの!?」


    『あー、そこにビスコちゃんとエリスちゃんもいるか？』


    　僕はちらりと、そのふたりを見る。


    「……いるよ」


    『よし、それならとりあえず安心……あかりちゃんもいるな？　元気か？』


    「いるよ！　元気といえば……まぁ元気なのかな。気を失ってるけど」


    『…………』


    「な、なに……あかりちゃんが、なんかあった？」


    『つい今な、悪魔観測所から連絡があった』


    「悪魔観測所？」


    　僕が聞き返すと、エリスが横から説明してくれた。


    「イタリアはミラノにある、大規模悪魔の出現を察知する機関のことですわ。退魔士エクソシストの関連機関でもありますの」


    「悪魔がいつ出現したかなんてわかるの……？」


    　すると電話の向こうで父さんが言った。


    『天候や地ち磁じ気き、気流、放送電波の乱れなんかから観測するんだ。ただし、観測所が観測できるのは一定以上の大きさの悪魔だけ』


    　一定以上の大きさの悪魔──簡単に言えばでっかい悪魔、か。


    　ビスコもエリスも、カルラも背伸びしてこの携帯電話に耳を寄せていた。


    『悪魔観測所が言うには、たった今、日本で神格悪魔の出現を観測したそうだ』


    　しんかくあくま。僕には聞き慣れない言葉。


    『神格悪魔は、宗教によっては「神」とあがめられるほどの力を持つ悪魔だ。そいつがどんな「神」なのかはわからんが、もし、つい今し方日本で扉とびらを開けたのが──あかりちゃんなら』


    　父はうなるように言った。


    『今、お前のすぐそばに、とんでもなくヤバイ悪魔がいる』


    「!?」


    　僕は辺りを見回した。


    　すぐそばに悪魔がいる？　ウソだろ──という思いと、さっき見た巨大な扉とびら、強烈な光を考えれば当然かもしれない、という思いがせめぎ合う。


    　ビスコが携帯電話に向かって、気持ち大声で言った。


    「おじさま、その観測所は他になにか言わなかったんですか？　特徴とか」


    『それが……出現したときにだな──ザッ』


    　急に音声がおかしくなった。


    「父さん？」


    『ザザッ……デモン、いいか……ザザザッ』


    「父さん!?」


    　通話がいきなり切れた。


    　携帯電話の電波状態は「圏外」になっている。


    「圏外」だって？　そんな。うちの学校はどこにいても電波が入るはずなのに。


    「……通じない」


    　電話をかけ直してみる。だけれど、通話に失敗するだけだった。


    　ビスコも、エリスも、カルラも黙っていた。その沈黙は、みんな同じことを考えている証しよう拠こだ──電波がとぎれたのは、悪魔の仕し業わざじゃないのか？


    　神しん格かく悪あく魔ま。


    　あかりちゃんが、呼んでしまったのだろうか……そんな悪魔を？


    「……ひょっとして」


    　エリスがぽつりとつぶやく。


    「あ、いえ、やはりそれは……ないでしょうか」


    「エリス？」


    「なんでもありませんわ、お気になさらず」


    「話してよ。ちょっとでも気になることがあったら」


    　言いながら、僕はエリスの様子がおかしいことに気づいていた。


    　真っ青なのだ。


    　なにか、とんでもないことに気づいてしまったような表情──。


    「……このカウントダウンですが」


    　エリスが指さした。今はもう、残り五十二分になっている。


    「『カウントダウン』と『神』……そう考えたときに思いついたのですが……この神は『レイス』ではないでしょうか」


    「レイス？」


    　また聞き慣れない名前だ。たずねた僕に、カルラが言う。


    「人間にはこっちの名前のほうが浸しん透とうしているかもしれないです──『死神』っていう」


    　──死神。


    　それなら僕だって聞いたことくらいある。


    　ビスコが、吐き出すように言った。


    「死神レイスのカウントダウン……カウントダウンがゼロになったとき、対象は死ぬ」
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    「死ぬ……？　死ぬ、って、はは、そんなこと」


    　言われたことがよく理解できていなかった。現実感なんて欠片かけらもない。


    「そう、ですわね……すみません、変なことを言いましたわ」


    　エリスは謝あやまったけれど、顔は真っ青のままだった。


    「そいつの正体がなんであれ、あたしたちにできるのは悪魔を捜すことだ」


    　ビスコが言った。うん……そうだ、考えてもわからないものはわからない。それなら悪魔を見つけて手がかりを得るしかない。


    　僕らはみんなうなずいた。


    　外の様子をうかがうと、体育館以外でも生徒たちはみんな動かなかった。


    　学校の外はと言えば、ときどき遠いところを走る車の音も聞こえたし、市内放送の音声も聞こえてきた。異常が起きているのは、どうやら校内だけみたいだ。


    「どうやって捜そうか」


    「そうですわね、時間がありませんから、二手に分かれたほうがいいと思いますわ。そして先に悪魔を見つけたチームは、もう片方が来るまで待たい機きするということでいかがでしょう？」


    「でも携帯電話は使えないよ」


    「それならカルラのこれを使えばいいです」


    　カルラは、肩から提さげているポーチからなにかを取り出した。彼女の小さな手に乗っていたのは、ちょっといびつな球形で、帽ぼう子しのようなものがくっついている、秋には森によく落ちているあの──、


    「ってドングリかいぃ！」


    「ドングリじゃないです！　カルラの発明した『イシンデンシンツタワール【デモナ、ショウネン、ツタエチャイケナイコトハ、ココロノオクソコニズット、シマッテオクモンダゼ……】バージョン』です！」


    「つまり、連絡の取れるドングリってことか」


    　ビスコがすさまじくおおざっぱにまとめた。


    「そうです。さすがはお姉ちゃん」


    　やっぱりドングリかよ。


    「まず、この帽ぼう子しの部分をぐっと押すです。すると、三〇秒だけ対ついになっているドング……じゃなくて、えっと、イシン……」


    「もうドングリでいいから……」


    「……三〇秒だけ、対になっているそれに声が届くです」


    「うん、ありがとうカルラ」


    　僕が思わずカルラの頭をなでると、


    「気安く頭触るなよボケが……と、森もり崎さきジョセフも申しております」


    「す、すみません……」


    　僕とカルラの冷え切った関係などよそに、エリスが僕の腕を取った。


    「それではデモン、捜索に行きましょう」


    「あ、うん──」


    「おい」


    　反対側の腕を引っ張られた。


    「どうしてそういうチームになってる？」


    　ビスコ──いえ、ビスコさんの目が、なんかすげぇ怖いことになってます。


    「あ、いや、えっと」


    「人間と悪魔に分かれるのは自然の成なり行きではありませんこと？」


    「デモンの半分は悪魔だろぉ？」


    「あ、あの、今はそういうのどうでもいいっていうか……」


    　僕がふたりの間で言うと、


    「どうでもよくありませんわ！」


    「デモンは黙ってろ！」


    　えぇぇぇ!?　僕、今はまともなこと言ってる気がするよ!?


    「カルラ、このふたりを──」


    　僕はカルラに助けを求めた。だけれどカルラは抱きかかえた森崎ジョセフといっしょにニヤニヤと僕を見ているだけだった。鬼め！　いや、悪魔め！


    「……それでは公平にチーム分けをしましょう。ジャンケンでよろしくて？」


    「へぇ……ジャンケンねぇ。あたしはいいけど」


    　ジャンケン──それはエリスがもっとも弱い勝負なのに！


    「しかし、これはわたくしとあなただけの問題ではありません。そうではありませんか？」


    　するとエリスは付け加えた。たしかにそのとおりだ。つまり当事者である僕の問題でも、


    「カルラさんはどうなさりたいんですの？」


    　カルラかよ！　僕の存在意義もちょっとは認めて！


    「んー、カルラはお姉ちゃんといっしょがいいです！」


    「では三人でジャンケンして、わたくしかカルラさんが勝つか、あなたが勝つかの、どちらかですわね」


    　すごい……エリスの策略だ。ジャンケンで勝つために悪魔とさえ手を結ぶなんて！　ていうか、僕の意見とかまったく参考にされないんだね！


    　ビスコはしかし、不敵な笑えみを浮かべたままだ。どうせエリスには勝てると踏んでいるのだろう。敵はカルラだけ、というわけだ。


    　そこへ、カルラはポーチから電卓のようなものを取り出した。


    「じゃーん！　カルラの発明『対お姉ちゃん用ジャンケンシミュレーター』です！」


    　そうだ、カルラはそんなものを発明していたんだ！　かつて、それを使って十二回連続ビスコにジャンケンで勝って、ブルーベリータルトを取り上げたという──ああ、ほんとにもうどうでもいい！　早く悪魔捜そうよ！


    「──待ってた」


    　ぽつり、とビスコ。


    「え？」


    「カルラがその忌いま々いましいマシーンを取り出すのをねぇぇぇぇ!!」


    「お姉ちゃん!?　──ひゃんっ！」


    　ビスコの手から青白い電撃がほとばしり、カルラの手元にあった電卓──発明品を弾はじき飛ばした。


    　その発明品はフロアに落ちると、バチンと嫌いやな音を立て、黒い煙を上げた。


    「さあ」


    　ビスコの声に、真っ青な顔でカルラが振り返る。


    「やろっか……ジャンケン、だっけ？」
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    　結局、僕とビスコ、エリスとカルラ、という組み合わせになった。


    　エリスとカルラが口を利きいているところなんてほとんど見たことがないけど……ま、まぁ、今はとりあえず悪魔を見つけるのが先だ。


    「では後のちほど」


    　エリスはそう言い残すと、未練たらたらのカルラとは対照的に颯さつ爽そうと去っていった。


    　エリスチームは一年生から三年生までの教室を担当。僕とビスコは、職員室や音楽室などの特別教室を順に見ていくことになった。


    　僕はカーテンが下りたままのステージを振り返る。


    　あかりちゃんを残していくのは心配だけど……行かなくちゃ。


    「行こう、ビスコ」


    「あ、ああ」


    「？」


    　僕はビスコを振り返る。ほんとうに今日は、ビスコの雰ふん囲い気きがおかしい。


    　ビスコはこっちに目を合わせず、なんか僕のあとからとことこついてくる。


    「デモン、あのさ……さっきの魔界蛇へびのことなんだけど」


    「ぶほぉっ！」


    　雰囲気がおかしい原因はそれか！　ふたりっきりになってから、鼻毛のことをめいっぱいからかってやろうっていう魂こん胆たんなのか!?　ビスコが僕をいじるテクニックに、なんか磨きがかかってる気がする！


    「ん、どうした？」


    「え？」


    　と思ったら、なんか違った。特にからかおうって雰囲気じゃないみたい。


    「あれだけど……い、いいや、やっぱなんでもない！」


    「はぁ？」


    　僕は思わずビスコの顔をまじまじ見てしまう。どうしたんだろう。さっきの悪魔の光で、頭のどっかがやられちゃったんだろうか。


    「そっ、そんなにあたしの顔じろじろ見んなよ！　ほら、行こうぜ」


    　今度はビスコが先に立って走り出した。


    　各教室には何人かの生徒が残っていて、話したりお弁当を食べたりしていた。もちろんみんな止まっている。


    （止まってる……）


    　教室のひとつをちらりと見たときに、僕は気がついた。


    　教室の中央、ひとりの女子が机の上にちょうど座るような格好だった。


    　角度さえ合ってれば、その、スカートの中が見えたりするような感じで。


    　っていうか今、この瞬間なら女子のスカートのぞきたい放題なんじゃないか……？


    （……い、いや、それどころか、もっといろんなことしたい放題じゃ……）


    　ヤバイ。


    　牙きば生えてきた。


    「デモン」


    「な、なーんてね！　まさかね、そんなひどいことできるわけないよ!?」


    「……あぁ？」


    「へ？」


    　走りながらビスコが怪け訝げんな顔で僕を見る。


    　しまったァァァ──！　妙なこと言っちゃった！　わかりやすく言うと墓ぼ穴けつ掘ったァ!!


    「ご、ごめん！　僕別になにも悪いこと──」


    「あたしたちが行くの、そっちじゃないだろ」


    　ビスコが立ち止まっている。


    　すでに廊ろう下かの突き当たりに来ていて、僕はそのまま二階に上がろうとしていた。


    　でも、突き当たりから横に折れて保健室や美術室を見ていかなくちゃいけないのだ。


    「……デモン、アンタ今なにか妙なこと」


    「あ、ね、ねぇ、ビスコ！　悪魔だったら──悪魔の気配みたいなのが感じられるんじゃなかったっけ？　それで捜せないかな」


    　僕はあわてて話題を切り替える。


    　危険だ。ビスコは僕の考えを読んでいるんじゃないかって思えるときがある。スカートの中のぞき放題とか、さらにもっとえっちぃ展開からハァハァみたいなこと考えてたとかバレたら、なにをされるか……！


    　ビスコは僕の質問に、ふと考え込む。


    「気配なんだけどさ……実は全然感じないんだよ。扉とびらが出現したとき、ちょっとだけ感じたくらい……それも凶暴な感じじゃなくて、子どもっぽい無む邪じや気きさっていうか」


    「子どもっぽい、無邪気？」


    「うん。まぁ、そんな感じがしたってだけで自信があるわけじゃないんだけど。死神が子どもっぽいわけもねーし」


    「なるほど──どっちにしろ捜すしかない、か」


    「ああ」


    　ビスコはうなずいてから言う。


    「で、アンタ今変なこと考えてたろ？」
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    　電撃を覚悟していた。妙な妄もう想そうがバレたりしたときのビスコって怖いからね!?


    　でも、来なかった。いや、喜ぶべきなのはわかってるんだけど、


    「……デモンも、やっぱり男なんだよな……」


    　って、ぼそっと言ったきりで、ビスコの反応は終わりだったんだよ。


    　……逆に怖い！


    　これはアレですか、来るぞ来るぞ来るぞと引っ張って、なーんだ来ないじゃん、と安心した直後、最後にドッカーンってパターンですか？　あるいは本気でビスコの体調が変？


    　うーん……。


    　とりあえず、今は悪魔捜しが先、か……。


    　僕らは、職員室で各教室のマスターキーを手に入れた。これで特別教室には全部入れる。


    　ただ──捜索は順調には行かなかった。


    　保健室、美術室、美術準備室、職員室、校長室、図書室、技術室、技術準備室、家庭科室、家庭科準備室、視聴覚室、放送室──そのどこにもレイスはいなかった。


    　残りは音楽室と、音楽準備室だ。


    　走り続けたせいで、くたくただった。


    「ハァ……音楽室にも、誰も、いないね……」


    　音楽室のカギは開いていたけれど、中には誰もいない。


    「……ねぇ」


    　するとビスコが、音楽準備室を指さした。


    　他の教室とは違う、ガラス窓のついたドア。取っ手をぐいと回して開けるタイプだ。ガラスの向こうにティンパニーやら木もつ琴きんやらが見える──はずなのだけど、今日は違った。


    　黒のカーテンが掛かっている。


    　ふだんはカーテンなんて掛かってない……と思う。


    　よく見ると音楽室はホウキやちりとりが落ちている。はたきもピアノに載っていた。準備室に続くドア脇にもモップがある。


    「……掃除中なのかな？　吹奏楽部は部活を早く始めるために昼休みに掃除やるとか聞いたことがあるけど」


    「掃除道具を置きっぱで出てくのか？」


    「そう言われると……」


    　なにかが起きた──のだろうか。ここで？


    「とにかく、確認してみよう」


    　ドアへと近づいて耳を澄ませる。なにも聞こえない。


    　そっとドアの取っ手をつかむ。ひねってみるけれど、動かない。


    「……カギが掛かってる」


    「他の準備室は全部、カギ開いてたよな」


    　そのとおりだ。ということは、この中に──誰かがいる！


    「……エリスたちを呼ばなきゃ」


    　僕がドングリを手にしたとき、ビスコが止めた。


    「待て。中を確認してからでもいいだろ」


    「でも悪魔が飛び出てきたら？　しかも、死神レイスだったら……」


    「あたしはそんなに頼りないか？」


    「そういう問題じゃなくて」


    「いいから開けろ」


    　ビスコは、職員室から持ってきたマスターキーをカギ穴に突っ込んだ。ドアを開けるようあごで促うながす──ってそこまで言って、結局開けるの僕かよ！


    「い、いい？」


    　たずねる僕の声が、ちょっと震ふるえた。


    「ああ」


    　自信あるふうにうなずくビスコだけれど──目が紅あかくなり、悪魔の力を解放している。


    　真剣そのもの、戦闘準備をしているのだ。


    「開けるよ──」


    　カギを回すと同時に、僕は取っ手をひねり、ドアを開いた。


    　ビスコの右手に青白い電撃が宿る──。


    



    



    「…………」


    「………………」


    　扉とびらを開いたまま、僕らは止まっていた。


    　しん、と静まりかえっている準備室。Ｌ字型になっていて、僕らの正面にはいつもどおりの風景が広がっている。


    「……行くぞ」


    　ビスコは中へ進んでいく。僕もそのあとに続く──後ろ手にドアを閉めながら。


    　カタン……っ。


    「ヒッ!?」


    　背後で音。思わず息を呑のむ。


    　でも──振り返っても、閉じられたドアがあるだけ。


    「……ふぅぅ」


    　おそらく、さっきのモップが倒れてドアにぶつかったのだ。たったそれだけなのに──すごくどきどきしてる。


    「デモン」


    　いつの間にかＬ字の曲がり角まで行っていたビスコ。


    「……なにもいなかった？」


    　ビスコはただあごで奥をしゃくっただけだった。


    　準備室の奥、アコーディオンを格納した棚に、もたれかかる女子。彼女のすぐそばに男子。ふたりともへらへらしてるというか。


    　昼休みにいちゃつくために、カギをかけておいたってところかな。もちろん頭の上にはカウントダウンがある。


    「そうか……カウントダウン」


    　残り時間は、三十八分になっていた。捜索に十五分くらいかかっている。


    　エリスたちからも連絡がない。まだ見つかっていないんだろう。


    「戻ろっか」


    　入ってきたドアのほうへと戻った──のだけれど、


    「……あれ？　ドアが開かない」


    「はぁ？」


    　ビスコが狭い通路で僕と入れ替わり、ドアを押してみる──が、開かない。


    「さっきのモップ……。あのモップがドアに当たって、そのままどこかに挟はさまったんじゃ」


    「閉じこめられたのか？」


    　顔を見合わせる僕ら。


    



    　　　　　　５


    



    　ドングリを使ってエリスに連絡を取った。向こうもちょうど捜索が終わったところで、収穫はなかったみたい。


    　閉じこめられたことに、エリスは呆あきれながらも、こっちへ来てくれるということだった。


    「とりあえず……エリスたちを待とう」


    　一通り校舎の捜索は終わったことになる。となると、校舎の外か──グラウンド？　プール？　運動部の部室？　あるいは学校の外、とか……。


    　学校の外に逃げられていたら絶望的だ。


    　でも、学校の外なら携帯電話も通じるのかな？　学校内の固定電話は、さっき職員室の電話を使ってみようとしたけれど、「ツー」とも言わなかった。


    　まぁ……父さんに相談して、解決するわけでもないのだけど。


    「デモン」


    　Ｌ字の通路の角で、奥を見ながらビスコは言った。


    「なに？」


    「このふたりって、その……カップルなのかな」


    「そりゃまぁ、そうだろうけど、それが？」


    「キス迫ってる顔だよな、あれ」


    　角から奥を見てみる。見ようと思えばそう見えないこともない。


    　するとビスコが、僕の顔を見つめながら言う。


    「デモン……さっきは、その……悪かったな」


    「え？」


    「あたしをかばって、咬かまれたろ」


    　蛇へびのことか。まぁ、人間には無害なんだから（鼻毛はすごいことになったけど）、それくらいたいしたことないんだけど。


    　だから僕は首を横に振った。ビスコはほっとしたように見えた。気にしてたのかな。


    「なぁ、デモン……カルラが来てからさ、あんまりふたりで話すこともなかったよな」


    　そういえばそうかもしれない。両親がヨーロッパに行っちゃったあと、しばらく我が家には僕とビスコしかいなかった。それからカルラが来て、だいぶ騒がしくなった──まぁ、カルラがワガママ言いまくるせいなんだけど。歯磨き粉が辛からいとか、オムレツにはケチャップでドクロマークを描け、とか。


    「ていうか、あの退魔士エクソシストが来てからおかしくなったんだよな。おじさまやおばさま以外で、アンタが悪魔の血を引いていること知ってるの、あたしだけだったし」


    「まぁ、そうかもね。でもそれが？」


    「あたしだけでよかったのに……」


    「え？」


    「あ──や、なんでもない、今のナシ！」


    　ナシ？　なにがナシ？　ビスコの、今の発言のこと？


    （ん、まさか……まさか！）


    　気がついた。気がついてしまった。


    　僕が悪魔の血を引いていること、その秘密をビスコは独占したい──それって、つまり、その……。


    （僕の弱みを独占的に握って、僕になんかさせる気か!?）


    　怖い！　怖いよこの使い魔！　カルラの悪わる巧だくみも相当だけど、さすがその姉！


    「な、なんだよデモン、のけぞって」


    「ひいい！　なにを、なにを企たくらんでおるのじゃ！」


    「はぁ？」


    「だって、ビスコ言ったじゃないか、今……僕の秘密を独占したいってことだろ」


    　僕が言うと、ビスコの動きがぎくりと止まった。


    「それに、ビスコ言ってた……僕のこと考えるとモヤモヤする、って……」


    「そ、それ、は……」


    　ビスコの顔が真っ赤になる。やっぱり図星なんだ！


    （そうだ、ビスコは僕の秘密を握り、僕になにか──とんでもない悪いことをさせたいんだ！　モヤモヤするのだって、僕にさせようとしていることがすっごい大ごとで、失敗したら困るような……ハッ、ま、まさか、国家反逆的なこと!?　あるいは世界征服的な!?）


    　ビスコは赤くなった顔をうつむかせて、両手を握ったり離したりしている。その視線は、僕を見ておらず、準備室の奥──例の男女のほうへ見るともなく向けられていた。


    「ビスコ……正直に答えて欲しい」


    「な、なにがだよ」


    「僕になにをさせたいの」


    「!?」


    　ビスコの顔が耳まで真っ赤になった。こんなに焦あせっているビスコを見るのは初めてだ。つまり──それだけの大事件を僕に起こさせようとしてたってこと!?


    「あ、あ、あたし、な、な、な、なにを、さ、させる、とか、そういうのじゃなくて……ってか、別にあたしは、そういうことしたいとか、思ってないけど……」


    「ウソだ！」


    「ウ、ウソなんかじゃ……！」


    　言いかけて、言葉をごくりと呑のみ込んでから、ビスコは、


    「や、正直言えばわっかんないけどさ！　で、でもそういうのってお互い合意の上でするものだろぉ!?　あたしがアンタに強制なんてできるわけ──」


    　僕は絶対に、この秘密をバラされたくない。僕が吸血鬼の血を引いていること……それがバレてしまったら、もう今みたいな生活は送れないじゃないか。


    　だから、


    「いいんだよ……もう」


    「……デモン？」


    「ビスコが望むなら、別に僕は……しても」


    「────」


    　ぴくん、とビスコの背筋が伸びる。


    「ほっ、ほんとに……？」


    「うん……でも、不思議だな。ビスコ、僕に隠してたんだね」


    「あ、当たり前、だろっ！　あたし……最近気づいたんだ。アンタも、結構男らしいところがあるっていうか……さっきかばってくれたし……ってか、言わせんなよ！　そんなの言えるわけ……ねーだろ」


    　言えるわけないようなこと。


    　そうか、口に出せばどこから秘密が漏もれるかわからない的なことか。僕の男らしさ──つまり僕だったら計画を任せても大丈夫だろうと思えたのが最近なのかもしれない。


    　ビスコは僕のすぐそばに寄ってきた。ついに──ついにビスコの計画が明らかになる。そう思うと僕の身体からだも硬くなる。どうしよう、誰かを殺せとか、そういうことだったら……。


    「デ、デモン」


    　僕を見るビスコの目はもう紅あかくて──きっとこれから始まる壮大なミッションのことで興奮しているからだろう、目も潤うるんでいた。


    「目くらい、閉じろよっ……！」


    「え、目？」


    　目を閉じるの？　なんで？


    　え……？


    　え？


    　まさか──まさか、まさかまさかまさか、ビスコの願いって──。


    （僕を心ゆくまでいじめること!?）


    　そ、そんなに僕にお怒りでしたか!?　最近様子がおかしかったのはあまりに怒りすぎて心が平静になってしまったとかそういうこと!?　僕からしたら、常つね日ひ頃ごろから僕を使ってストレス発散遊ばしていらっしゃったように見えましたけどね!?


    「デモン……はは、アンタだって緊張してるじゃん」


    「き、き、緊張というかですね」


    「大丈夫だよ……別に、取って食うわけじゃないから」


    「!?」


    　目を閉じていれば安らかに眠らせてやろう的なこと!?


    「ビっ、ビスコ、さん、本気……？」


    「アンタが、い、いいって言ったんだろっ」


    「ほ、他に方法はないんでしょうか」


    「他!?　他って、おい、手、つなぐとか……？」


    　手をつなぐ……電極に？　つまり電気イス的な？　それっていじめ以上ではないですか!?


    「お、おい、デモン……？　どうして泣いてんだよ。……あ、ははっ、ひょっとしてうれしいのか……？　だったらあたしもうれしい」


    　うれしい!?　電気イスに座ることが!?


    　僕は首を横に振る。するとビスコの表情が曇くもる。


    「……イヤ、なのか……？」


    「イヤだよ……うれしいわけないだろっ……」


    「…………」


    　ビスコがうつむいて、唇くちびるを噛かみしめる。


    「ははっ、そっか……デモンはあたしに気を遣つかっただけか。そう、だよな。あたしみたいな暴力的な女はイヤだよな」


    「暴力的とか、そういうんじゃないよ。痛くないとか気持ちいいとかそういうんじゃない。ただ……それは本末転倒というか」


    「イヤならイヤってはっきり言えよ！　さすがにそういうの傷つくよ……」


    「傷つくのは僕だろ!?　どうして、どうして」


    「あたしがバカだった。アンタにちょっとでも期待したあたしがね」


    「期待!?　なに期待してたんだよ！」


    「いいだろぉ!?　あたしが女の子らしいこと思って、なにがいけないんだよ!?　それをアンタが踏みにじることなんてできない!!」


    「女の子らしい？　どこが」


    「で、でも……キ、キ……スのこと考えるの、女の子らしいだろ！」


    「電気……イスのどこが女の子らしいんだよ！」


    「そうじゃなくてキス──」


    　言いかけたビスコが、額ひたいに手を当てた。そして、二秒の沈黙の後のち、


    「待て……今、なんか変なこと言わなかったか？　なんつった？」


    「電気イスだよ。それが望みなんだろ！　僕だって……さすがに、痛いのはイヤだもの……いくら僕の身体からだの回復能力が高いからって、いじめられて喜んだりしないよ」


    「…………」


    　ビスコが、すぅっと半歩下がった。眉み間けんを人差し指でこりこりとかく。
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    「あたしの頭がたしかなら、アンタは今、あたしにいじめられると思ってる？」


    　僕はうなずいた。ていうかそれ以外に話の受け取りようがない。


    「……デモン、その考えに至った説明を一から話せ」


    「そ、そうしたら、いじめない……？」


    「話せっつってんだろ！」


    「はいぃ！」


    　僕はビスコに説明した。


    　ビスコは僕の秘密を独占したがったこと。これは僕にゆくゆくはなにかとんでもないことをやらせるためである。


    　ビスコは僕のことを考えるとモヤモヤすること。これは僕にやらせる大ごとが成功するかどうか不安だからである。


    　ビスコは僕に目を閉じろと言った。そこで僕は勘違いに気づく。つまりビスコは僕になにかをさせるのではなく──十分たくましくなった僕を心ゆくまでいじめて楽しみたかったのだ！


    「……なんで」


    　ビスコがぽつりと言った。


    「なんでそうなるんだボケがァァァアア!!」


    「ひぃぃ！　すみません、すみません！」


    「あたしがアンタをいじめたかったら、とっくに行動起こしてたろうが！　どーしてレイスを追ってる最中に、音楽準備室に閉じこめられないといじめられないんだよ！」


    「そ、そうなんだよ、だから僕もなんでかなーって……」


    「あたしはただ、ただ、アンタと……」


    「……僕と？　あ、そういえば電気イスじゃなくて、なんて言ったんだっけビスコ」


    　ビスコの顔、というか身体からだじゅう、指の先まで真っ赤になって、肩がぷるぷると震ふるえて、


    「デモンのバカァァァッ!!」


    「ご、ごめんな──びりゃぁぁぁぁぁ!!」


    　ビスコの身体が真っ白に輝く！


    　そして僕の身体中の細さい胞ぼうという細胞が、活性化するッ！　電流ッ!!


    　僕の身体が宙に浮き、入り口のドアに叩たたきつけられるとずるずると落ちていく。


    「あ、あば、あばば……」


    「デモンの、バカ、バカ、バカッ……バカぁ……」


    　ビスコは両手で顔を覆おおうと、その場にへたりこんでいた。


    　これって電気イスと変わりないんじゃないの……？


    　そんなことを思っていると、ドアががちゃりと開いてエリスが顔をのぞかせた。
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    　　　　　　１


    



    　再度、作戦会議。


    　音楽室のイスに、四人で座る。


    　僕の頭上ではぴょこんと数本の髪の毛が起立しているけど、それはさっきの電撃のせいだ。


    「この校舎に、レイスはいないということになりますわ」


    　エリスが言うと、僕らは沈黙した。


    「じゃあ外を──」


    　捜そう、と言おうとしたところで、ビスコが僕を手で制した。


    「外に行ったら時間はもっとかかる。ちゃんと予想を立ててから行ったほうがいい」


    「予想……って、なにか考えはあるの？」


    「な、ないけど……」


    　唇くちびるを尖とがらせるビスコ。って、ないのかよ！


    「カウントダウンは？」


    「残り三十二分ですね。時間が止まってくれれば捜すのも楽ですけど──」


    　中途半はん端ぱに言葉を切ったカルラは、視線を上のほうに向けていた。


    　その視線を追うと、それは黒板の上──時計のところで止まっていた。


    「ん、時計がどうかした？」


    「おかしくないですか？　時間……止まってるですけど」


    「え？」


    　見てみると、時計の針は十二時半を指していた。


    　たしかに、これだと昼休みになってちょっとしたあとの時間だ。


    「そうか！」


    　僕は気がつく。


    「時間が止まっていて、僕らだけが動けるってことなんだね！　カウントダウンは、時間が動き出すまでの残り時間！」


    「なわけねーだろ」


    　一瞬でビスコに切って捨てられた。えええ？　で、どうしてビスコはちょっと顔を赤くしつつ僕から離れますか？


    　カルラとエリスも言う。


    「さっき体育館で見たとおり、脈みやく拍はくとかは動いてるです。だから時間が止まっているというのはないですね」


    「時計や人間が動きを止めている……いいえ、逆に考えれば動くものはすべて動作を止めていて、わたくしたちだけが行動できるということですわ。悪魔の力の影響を受けずに済むのは、やはり悪魔か、抵抗力を持つ者だけなのですから」


    　動けるのは僕らだけ──と、そこまで考えたとき、僕らは一いつ斉せいに顔を上げた。


    　ゴーン……ゴーン……と音が響いてくる。


    　それは大きな柱時計のような音で……、


    「時計──？」


    　ふらりとエリスが立ち上がる。


    　僕は、校舎のてっぺんにつけられた大時計のことを思い出した。


    　きっとみんな同じものを想像したに違いない。


    　屋上はまだ捜してない。屋上にある大時計の調整室。


    　大時計はなかなかの年代物だ。僕から見たら「ただの古い時計」なんだけどね。スイスだかどこかの古時計をそのまま移植したとか。


    「大時計は動いている──今この段階で動けるのは」


    　ビスコが言うと、エリスが答えた。


    「抵抗力を持つ者か……悪魔だけですわ。いるのでしょう、大時計に何者かが」
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    「ちょっと待つです。大時計の調整室には入れないですよ？　カギかかってるです」


    　カルラが横から言ったけれど、僕は胸を張って答えた。


    「ちゃんと職員室から各教室のマスターキーを持ってきたから大丈夫だよ」


    　カルラは感心したようにうなずく──かと思ったけど、違った。


    「サルの浅知恵ならぬデモンの浅知恵……と森もり崎さきジョセフが申しております」


    「えぇ!?」


    「大時計のメンテナンスルームのドアは電子制御です。開閉スイッチは職員室にあるですよ」


    「あ、そうなん──」


    　……どうしてカルラがそんなこと知ってるんだ……？


    　カルラが手でいじっているのは職員室にひとつしかないはずのマスターキーだし（そのマスターキーはさっき僕らが職員室から持ち出して、今でも僕が持っている）。


    「……なんです？　デモン、こっちじろじろ見て」


    　にやり、と笑うカルラ。


    　邪じや悪あくだ！　この子はやっぱり邪悪だ！　さすが悪魔！


    「で、カルラ、それ動かせるのか？」


    　ビスコが聞くと、


    「はいです」


    「じゃ、あたしたちはそれを開けに行こう。ほら、行くぞ」


    「あ、は、はいですっ」


    　ビスコは走り出そうとして、一瞬足を止める。振り返らずに言った。


    「大時計のドアが開いても、あたしが行くまで勝手に入るなよ。それとその退魔士エクソシスト」


    「あら、なんですの？」


    「あたしがいない間に……デ、デモンに妙な真ま似ねするなよ」


    　そしてビスコはカルラを連れて、職員室へと走っていく。


    「？」


    　僕はさっぱりわからなかった。妙な真似って？　それにさっきはチーム分けがなんとかって言ってたのにカルラとふたりでさっさと行っちゃうし。


    「ではデモン」


    　ビスコとは違い、晴れがましい顔でエリスは言った。


    「わたくしたちも参まいりましょう」


    



    



    　階段の一番上、鉄の扉とびらを押し開いて屋上へと出る。


    　イヤになるくらい空は晴れていた。屋上には誰もおらず、吹く風はさわやか。この学校で起きている事件が全部ウソみたいだった。


    　もちろん……ウソなんかじゃない。


    　屋上から見下ろすグラウンドでは生徒たちが凍りついたように動かなかった。学校の周囲に住宅でもあれば異変に気づかれたかもしれない。でもフェンスは高いし、外周の半分は森に囲まれているのだ。


    「ここですわね」


    　校舎から出っ張るように時計台はある。時計台の中が調整室でもあった。大きさで言えば教室ひとつぶんくらい。


    　僕とエリスは、調整室のドアまでやってきた。


    「悪魔の気配とか……する？」


    「かすかに」


    　エリスがドア口の下に手を触れ、屈かがんだまま振り返る。


    「ところでデモン。あのサキュバスとケンカでもしましたの？」


    「ぶふーッ！」


    　思いっきり噴ふいた。噴き出した！　危あやうく鼻水までちょっと出た！


    「やっぱり。あの悪魔の様子がおかしいと思いましたわ」


    「わ、わかるの？」


    「女の勘、ですわっ」


    　えへんと腕を組むエリス。


    「ですからデモン──浮気などしたらすぐにバレますことよ？」


    「う、う、う、浮気なんてっ！」


    　イタズラっぽく笑い、エリスは僕に人差し指を突きつける。


    　のけぞりながらふと、僕は思い当たった。


    　エリスは僕のことを好き……じゃなくて、単にごっことして婚約者ネタを振っている……と僕は思っている。


    　そう、だよね？　でも、女の子の気持ちなんて僕には全然わからなくて。三年間いっしょに暮らしているビスコの考えすら、よくわからなくてさっきはとんでもない目に遭あった。


    「？　どうしましたの？」


    　エリスが僕のことを気にも留めていないのは当然だし、僕としても、そっちのほうが望ましいと思う。


    　ていうか、僕みたいな男子に思いを寄せる女子なんて今までもいなかった。これからも割りと絶望的だ。思い上がるような要素もひとつもないしね……。


    　お互い気持ちははっきりさせておいたほうがいいんじゃないだろうか。不幸な勘違いはもうイヤだというか。


    「あの、エリス」


    　だから僕は、口に出してしまった。


    「僕と結婚するつもりなんてないよね──っていうか、僕のことなんて、なんとも思ってないよね？」


    　言った瞬間、「僕と結婚」とかいう言葉の現実味の薄さにびっくりした。いきなり後悔した！　僕はバカだ！　そんな当たり前のことを聞いちゃうなんて。


    　ああ──エリスにもバカにされる──思い上がるなとか、悪魔野郎とか。


    「いいえ？」


    「だよね！　ごめん、今のは忘れ──は？」


    「デモンをひとりの男性として魅力的に感じていますわ」


    　エリスは口元だけをちょっとほころばせて、心持ちほおを赤くして、


    「まだまだ実力不足ですが、いずれはわたくしの夫として認めてあげないことも、ありませんことよ？」


    　風が吹いていた。


    　春の風は僕の右耳から入って左耳から抜けていくみたいだった。


    「え……」


    　ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?


    　マジだったの!?


    　エリスが僕と結婚して喜ぶのなんて、僕の父親くらい（娘が金髪美少女だぜうぇっへっへ的な意味で）じゃないか!?


    　そのとき、ドアノブの辺りから、かちゃんっ、と小さい金属音が鳴った。


    「開きましたわ」


    「ち、ちょっと、あの、エリ、エリさん」


    「エリスですわ」


    「待って、今、あの、とっても重要な話を……」


    　エリスは、さらりと答えた。


    「デモン。今のわたくしたちにとって、この中学校の皆さんを救うこと以上に重要な話など、ありませんわ」


    「……あ」


    　そうだ。


    　そうだった。


    　僕は一番重要なことを忘れるところだった。


    　エリスはどこから取り出したのか──本気でどこから出したのかと思うけど──レーヴァテインを握りしめていた。


    「エリス、ビスコたちを待たなきゃ。先に行くなって言ってたし」


    「デモンのことですぐ頭に血が上る悪魔など、いたところで足手まといですわ」


    「で、でも、中にいるのが神しん格かく悪あく魔まだったらどうする？　神様なんて呼ばれてる悪魔だったら、今までよりもずっと……」


    「中にいるのが悪魔であろうが、神であろうが、なすべきことに違いはありません」


    　エリスの手が伸びて、ドアノブをつかむ。


    　そして一気に押し開いた。


    「わたくしたちのなすべきは『正義』！　退魔士エクソシストエリス参上ですわ!!」
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    　中は暗く、ほこりっぽかった。


    　ドアが開くと同時に、ふわりとほこりが舞う。


    　上のほうに時計が取り付けられている。部屋の中央に、らせんの階段があって時計の裏手まで伸びていた。


    　二、三歩踏み込んだエリスが、ＬＥＤのハンドライトで上部を照らしていた。


    　直後、


    「デモン！」


    「え？　──がふっ」


    　こちらに引き返すエリス。僕は弾はじき飛ばされた。


    「な、な、なに!?」


    　ドアの外で尻しり餅もちをついた僕。


    　らせん階段の下に、ドシンという音とともになにかが降りてくる──。


    「──悪魔ですわ」


    　エリスがレーヴァテインを握りしめた。


    　舞っているほこりが落ち着き始めると、中心にいる影が見え始めた。


    　そいつは──形を持っていなかった。


    　盛り土みたい。どろどろにうごめいている。身体からだ中じゆうに長針や短針、文字盤をつけていた。


    「クロックゴースト……時計に憑つく悪魔ですわ」


    「レイス──じゃない!?　それならカウントダウンが終わっても、みんなは死なない!?」


    「能力は不明ですわ──デモン、油断なさらないで！」


    　エリスに首根っこをつかまれ、横に転げる。


    　僕らがいたところを、金色の光がヒュンヒュンと突き抜けていく。


    「なにあれ!?　弓ゆみ矢や!?」


    「時計の針ですわ！」


    　僕らが身体を起こすと同時に、金属のぶつかる耳みみ障ざわりな音が不規則に響く。


    　それは小こ刻きざみになり、軽い震動とともにクロックゴーストが調整室から飛び出してきた。


    「わぁっ!?」


    　でかい。


    　ゾウくらいのでかさ。


    　時計の針を、足にしていた。長針と短針の結合部を関節にして、泥どろのような本体を持ち上げている。


    　歩き方は、サソリとかカニを思わせ。


    　動きの精密さは、高性能な機械を思わせる。


    　本体にくっついた文字盤は両目なのか。その針が、めまぐるしく回転する。


    「来ますわ！」


    　クロックゴーストは本体を屈かがめると、そのまま突進してきた！


    　僕らは左右に走って分かれる。突っ込みすぎたクロックゴーストは、針の足でブレーキをかける。屋上の床が、ガリガリガリッと削れていく。


    「どうしよう！　こんなやつ相手に！」


    「デモン、正面！」


    　クロックゴーストの本体が、鈍にぶい光を発する。


    　時計の針！


    　僕は駈け出した。それを追って光が、銃弾のように追いかけてくる。床に突き刺さるのは長針。転げるように逃げる僕の軌き跡せきをたどって、針が刺さっていく。


    「ヤバ──いぃぃぃぃ!?」


    　正面には屋上の手すり。


    　もう逃げ場はない──。


    「わたくしをお忘れになっては困りますわ！」


    　僕の反対側から、エリスがクロックゴーストに向かって跳躍する。


    　クロックゴーストが身体からだをひねる。


    　エリスの振り下ろしたレーヴァテインの一撃は美しい弧こを描き。


    　ひしゃげた音とともに、足の一本を吹っ飛ばした！


    「──ィィィォォォオオオオオオオオオオ!!」


    　クロックゴーストの身体が傾き、バランスを取ろうともがく。


    　そして追撃──のはずが、エリスは棒立ちしていた。


    　手にしたレーヴァテインが、折れていた。


    「エリス！」


    　呼ぶと、エリスがハッと目覚める。


    　クロックゴーストはすでに光り始めていた。


    「くっ」


    　今度はエリスが追われる番だった。クロックゴーストから射出された針が、エリスの立っていた空間を貫つらぬいていく。


    　どうしよう──このままだとエリスもすぐに屋上の端はしに追い詰められる。


    　どうしよう。どうしたら。どうすれば──。


    　エリスを助けられるんだ!?


    「きゃぁっ!?」


    　足を滑らせエリスの体勢が崩れる。


    「エリス！」


    　叫んだ瞬間、気がついた。


    　クロックゴーストと僕を結ぶ、ちょうど真ん中ほどに落ちている──ぶっとい針。


    　エリスが叩たたき折った長針。


    　僕は走り出していた。


    　そして、クロックゴーストの文字盤が、こちらを向いた。
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    　走れ、走れ、走れ！


    「うううっ!!」


    　僕がジャンプして、針に手を伸ばす。


    　クロックゴーストの本体が、こちらをぐるりと向く。


    　光が射出される。


    　僕の右手が針をつかむ──重い！


    　キィィィイという音とともに、すさまじい速度で金色の光が、僕のこめかみをかすめて飛んでいく。髪の毛が数本切れて宙に舞う。


    「むううううんっ！」


    　針をつかんで転げるまま、僕はクロックゴーストの目の前へ。


    　両手で針をつかんだ。


    　重い。めっちゃくちゃ重い！


    　でも、でも、こいつを倒さないと……僕も、エリスも、みんなも危ない！


    　助けないと。助けなきゃ。僕が！


    「みんなをッ……！　元に！」


    　脳の中心がどろりと白くとろけて。


    　世界が急激に明るくなり、においや音が鮮明になり。


    　僕の身体からだに──悪魔の力がみなぎる。


    



    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


    



    　気づけば僕は二メートルくらい跳躍していて。


    「行くぞ!!」


    　クロックゴーストの頭上から針を振り下ろした!!


    　すさまじい──衝撃。


    　金属音。


    　火花。


    　クロックゴーストの二本の足が、僕の一撃を食い止めていた。


    「うぁっ!?」


    　そのまま背後に弾はじかれる僕。屋上の端に追いつめられた。


    　両腕を振り回してバランスを取る。着地と同時に、足の裏にしびれるような衝撃。


    　そして、目の前に影──クロックゴースト。


    「──ィィィィイイイイイイ！」


    　振り下ろされるクロックゴーストの針！


    　僕は両手で針を掲かかげる。


    　金属音──両手、両腕、肩、そして、腰から足先に響く衝撃。


    「んがっ!?」


    　持っていた針で防いだ。防げた！


    　防いだ、けど……！


    　う、う、う、動かない……！


    「ぐうううううううぅぅぅ……」


    「──ィィィィイイイイイ」


    　両足が地を踏み、僕は両腕に力を込めた。震ふるえる腕。クロックゴーストも、残りの足で踏ん張っている。


    　身体からだ中じゆうの血管が、脈打っていた。高熱でも発したみたいだ。髪の毛が逆立って、顔が熱い。


    「ううううううっ！」


    　僕がさらに力を込め、


    「──ィィィイイイイイイ！」


    　クロックゴーストが押し返してくる！


    　くそ、下がれ、下がれ、下がれよ！


    「！」


    　ビシリ、手元で音が鳴った。


    　それは手にしていた長針に入った、ヒビ──。


    「ヤバ──」


    　クロックゴーストの身体についている文字盤が、笑ったように見えた。


    　ヒビは亀き裂れつとなり、長針がぶっ壊れる──。


    



    「わたくしが退魔士エクソシストだと、申しましたでしょう？」


    



    　その瞬間、クロックゴーストの身体が、黒い闇やみに包まれた。


    「退魔士エクソシストの仕事は、魔を退しりぞけること──すなわち、魔界へと送ること」


    　エリスの声は、黒い闇の向こうから聞こえてきた。


    　僕は、この闇がなにかを知っている。魔界へとつながる一方通行の扉とびらだ。悪魔一体を魔界へ送って、自動的に閉じられる──。


    　退魔士エクソシストの道具、真しん鍮ちゆうのカプセル。相手に叩たたきつけることでその扉とびらが開かれるという。


    　クロックゴーストの身体からだは闇やみに呑のまれて、


    「──ィィィアアアア………………」


    　消えた。


    



    



    「危なかった──」


    　僕はその場に座り込んだ。手にしていた針も消えていた。


    「デモン！　ケガはありませんの？」


    「う、うん、なんとか……」


    　鮮明になった世界は元通りになって、代わりに、僕の身体はめちゃくちゃ疲れていた。両腕もずきずきするし……もともと筋肉なんてついてないわけだしね。


    　近寄ってきたエリスが、僕の腕に触れた。痛みが走る。


    「──つっ」


    「平気ですの？」


    「大丈夫……。まぁ、僕の回復力もなかなかのものだから、しばらくすれば治る……かな」


    「……その、デモン、ありがとうございます。助けていただきましたわ」


    「ううん。助けたなんて」


    「ただ──デモン。なるべく、あの力は使わないで欲しいですわ」


    「……え？」


    「悪魔を倒すのに悪魔の力を使うことは、毒を以もつて毒を制すということ。悪魔同士なら構いませんけれど、デモンは半分が人間ですわ。あの力を使っているときのデモンは……ちょっと怖いです」


    　エリスの口調は、どこか寂しそうだった。


    「……ご、ごめん。気をつける」


    「いいえ、謝あやまって欲しいわけではないんですの。ただ──」


    　エリスがぎゅっと下した唇くちびるを噛かんだ。


    「ただ……わたくしが退魔士エクソシストとして未熟だから……」


    　うつむいて、肩を震ふるわせるエリス。


    　え……。


    　な、泣いてない？　泣いたりしてないよね？　泣いてる!?　泣いてるの!?


    　うわああ、どうしたらいいんだ、こういうとき、なぐさめなきゃいけないよね？　僕そういうの無理、全然無理なのに！


    「ご、ごめんね、エリス。僕が悪魔にならなかったらよかったのかな。え、えっと、エリスが未熟だなんてことまったくないんだよ？」


    　エリスは無言で首を横に振る。


    「だ、だって、僕がああやって──結果的に時間を稼かせげたのだってエリスがあいつの足を吹っ飛ばしたおかげだし。それに、隙すきを突いてすぐに魔界へ送り返したのだってすごいじゃん」


    「……あれは、レーヴァテインのおかげですわ。わたくしが剣術の稽けい古こに使っていたレーヴァテイン。……父からもらったレーヴァテイン」


    　うわあああ、形見的な展開なの、これ！　いつもの棒とはちょっと違う木刀だと思ってたけど、そんな展開なの!?


    「……それを、わたくしは折ってしまった」


    　ため息のように吐き出されるエリスの言葉。


    「な、ならさ、こうしようよ！　エリスはエリスのレーヴァテインを探す。ひとりじゃ心細いなら、僕も手伝うし。ま、まぁ、僕にはなにもできないと思うけど……ネットで調べたり、いっしょに探しに歩くくらいは、なんとか……」


    　エリスが、僕を見た。自信のなさそうな目。だけれど──、


    「……デモンは」


    　目元が、ふっ、と笑った。


    「優しいんですのね……」


    「え？　えっと──べ、別に、ふつうじゃないかな。これくらい」


    「……その優しさが、わたくしには……つらいときがあるのですわ……」


    　ごにょごにょ、とエリスが口の中で言った。


    「え？」


    　僕には聞き取れない言葉で。


    　エリスは、いまだ座ったままの僕に手をさしのべた。


    「いいえ、聞かなかったことになさって。デモン──立てますの？」


    　女の子の気持ちはほんとうによくわからない……と思う。


    　だってエリスの顔は、いつもの彼女に戻っていたから。


    「あ、ありが──あっ」


    　手を握ると引き起こされる。


    　僕の身体からだが立ち上がってもなおそのまま前へと引かれ──、


    「ありがとう……ございます。レーヴァテイン探し、楽しみにしていますわ」


    　抱き留められるように、僕の身体はエリスの両腕に包まれた。


    　それはとても柔やわらかく。


    　いいにおいがして。


    「エリ、ス……」


    　僕の目の前には彼女の胸があって。


    　ハッと気づいて身体からだを離したときには──、


    「デモン……」


    　遅かった。


    　デモン、と言った声の主は、エリスじゃなかったのだ。


    　屋上の入り口に立つ少女は、今の様子をしっかりと見ていた様子で、


    「アンッタたちはッ、ここでッ、いったい、なにをッ、しているのかなぁぁあ？」


    　右手に電撃を宿したビスコがこちらへ一歩踏み出しらぐほろひりふ──!?
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    　　　　　　１


    



    「どうしてあなたという悪魔は、すぐにそう暴力に訴うつたえるんですの!?」


    「あぁ!?　なんで退魔士エクソシストなんかに意見されなくちゃいけねーんだよ！」


    「わたくしが退魔士エクソシストかどうか、なんの関係がありますの？　間違っていることは間違っていると、わたくしは申しますわ！」


    「間違ったことをするのが悪魔だろーよ！」


    「ご自身のイライラを他人に向けるのが、悪魔は得意なんですのね？」


    「あぁ!?　あたしがうちのデモンをどうしようとアンタに関係ねーだろ！」


    「関係ありますわ！　わたくしはデモンの婚約者なんですのよ!!」


    「それが一番気にくわねーんだよ！」


    　ビスコの電撃からなんとか復活した僕が見たのは、サキュバスと退魔士エクソシストの言い争いだった。


    「ちょ──ちょっと、ちょっとふたりともストップ。ストーップ！」


    　なんなんだー!?　いきなりケンカし始めて、なにが原因なの!?


    「デモンは黙ってろ！」


    「デモンはお黙りになって！」


    「ええええ、悪いの僕!?　で、でもとにかくケンカはダメだってぇー！」


    　今にも殴なぐりかかりそうなふたりの間に、僕は身体からだを割り込ませる。


    「よ、ようやくクロックゴーストを……扉とびらから出てきた悪魔を倒したんだ。事件を解決したところなんだ。それなのにケンカして、ケガでもしたらしょうがないじゃないか！」


    　僕は声を張り上げた。


    「…………」


    「…………」


    　にらみ合うふたり。


    　険悪な空気のままだ──う、うーん、どうしたらいいんだ。そ、そうだ、この場を離れよう。それで、ちょっと歩きながら頭を冷やしてもらえばいい。


    「ね、ねえ！　早く戻らない？　だってほら、あかりちゃんひとりだし、僕心配だし。あかりちゃんは、ちゃんと守ってあげなきゃいけないしね。みんなそう思うでしょ？」


    　……あれ？


    　なんで空気が固まったの？　ハンマーで叩たたいたらいい音がしそうなくらいに空気が固まってるよ？


    　やっぱりここに留とどまってるのがよくないんだ！　急がなきゃ！


    「ね、ね、ね、あかりちゃんのところに行こうよ！　いやー、よかったよかった。事件も片付いて、みんな無事だ。あとは、あかりちゃんのそばにいてあげられれば」


    「……の」


    「え？」


    「デモンの……」


    　ビスコが言った。と同時にエリスも僕のほうを向いた。


    「バカぁ、ですわ！」


    　瞬間、僕の視界に星が飛んだ。


    



    



    「なん、で……」


    　まだふらつく頭を抱かかえながら、僕は階段を下りていく。あごが正常な位置から三〇度くらい傾いている。言うまでもなく殴なぐられたからで……なんでだ……今日の僕はひどい目に遭あい過ぎじゃないか……？


    　僕の後ろを、エリスとビスコが並んで歩いている。さっきまでケンカしていたのに、今はふたり並んで歩いている。なんなんだ。


    　ビスコはカルラを職員室に残してきたと言っていた。カルラは死霊術士ネクロマンサーだし魔力もなく、戦闘向きでもないから。


    「あ」


    　三階に下りたとき、僕の携帯電話が鳴った。


    「電波が戻ったんだ！」


    　ディスプレイの表示は、父さんからの着信だった。


    『おう、デモンか──急にケータイが通じなくなったが、どうだった？』


    「ふっ、よくぞ聞いてくれたと思うよ。悪魔はちゃんと僕らが魔界に送り返したんだ」


    　得意になって僕は答えた。


    『おおっ、でかした！　悪魔は何者だったんだ？』


    「それがまぁ、捜すのに苦労したよ。ヒントは少なかったしね。ふっ、そして悪魔との壮絶な戦い──いやぁ、父さんにも見せたかったよ」


    『お前の武ぶ勇ゆう伝でんはともかくだな、だから、どんな悪魔だったのか、と』


    「僕の華か麗れいなステップで攻撃をかわして──」


    　背後で、エリスとビスコ。


    「……なんだかデモンのしゃべり方に軽くイラッと来るのですわ」


    「……まぁデモンにとって、世界でたったふたりだけ強気に出られる相手だからな。ちなみにもうひとりは法ほう条じようだ」


    　聞こえない聞こえない聞こえなーい。


    「クロックゴーストは見た目はでかかったけど、力比べでも僕はひけを取らなかったなあ。あっはっはっは」


    『……待て』


    「あーっはっはっは」


    『待てってバカ息子』


    「バカ息子!?　バカ親おや父じのくせに！」


    『う、うるさい。お前が倒したのは──クロックゴーストだったのか？』


    「うん、そうだよ。時計に憑つく悪魔」


    『……それは妙だ。イタリアの悪魔観測所が観測したんだぞ。クロックゴーストごときが出現したところで、地球のほぼ反対側で観測できるもんじゃあないよ。あんなやつは小者だ』


    「──デモン！」


    　廊ろう下かの窓から外を見たビスコが叫んだ。


    「見ろ！　まだ──カウントダウンが続いてる」


    



    



    　花壇のそばにいる男子生徒は、歩いている途中で凍りついたままだった。


    「なんで……なんでだよ？　クロックゴーストは魔界に送り返したじゃないか！　それなのにどうして」


    「今さら……なのですが、クロックゴーストは古い時計に憑く悪魔。それなのにカウントダウンはデジタル表示。おかしくはないでしょうか？」


    　エリスがぽつりと言うと、ビスコがイラついたように、


    「──あぁ？　いきなりなに言い出すんだよ。あのとき屋上の大時計に行くってことは、アンタも納得してたろうが？」


    「それは、そうですけれど、わたくしはただ──」


    「最初からわかってるんなら、最初からそう言えよ！」


    「ま、待って、待ってって！　ふたりとも待って！　ここでケンカしないで。父さんに聞いてみないと──父さん、もしもし、ちょっとこっちはまずいことになって」


    　言いかけて、僕は言葉を止めた。


    　携帯電話からノイズが聞こえ始めていた。


    「父さん……？　父さん！」


    　通話はそのままとぎれてしまった。


    　液晶の表示は、「圏外」。


    



    　　　　　　２


    



    　僕とエリスは体育館へと走っていた。全力で、ただひたすらに。


    「くそっ」


    　途中、ちらりと見た教室では相変わらずみんな凍りついたままだった。


    　ビスコはカルラを迎えに職員室へ行っている。あとで体育館で合流する予定。


    　体育館に飛び込む。さっきと同じ状態──みんな止まっていた。


    　まだだ、まだ終わってないんだ。


    　残り時間、二十一分四十八秒。


    「……どこだ」


    　冷や汗が流れる。


    「どこだよ！　どこに潜ひそんでるんだよ……！」


    　僕はステージに駈け上がる。もう息も切れていた。身体からだ中じゆうに溜たまった疲れは、金属の錆さびのように僕の身体をむしばんでいく。


    　カーテンをかきわけて中に入った。


    「あかりちゃん……？」


    　さっきと同じように、あかりちゃんはだらりとイスに座っていた。


    　とりあえず安心した──よかった。


    　僕はその場にすとんと腰を下ろした。


    「デモン、どうしますの」


    　横にやってきたエリスも、息を切らせている。額ひたいにはふつふつと汗が浮いていた。


    「ど、どうする、って……」


    　クロックゴーストのことを、父は「小者」と言った。


    　小者じゃない──神しん格かく悪あく魔ま。


    　死神レイス。


    　そんな存在が、まだこの近くに潜んでいるのか？


    「どうしよう……どうしよう、エリス」


    　まったくアイディアもなかった。情けないくらい声が震ふるえていた。まさかほんとうに死神レイスがいるのなら、あと二十分で──。


    「み、みんな、死んじゃう……のかな……？　そうしたら、そうしたら、一体何人が……っていうか、クラスのみんなも、先生も、みんな……」


    「デモン」


    　僕の肩を、エリスがつかむ。それは強い力で、食い込む指が痛いくらいで。


    「しっかりなさって。あなたの心が折れたら、それこそ真のバッドエンドですわ」


    　エリスの目は、真剣だった。そして──震ふるえる彼女の手から伝わる恐怖も、本物だった。


    「うん……」


    　僕は小さくうなずいた。


    　エリスは退魔士エクソシストだ。だけれど、僕と同じ十四歳の女の子だ。


    　そのエリスがこんなにも気き丈じように振る舞ってる。


    （心が折れたら、真のバッドエンド……）


    　裏を返せば、心さえ折れなければ、最後の最後まで結末はわからない。


    「お、ここですね」


    　緞どん帳ちようの脇から、カルラとビスコがやってくる。


    「他に悪魔がいそうなところ、あった？」


    　僕が聞いても、カルラは首を横に振るだけだった。


    「あとちょっとの時間で……悪魔を見つけて、退治しなくちゃいけない」


    「そう、ですわ。ですからみんなで手分けしましょう」


    「じゃあ、僕らは──」


    　言いかけて、僕は唖あ然ぜんとした。


    「え、エリスさん……？」


    「はい？　──あ、ら……？」


    　目をこすってみる。でも目の前の事態は、僕の目がおかしいのではないことをはっきりと証明している。ていうかエリス本人が一番びっくりしている。


    　なにが起きたのか。


    　エリスの胸が大きくなっている。


    　……い、いや、いやいや、待って、待って、僕は正気だよ？　エリスがさっきの戦闘でちょっと胸を打って腫はれちゃった──とかその程度ならわざわざ言わないよ！


    　あ、あのね、はっきり言うと……………………でけえ。


    　制服を内側から押し上げていて、明らかにボタンが弾はじけて……というか、ネクタイさえなければ開いたシャツの間から中が見えてしまいそうというか。


    「な、なんだか、胸が苦しいですわ……」


    　なに、なに、なんなの!?　顔つきまでだいぶ大人っぽくなって、目元がやけに色っぽくて、


    「ん……あっ、苦しいですわ」


    　エリス、この数分でなにを身につけたの!?


    「わたくし、なにか変ですの……？」


    　そりゃ変だよ！　あなた、いきなり二十歳くらいのお姉さんになっちゃったんだよ！


    「なん、だか……暑いですわ」


    　ブレザーを脱ぎ出すエリス。身体からだの線がくっきりと見え、制服がきついのかエリスはネクタイをゆるめる。そうするとよけいに胸元が……。


    「デモン……んっ……暑い、の、どうにかしてくださらないかしら……」


    　エリスが僕の耳元でささやく。


    　あ、あ、あ、あ、暑いって言われても！　僕もなんかアツくなってきちゃうよ！　正直もう牙きばは生えてるからね!?


    　僕は逃げるようにエリスから距離を置く。


    「ほう……これは興味深い現象れす」


    　するとカルラが言ったので、僕はうなず──うなずけない！


    「？　どうしたれす？」


    　小せぇ！　カルラ小さいよ！　ただでさえ小ちっこいのに、今は十歳切ってるレベルだよ！　かぶってるパーカーもぶかぶかで、袖そでが思いっきり余ってるし！


    「カルラのことじろじろ見ないで欲しいれす」


    　ですがれすになっちゃってるよ！　なに、なに、いったいなにが起きちゃったんだよ!?　いいからカルラは指を口にくわえてこちらを見上げないこと！


    「デモン……」


    　エリスの声が、怪け訝げんなものに変わる。それはどちらかというとおびえるような──。


    「え？」


    　まさか──まさか、僕にも!?


    「いつの間に……そんなカツラをかぶりましたの？」


    「か、カツラ？」


    　僕はあわてて髪に触れようとして、自分の手に気がついた──しわくちゃの手だった。これはお風呂に入ってふやけましたとかそういうものじゃない！


    　そして、たらりと目の前に垂たれている髪の毛は、真っ白──僕、白髪になったの!?


    　おじいちゃんかよ！　僕は老化したのか!?


    「デモン……これは、悪魔の仕し業わざだと思いますの。時間を操あやつる能力」


    　両腕で自分を抱かかえるように、エリスが言う。悩ましげに、身体からだをくねらせるのがとにかくエロい。


    「う、うん、カウントダウンといい、そういうことなんだと思うけど」


    「つまり……」


    「…………」


    「言いにくいならカルラが言うれすよ」


    　エリスはそのままうつむいてしまう。カルラがそのそばで、エリスのスカートの裾すそを引っ張っている。なに。なんなの？


    「デモン、レイスの能力は他者の命を奪うことれすよね？」


    「まぁ、死神って言うくらいだから……」


    「つまりデモンが最初に死ぬれす」


    　ノォォォォウ！


    　そうか、そういうことか！　そりゃ言いにくいよね!?　カルラも軽くさらっと言ってくれるなよ！　ていうか言ったあと、なんであからさまに笑ってるんだよ!?


    「ま、待って、なんとかしよう、落ち着こう」


    　僕がエリスを落ち着かせようと手を伸ばすと、


    「ひっ」


    　と身をよじるエリス。


    「あ……す、すみません、悪魔の能力が伝う染つったらイヤだなと」


    「ひどいね!?　さっき婚約がどうのって言ってたのにね!?」


    「たしかにデモンは最初から気持ち悪いれす」


    「もっとひどいね!?　大体、もとはと言えばカルラとビスコが──」


    　言いかけて、気がついた。


    　この異変──エリスが大人の階段を上り始めて以来、ビスコの発言がない。


    「……っくくく」


    　するとビスコは、ちょっと離れたところで苦しそうにお腹なかを抱かかえていた。


    「くくく……あはっ、あはは、あははははは！　デモンの扱いひっどい！　あははははは！」


    　見た目はとりあえずなんにも変化していないビスコは、笑い出した。


    「わ、笑うなよ！　僕だって必死なのに！」


    「だって、その見た目、ひどっ！　あはははははっ！　ははははははは！」


    「く、くそー、なんでビスコだけ変わってない──」


    　言いかけて、僕はハッとした。


    　僕の見た目はおじいちゃんになっているらしい。そしてエリスはお姉さんだ。僕らが変わったことでビスコがげらげら笑うのはわかる（腹が立つけど理解はできる）。


    　でも……カルラまで姿を変えられてるんだ。


    　悪魔の力に影響されてカルラも──自分の妹も姿を変えられて、ビスコはげらげら笑ったりするだろうか？


    　そして、どうしてビスコは影響されないんだ？


    「あっはははは、ははは、はっははは！」


    　疑問、疑念、疑ぎ惑わく。


    　僕の小さな脳みそが、疑いでいっぱいになっている。


    （……ビスコじゃ、ない……？）


    　本能が、そう感じ取っていた。


    　僕はうずくまって笑うビスコの前に立った。


    「君は……いったい誰なんだ？」
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    　ぴたり、とビスコの笑いが止やんだ。


    「ふー……」


    　ビスコは──彼女は、その場にぺたんと座ると、あぐらをかいた。


    「残り時間十四分二十秒。ん～、こっちはすぐバレたカ」


    「なにを言って……」


    　言い方が……発音というか、イントネーションが、変わった？


    「十分あれば十分なんてネ？　それじゃこの辺りで──」


    　突とつ如じよ、ビスコの身体からだが白い光に包まれた。


    「なっ──」


    　すさまじい光。


    　視界が白の世界に包まれる──そして、すぐに光が止やんだ。


    　目をぱちぱちさせる。白っぽくなった視界が、だんだん戻ってくる。


    　そこに立っていたのは、ビスコではなかった。


    「!?」


    　身の丈たけは二メートルくらいか。僕からすれば見上げるほどだ。全身を黒のローブに包み、頭はすっぽりとフードに隠れて中は見えない。


    　ふわふわと浮いていて、ウソみたいに想像したとおりの──死神。


    「レイス……！」


    　エリスが絞り出すように言った。


    　そしてレイスは告げる。


    「カウントダウンは残りわずかダ……君たちにひとつ問題を出そうカ」


    　とっさのことになにも言えない僕らの前で、レイスはゆうゆうと続けた。


    「なに、これは簡単なゲームなんダ。この問題の正答がわかれば君らの勝利……カウントダウンを解除してやろう」


    「！」


    　カウントダウンの解除。


    　やはりこいつが、みんなの動きを止めた張本人──。


    「しかしもし答えがわからなければ……どうなるかわかるナ？　我が名はレイス──別名『死神』とも呼ばるる存在。死神の役目はわかるだろう？」


    　ぴん、と小さな音がしたように聞こえた。だけれどなにをしたのか僕には見えなかった。


    　ただ緞どん帳ちように、斜め一いち文もん字じに亀き裂れつが入り。


    　断ち切られた緞帳がばさりと落ちていく。そしてフロア全体が見えるようになって、僕らの視界に動きを止めた生徒たちが飛び込んできた。


    「全員の命を──いただこうカ」


    　明らかな死の宣告だった。


    「……そん、そんな、こと、受けられるわけが」


    　文句を言おうとした僕ののどは、貼りついたようにからからだ。レイスは一方的に言葉を紡つむぎ出す。


    「我われを殺そうとしても無駄なあがきだと心こころ得えヨ。我を倒すには、鋼鉄の腸はらわたで我が身を縛り、蛇へびの猛毒でも用もちいなければならヌゆえ」


    　その言葉に、一歩踏み出そうとしていたエリスの身体からだが止まる。


    「では──問題を告げる」


    　そしてレイスは言った。


    「この中に一名、正体を偽いつわっている者がいる。その者の名を答えヨ」


    　問題を嚙かみ砕くだいて考えることすら必要なかった。「正体を偽っている者」だって？　──わかりきってるじゃないか。
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    「そんな簡単な問題なのか？」


    　僕が聞くと、レイスが小さく笑う。


    「ククク……ならば答えがわかると？」


    「ああ」


    「証しよう拠こを見せられるカ」


    「証拠だって──」


    　正体を偽いつわっている……悪魔の血を引いていることを、僕は偽っている。その証拠を見せろと言うのなら、それはつまり悪魔化しろ、ということなのか？


    　悪魔になった僕が見たいのか──それなら、見せてやる。


    　今なら簡単に悪魔になれる気がする。


    　僕らをもてあそび、みんなの命をもてあそんだこいつを……許せるわけもないから。


    「証拠なら、今すぐにでも見せてやる」


    　胸の奥底からあふれる怒り。それは脳の中心をとろけさせ、熱い血とともに、力となって身体からだ中じゆうに流れていく。


    　体温が一気に上昇、牙きばが生はえて、僕の視界は鮮あざやかになり、身体が人間ではないものに変容していく──、


    「んん……ふわぁ」


    　そのとき、僕の視界がとらえた──少女の目覚め。


    　あかりちゃんが、イスに座ったまま伸びをしていた。


    



    



    　僕の身体は冷水でも浴びたように冷たくなった。牙は戻り、身体は人間そのもの、元通りになっている。


    「あかり、ちゃん……」


    　僕は背中に汗をびっしょりとかいて、心臓がばくばく言っていた。


    「あれぇ……？」


    　目をこするあかりちゃん。僕はハッとしてレイスを見て──見ようとしたけれど、いなかった。レイスの姿は消えていた。


    　けれど、声だけが響いていた。


    「答えるのなら……慎しん重ちように答えヨ。我われは、正体を偽る者を嫌けん悪おする。その者の魂たましいを、魔界に連れて帰ることとしよう……」


    　魂を魔界に連れて帰る……つまり僕を魔界に連れて行くということなのか？


    　エリスと、視線を交わす。エリスは小さく首を横に振った。


    「他になにか方法がありますわ」


    　エリスも、僕が答えだと思ったのだろう。そして僕が名乗り出れば、レイスによって魂たましいを連れて行かれるから他の方法を探そう……ってこと？


    　残り時間、十一分三十六秒。


    　その時間でなにができると？


    　それに、


    「あれぇ？　デモンくん……なにその格好？」


    　あかりちゃんをどうしたらいい!?
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    　どうしてあかりちゃんが目を覚ましたんだ？　ああ、あかりちゃんはただ気絶しただけだったから──え、僕の格好なにか変？　ああ、僕は今老人みたいになってるんだっけ。それもこれも全部死神のせいだから──。


    「こ、これは……特殊メイクなんだ！」


    　思わず僕はウソをついていた。ヤバイ、バレてしまう、あかりちゃんに悪魔の存在が。


    「ふぇ？」


    「あかりちゃんをびっくりさせようと思って、べ、勉強したんだよ、メイクの。どうかな、おじいちゃんぽいかな!?」


    　言いながら僕は、エリスに目め配くばせする。エリスは僕の耳元でささやく。


    （デモン、無理ですわ！　そんなウソでこの場を乗り切っても）


    （お願い！　あとちょっとだけ──せめてカウントダウンが終わるときまでは、あかりちゃんを混乱させたくないんだ！）


    （～～～～！）


    　僕の懇こん願がんに、エリスはふぅーっと長く息を吐いた。


    （もう！　知りませんわよ!?　わたくしたちもここにいないほうがよさそうですわ。もっと他の方法を考えてみます）


    　エリスは僕のポケットになにかを突っ込むと、カルラの手を引いて走り出した。そしてステージ脇の扉とびらから、外へと出て行く。


    「あれ、今のブリュンヒルドさんと……」


    「そ、そう。エリスにも特殊メイクの練習を手伝ってもらってさ。あはははー」


    　特殊メイク、というウソでごまかすには、エリスはともかくカルラはごまかしきれない。あれだけ小さくなっちゃってるんだから。


    「…………」


    　疑わしげなあかりちゃんの目！


    「……私、生徒総会の準備しなくちゃ」


    　立ち上がろうとする、あかりちゃんの視界を遮さえぎるように僕は立った。


    　フロアを見せちゃダメだ。見せたら、すべて台無しだ。


    　今までウソをついてきたことも、あかりちゃんに悪魔のことを気づかせないようにしてきたことも、そして僕が悪魔の血を引いていることを黙っていたことも──水の泡。


    「あ、あかりちゃん、とにかくここを出よう！　いやー、ははは、ここってほんっと空気悪いしさー、それであかりちゃんも倒れちゃって……」


    「……デモンくん」


    　あかりちゃんが言う。


    「……なにを隠そうとしてるの？」
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    　　　　　　１


    



    　沈黙。


    　あかりちゃんと僕が黙ったまま向き合っている。


    　まずい。あかりちゃんは気づき始めてる。


    　っていうかこんな事態になって、気づかないほうがおかしい。説明しなくちゃ、なにか、うまい言い訳で、ここを乗り切らなくちゃ。


    「あの……」


    　口を開いた。でも、言葉が出てこない。


    「体育館……なんか、静かだね」


    　あかりちゃんが首を伸ばそうとするので、僕はそれを手で遮さえぎった。


    「こ、こっちに来て！」


    　僕はあかりちゃんの手を引いて、ステージの袖そでへと移動する。ここなら直接フロアが見えることもない。


    「どうして……デモンくんは私が見えないようにするのかな？」


    「そ、それは」


    「それも、秘密、なのかな……？」


    「…………」


    「他のみんなは、秘密のこと、知ってるのかな……？」


    「う……」


    「私には教えてくれないんだね……」


    「それは……」


    「ビスコちゃんは、今どこにいるの？　それも秘密？」


    「ビスコは今、今……ええと」


    　ウソをつかなくちゃ、って思ったとき、僕は気がつく。


    　ビスコは……今どこなんだ？　レイスと入れ替わったのか？　それならいつから？　レイスが登場してからずっと、偽にせ物もののビスコだったんだろうか？　いや、違うと思う。だって、本物のビスコにしかわからないような話もしていたような気がするし。


    　つまり……どこまでが本物のビスコだった？


    　昼休みの最初、魔界蛇へびを追いかけていたときは、まだレイスは召しよう還かんされてなかった。つまり本物のビスコ。


    　レイスが召還されてからもずっと僕といっしょに行動してて──別れたのは、音楽室だ。


    「デモンくん……？　どうしたの、急に、怖い顔して」


    　それから……思い出せ、思い出せ僕。ビスコはカルラと職員室に行った。そして僕とエリスは屋上でクロックゴーストと戦った。


    　クロックゴーストを魔界に送ってから、ビスコは屋上に現れて、電撃を僕にぶっ放した。


    　電撃──あれはいつものやつだ。ビスコ本人だと思う。


    　そのあと僕は父さんと電話をして、


    「……あのときだ」


    　ビスコは、カルラを呼びに職員室へ戻った──ひとりで。


    　頭の中で、ピ、ピ、ピ、と数字の動く音がする気がした。


    　まさか、まさかビスコにもカウントダウンがつけられているのなら──。


    　胸元にせり上がってくる不安。


    　それはとてつもなく気分の悪い、胸くそ悪い感覚だった。


    「デモンくん……」


    　あかりちゃんに手を触れられ、僕はびくりと反応した。


    「ご、ごめん。あの、平気……？　真っ青だよ」


    「大丈夫……あかりちゃん。僕、職員室のほうに行かなきゃ」


    「どうして？」


    「あかりちゃん、ごめん。ほんとうにごめん！　変なお願いなんだけど、ここにいて……くれないかな。ここから一歩も動かないで、なにも見ないで欲しい」


    　カウントダウンが時間切れになって、誰かが死ぬところは絶対に見て欲しくない──。


    「お願い！　あとで必ず説明するから！」


    　僕は両手で拝おがんだ。


    「……なにがあったの？　……とかは、教えてくれないんだよね」


    　僕はうつむいていた。


    　まっすぐにあかりちゃんの顔を見られない。


    　全部教えたらいい。教えて、協力してもらったほうがいい。


    　でも。


    　今、ここで悪魔のことを話すには時間がない。それにあかりちゃんも信じてくれるかわからないじゃないか──。


    （……違う）


    　そうじゃ……ない。


    　僕の正直な気持ちは、ただ怖かった。


    　あかりちゃんに、僕が悪魔の血を引いているという真実を知られ、あかりちゃんに怖がられることが怖かった。


    　今になってなお、僕はそのことが怖い。


    　なによりも、怖い。


    「わかった」


    　意に反して、あかりちゃんは簡単にうなずいた。


    「……というか、私にデモンくんを縛る権利なんてないもんね」


    「う、ううん、そういうことじゃなくて、ただ」


    「私もついてく」


    「ただ僕は────え」


    　ええええええええええええ!?


    「同じように、デモンくんにも私を縛る権利なんて、ないんだよ……？」


    　射い貫ぬくような目──あかりちゃんが、本気のときの目だ。


    　ふわふわしてて、どこか抜けているようにも見えるあかりちゃん。でも、生徒会の選挙があったときは別だった。立ち会い演説会のとき──あかりちゃんは全生徒の心を奪うほどの、強いまなざしを持っていた。


    　今、あのときの目をしていた。


    「私も行くんだから」


    　もう一度、念を押された。
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    　ステージの裏手から外に出る。


    　体育館の外周を走り、なんとか体育館の中をあかりちゃんに見せないようにしながら、渡り廊ろう下かを通って校舎内へ。


    　結局、僕はあかりちゃんを拒絶することができなかった。もめている間にも時間は経ってしまうし──というのは言い訳で、単に、僕は自みずから告白することができなかった。


    　静かな、物音しない廊下。


    　職員室へ続く廊下に、生徒はおらず、ビスコもいなかった。一歩ずつ前へ進み、新たな景色が見えるたびに僕の心臓が跳はね上がる。あかりちゃんが──なにか、見てしまわないかと。


    　致命的なものはなにも見えないまま職員室に着いた。


    　職員室内には先生方がいるはずだ……カウントダウンつきの。


    「あかりちゃん、ここで待ってて」


    「…………」


    「待ってては、くれないよね……？」


    「…………」


    　こくり、とうなずくあかりちゃん。


    　これで最後だ。もうダメだ。


    「あのね、あかりちゃん」


    　言うしかない。わかってる。言おう、言おう、言おう。


    　僕はあかりちゃんの目を見た。


    「実は」


    「あんの野郎ォォォッ!!」


    　すっぱーんと。


    　僕の背後、職員室のドアが思いっきり開いた。


    　あまりに突然のことに僕とあかりちゃんは凍りつき、声の主を見る。


    　そこに立っていたのは──。


    「ハァ、ハァ、どこに行った……。あたしをふい打ちで眠らせやがって！」


    　誰だ？


    　豊かで長い髪はまとめられておらず、ゆらめいていて。身長は僕がちょっと見上げるくらい。目はカラーコンタクトでも入れているのか真っ赤。目つきはかなりきつめだけれど、顔ははっとするくらいの美人だった。


    　でも問題はそこじゃなくて。


    　着ている服が……服が！


    　白い肌をかなり露ろ出しゆつさせる作り。競泳水着？　と言うにはかなりきつきつで、胸元でクロスして首にくるりと巻くトップスは銀とエメラルドグリーンに彩色されている。胸は、大きくはないけれど、なんというかちょうどいいくらいというか……形がよさそうというか。あ、い、いや、僕はなにを言ってるんだ!?


    　下は膝ひざ上の、ぱっつぱつのミニスカート。すらりと伸びた脚。すねまで覆おおう、編み上げタイプの黒のブーツはそこだけやけにワイルドで。


    　なんというか……戦闘ものに出てくるヒロインというか。


    　その人が、


    「あぁ？　んだアンタ」


    　すさまじい目で僕をにらんでるんですけど!?
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    「……ひょっとしてデモンか？」


    　職員室にいるはずもない美人が、僕を見ていきなりそんな言葉を吐いた。


    　知り合い？　という視線をあかりちゃんが送ってくる。ノー。オフコース、ノー。絶対知らないです、こんな危なげな人。


    「くそ、あいつの能力かよ！　人の年齢変えやがって……」


    「え」


    　僕は美人──その人、いや、その悪魔を見た。


    　ひょっとして。


    「あの……あなたもしかして」


    「あぁ？　アンタ、自分ちの使い魔の顔も忘れたのかよ？」


    　どえええええええええええええええ!?


    　ビスコさん？　ビスコさんなんですか？　ビスコさんは大きくなったらこんなにキレイになっちゃうんですか？　でも目つきが怖いのは相変わらずですね。


    　ひとつだけよかったのは──ビスコの頭上に、カウントダウンの表示がなかったことだ。


    　レイスによって姿と服を変えられただけなのだろう。


    「デモン」


    　ビスコ（大人）もあかりちゃんに気づいたみたいだった。


    「今は非常事態だ、わかってんだよな」


    　言われて、僕は小さくうなずいた。


    　つまり──あかりちゃんのことなんて無視して、事件を解決しろということだ。


    「あの……ふたりは知り合いなんですか？」


    　あかりちゃんがおそるおそる声を上げる。


    　なにか言わなくちゃいけない。でも、なにを……？


    　そのとき、


    『……デモン！』


    　と小さい声が聞こえた。


    　僕のポケットから、カルラの発明品のドングリが出てきた。


    『デモン！』


    　エリスの声が、ノイズ混じりに聞こえた。


    　いつ彼女はこんなものをポケットに──さっきだ。さっきステージで僕と別れたときにポケットに突っ込んだんだ。


    「エリス……どうしたの!?」


    『違う方法、思いつきましたわ。あの者は、わたくしたちには倒せないと自分で言いました。ですが、向こうに送り返したらどうでしょう？』


    　向こうに──つまり、魔界に？　退魔士エクソシストの道具を使って？


    『見つけましたわ！　カルラさん、あそこ、はい、行きますわ！　──ね、デモン、試ためしてみる価値は──ブツッ』


    　通信がとぎれた。直後、ずぅぅぅぅん……と音が、地響きとともに伝わってきた。


    「──グラウンドか」


    　ビスコが言った。


    　僕はドングリを見つめていた。


    　エリスたちはレイスに戦いを挑いどんだのか？　どうして、どうしてそんな危険なことを──。


    　僕だ。僕のせいだ。


    　レイスは正体を偽いつわっている者の魂たましいを、魔界に連れて行くと言っていた。つまり、僕を魔界に連れて行くってことだ。あるいは僕を殺して、その魂を──。


    　みんなを助けるためには僕の命を差し出さないといけない。


    　でもエリスは、それを拒こばんだ。


    「デモン……やつがいるんだな？」


    　僕の返事もそこそこに、ビスコは僕の肩をつかむ。そしてあかりちゃんをちらりと見た。


    「行くぞデモン！　そういうのは、全部あとだ！　走れ！」


    　そしてビスコは職員玄関へと走っていく。


    「──デモンくん？」


    　あかりちゃんがおびえたように言った。


    「今の……なに？　地震じゃ、ないよね？」


    　ようやく僕は、自分の優柔不断が招いた事態を悟った。


    　僕のせいでエリスやカルラ、そしてビスコまでレイスと戦おうとしている。神しん格かく悪あく魔まなんて呼ばれる相手と。


    　危険も顧かえりみないで。


    　僕が、最初から勇気を出して……僕の命を捧ささげる覚悟ができていれば、こんなことにはならなかったのに──。


    「あかりちゃん……」


    　僕は、覚悟をした。


    　あかりちゃんに、すべてを告げる覚悟を。


    　でもその前に、やらなくちゃいけないことがある。


    「ついてきて。あの、ちょっと危険かもしれないけど。もしも危険があっても……僕が、守るから」


    　たとえ悪魔の力を使うことになっても、あかりちゃんを守る。


    　そしてエリスも、カルラも、ビスコも、守る。
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    　外に出る。けやきの巨木が立つ広場を走り抜けていく。


    　広場からグラウンドへはなだらかなスロープになっている。


    　スロープに座っていたのは、我が友人法ほう条じよう五ご刻こくだ。こいつ、体育館の生徒総会の準備をサボってこんなところにいた。


    （僕が悪魔の血を引いていると知っても、法条は友だちでいてくれるかな……）


    　頭上の数値を確認する。


    　残り時間、六分〇七秒。


    「ちょっ、とっ、デモン、くん、どこまでっ……」


    　後ろを走るあかりちゃん。でもあかりちゃんはすぐに言葉を失った。動きを止めているみんなを見たからだ。


    　僕らはグラウンドにたどり着く。もともと昼休みだったせいか、グラウンドにいる生徒は多かった──もちろん、全員が動きを止めているのだけれど。


    　でもそれ以上に、目を惹ひくものがあった。


    　今は五月──それなのに。


    　グラウンドに植えられた桜が満開に咲き誇っていたのだ。


    　レイスの能力か。僕を老人にもできるのだから、それくらいは簡単なことなのだろう。


    「──なに、これ……」


    　あかりちゃんが立ちすくむ。


    「すごいでしょ。映画にも使われたことがある特殊効果なんだ」


    　僕は半分呆あきれたように笑って、言った。


    　ここまで来たら、そうでも言わないと逆に信じてもらえそうにない。


    　説明するのは全部あと回しだ。


    「あかりちゃん、今はここで、最後まで見ていてくれないかな──これから起こること全部」


    　僕の言葉をゆっくりと呑のみ込むように、あかりちゃんはうなずいた。


    「……はい」


    　グラウンドの中央、エリスとカルラが黒い影を追っている。


    　その後方からビスコが走っている。


    　最後までエリスはあきらめてない。ビスコも事情は知らなくとも、あきらめずに戦おうとしている。


    　残り時間、五分四十二秒。


    　あかりちゃんに「最後まで見ていて」と僕は言った。


    　最後の最後まで、あがこう。


    　あいつを捕まえ、やっつける。そして魔界へ送り返す──レイスは自分を「倒せない」と言っていたけれど、魔界に送ることはできるはずだ。カウントダウンが解けるかもしれない最後の可能性に賭かける。


    　それがきっと、危険を冒おかしてまで戦う決心をした、みんなに応えることになるはずだ。


    「デモンく──きゃっ!?」


    　僕は身を屈かがめ、一気に走り出した。悪魔の力を使って。


    　身体からだが軽い。靴くつの裏が地面を嚙かんで、僕の身体を前へ前へと押し出していく。


    　ふと気がつく。僕は老人のように見えるらしい。でも──身体の感じは今までとまったくいっしょだ。つまり見た目だけが違うってことなのか？　それがレイスの能力なのか？


    　妙な違和感があった。でも、今はまず行動あるのみだ。


    「とらえますわッ！」


    　レイスまで、あと一歩のところへエリスが到達する。


    　走りながら身体をぐるんとひねっての水平キック。髪が大きくなびいて、ふわりとスカートが舞う。


    　レイスは上へ飛んだ。すでに宙に浮いているのだから、そのまますうっと飛ぶ。しかし引いん力りよくに影響を受けているのか、落ちてきた。


    「まだれす！」


    　カルラがスティックを手にしていた。それは「マジックハンド」なんて呼ばれる、手元のレバーを引くと、スティックの先についている手がモノをつかむアレだ。


    「握りつぶしてやるれす！」


    　赤い「手」の部分が、レイスなんてひとつかみにできるほどの大きさにふくれあがる。


    　がぶりと、レイスに食らいつく──。


    　するん、とレイスの姿が消えた。「手」の下をかいくぐったのだ。


    　レイスは前へと滑るように、カルラの目の前に出現する。


    「ひゅぅっ!?」


    「ネクロマンサーだネ？　あぁ、発明家のカルラ──知ってる、知ってるヨ？　有名人だけど人間界にいたとはネェ──」


    「悪ひ魔との妹に、臭い息吹きかけてんじゃねーよ」


    　カルラの背後からビスコが跳躍する。


    　人差し指をまっすぐレイスに向けて、親指を立てる。拳銃のマネごとみたいなポーズ。


    　人差し指の先には青白い光──電撃だ！


    「単点雷撃バースト！」


    　光は、まるでレーザーのようにレイスを貫つらぬく──いや、レイスは紙かみ一ひと重えで身体からだをよじってかわした。


    　ちりっ、と黒い布がちぎれて舞う。


    「参まいったナ。あと五分、逃げ切りたいのにネ」


    　逃げるようにレイスは三人から距離を取る。


    　その、レイスの背後に、影──。


    「逃がさ……ないっ！」


    　僕だ。


    　猛スピードで突っ込むと、レイスの身体に組み付いた。黒い布だけで中身がなかったらどうしよう、とか考えていたけれど、ちゃんと肉体があった。腕を回すと、僕よりもちょっと小さいくらいだ。


    「クッ」


    　ふたりまとめてグラウンドの上へ。


    　スピードがつきすぎていた。


    　僕らは思いっきり地面にぶつかって、バウンドした。


    「うぐっ!?」


    　盛大に砂すな埃ぼこりを巻き上げ、僕がレイスに抱きついたまま止まった。
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    　肩と、腰を打った。あちこちこすった。痛い。すごく痛い。


    　でも捕まえた──。


    「お、お前を魔界に、送り返してやる……」


    　残り時間、四分五十五秒。
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    「……クッククク、アハッアハハハハハハ！」


    　僕に組み付かれたまま、レイスは笑い出した。


    「な、なにが、おかしいんだよ」


    「我われをこれで捕まえたつもりカ？　我はレイスぞ？　ックククク」


    　レイスはさもおかしそうに笑う。黒い布が小こ刻きざみに震ふるえて。


    「レイスがどんな武器を使っているカ、当然知っていよう？」


    　僕の視界がわずかに暗くなった。


    　頭上で日差しが遮さえぎられた──と思うと、ビスコが叫んだ。


    「デモン離れろ！」


    　顔を空に向ける。


    「!?」


    　死神の武器と言えば──浮ふ遊ゆうしている巨大な鎌かま。


    　物もの干ほし竿ざおかと思うくらいに長い柄え、黒くぬらぬら光る刃。


    　ぶうんっと鎌は振り下ろされ、僕の身体からだをまっぷたつにする。


    　──はずだった。


    「あ、あ、あ、あ、危なかった……」


    　僕は尻しり餅もちをついていた。


    　ぎりぎり、弾はじかれるようにレイスから離れたから間まに合った。


    　鼻先を、黒い刃が高速で通り過ぎていくのは、正直いい気分じゃない。股こ間かんがむずむずして、危あやうく漏もらすところだった……。


    「ククク！　情けないカッコだネェ？　どうした、皆を助けるのではなかったカ？　言ったであろう。我を拘こう束そくするなら、鉄の小しよう腸ちようでも持ってこいと」


    　鉄の小腸だって？　そんなもの、どこにもあるわけがない。


    　つまり、捕まえるのは無理だと言いたいのか？


    「デモン。どうして来ましたの？」


    　僕が立ち上がると、すぐそばにエリスがやってきた。


    「七なな竈かまどさんがこちらを見てますわ。もう、隠し通せませんことよ」


    　あかりちゃんは、移動式のバスケットゴールのそばで、呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた。


    「……うん、もう隠せない」


    「デモンは、あの方に自分の正体を知られたくないのでしょう？」


    「……うん」


    「なら、どうして！」


    　今まで僕は、あかりちゃんにウソをつき続けた。


    　その理由は簡単で……嫌われたくなかったから。


    　でもこれで、うまくレイスを魔界に追い返して、うまくカウントダウンを解除できたとしても──今までのウソは全部バレてしまうだろう。


    　そしたらたぶん、僕は嫌われる。


    　嫌われなかったとしても、ふつうの友だちとして……幼なじみとしては接してくれないんじゃないかな。


    「ねぇ、エリス……法ほう条じようってバカだよね」


    「……は？」


    「でもあいつ、僕の数少ない友だちなんだ。僕が、あかりちゃんに嫌われちゃうかも……なんて理由で、あいつを死なせるのなんて絶対ダメだ……って思った。ビスコがいなくなったときにも、ビスコに死のカウントダウンがついてたらって考えて……ようやくわかったんだ。はは、僕、イヤなやつだよね。今になってそんなことに気がつくなんて」


    「…………」


    「エリス、戦ってくれてありがとう。僕も最後まで、やれるだけやる」


    　やれるだけやって、もしダメだったらそのときは──。


    　そのときは本来の解決方法を選択するしかない。


    　でもそれはエリスたちには言えない。言えば絶対に止められるから。


    「……デモン、あなたはこの中学校にいるどの人間よりもきっと人間らしくて……」


    　エリスの声が小さくて、聞き取れない。


    　すると彼女は首を横に振った。


    「なんでもありませんわ。それよりわたくし、ひとつ作戦がありますの」


    　エリスは、さっきカルラが使っていた「マジックハンド」を手にしていた。
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    　ビスコの電撃も、カルラのいろんな道具──巨大なハンマーとか、巨大なチェーンソーとか、巨大なドリルとか、とにかくどうやってカルラのポーチに入っていたのかは想像もつかないようなグッズたち──も、全部、レイスはかわしていた。


    　宙に浮かぶ羽毛をつかもうとすれば、風圧にするりと逃げられる──あの感覚だった。


    　右手を地面について息も荒くビスコが言う。


    「ハッ、ハッ、くそっ、ちょこまか逃げやがって……！」


    「ビスコ」


    　そのそばに駈け寄って、僕は作戦をささやいた。


    「────」


    　ビスコは僕の顔を見る。そして小さくうなずいた。


    　残り時間、三分十八秒。


    　僕も武器が必要だ。カルラが使い捨てたハンマーを手に取ってみた。予想以上に軽くてびっくりした。先端に、ドラム缶くらいの巨大なハンマーが付いているのに。


    「三人で鬼ごっこでもするのカ？」


    　僕らは、ビスコを中心に三方向からレイスに迫った。


    「チェストー、れす！」


    　カルラがレイスへと走り、レイピアで突きを入れる。


    　もちろんレイスはふわっとかわした。


    　今度は僕が走り、ハンマーを上段から思い切りレイスへと振り下ろす。


    「えいっ！」


    　レイスはそれもかわした──どしん、と僕の両腕に衝撃。ハンマーが地面に叩たたきつけられたのだ。


    　レイスはハンマーの上にふわりと乗った。


    「クソッ、ずいぶん余よ裕ゆうじゃないか……」


    「ックククク」


    　笑うレイス。


    　笑われても当然かもしれない。これじゃあ捕まえるのなんて不可能──。


    「残り時間は少ないナ？　そろそろ答えを言う気になったカ？」


    　レイスはハンマーからゆっくりと降りる──その真下。


    　ビスコが、レイスの黒い布をがっちりとつかんでいた。


    　レイスを見上げ、にやりと笑うビスコ。


    「あたしのありったけ……食らわしてやるよ」


    　ビスコの身体からだが、いつも以上に明るく輝く。


    　ぞっ、とビスコの髪の毛が逆立った。


    　僕がいまだかつて、一度か二度しか見たことのない──。


    　電撃の、最大解放。


    「食らえェェェエエエ!!」


    　ビスコの両手を中心に、半径五メートルくらいの空間が白く発光する。


    　空気が割られる。


    　音が弾はじける。


    　根のように、電撃が空中へも放出されていく。


    　レイスは、逃のがれられない──でもって僕も、背後に飛び退のくのも間まに合わなかった。


    「うがっががががっ!?」


    　視界が真っ白く飛ぶ！　身体からだの隅々まで走る、電撃、電撃、電撃ぃぃぃぃっ!?


    「うああああああああああああああああああああっ!?」


    　思考が全部吹っ飛びそうになるのを、かろうじて、ぎりぎりのところで、こらえる。


    　これを、これを食らえば、レイスだって……！


    「……まだまだだネ」


    　僕の、白くかすむ視界に、レイスが──いない。


    　どこだ。


    　地面にいない。


    「布は、所しよ詮せん布」


    　上から、聞こえた。


    　どうして。


    　どうして上から。


    　混乱する僕の脳みそが、気づく。


    「一枚しかないと思ったのカ？」


    　脱ぎ捨てた黒い布は、地面に片かた膝ひざをついたビスコが握りしめていた。


    　レイスはふわりと降りてくる──。


    「惜しかった、と言いたいところだが、少し単純すぎるのではないカ？」


    　レイスが地面に降り立った。


    　そのとき、


    「惜しかったのは、あなたのほうでしたわ」


    　巨大な赤い手がレイスの眼前に出現した。


    　そしてマジックハンドがレイスの身体をわしづかみにした。


    　残り時間、二分一秒。


    



    



    　──跳んでかわすことが得意でも、かわしたあとには油断ができるはず──エリスが、僕にささやいたことだった。


    　簡単な作戦。


    　だけれど、こちらの行動を読ませずに相手に行動させるのは難しかった。


    　だから──二段階だった。


    　だまし討ちのように見せたビスコの電撃。


    　電撃はかわされるかもしれなかった。だからそのあとの油断を誘い、エリスがつかむ。


    　僕はふらつく身体からだに気合いを入れて、立ち上がる。膝ひざががくがくする。さすがにあれだけ電撃を食らうと、身体がもたない。


    　安全圏に逃げていたカルラもじりじりと近づいてくる。


    　力を使い切ったビスコも、肩で大きく息をしながら立ち上がる。


    　残り時間、一分五十秒。


    「……考えたネ？」


    　レイスが首をねじ曲げ、エリスをにらむ。


    「この手に、悪魔を縛る退魔の文もん様ようを描き込みましたから」


    　赤い手の内側が、緑色にぼんやりと光っていた。


    「みたいだネ。まったく忌いま々いましい……」


    「では、カウントダウンを解除していただきますわ」


    「…………」


    　黙りこくるレイス。


    　僕とビスコ、それにカルラがレイスを包ほう囲いした。


    「に、逃げようとしないでよ。そんなことしたら、ひどい目に遭あうかもしれないぞ」


    「逃げたらお前の頭を木こっ端ぱみじんにしてやるれす……と森もり崎さきジョセフが申しております」


    「電撃は打ち止めだが、アンタの脳天にドリルを突っ込むくらいの余よ裕ゆうはあるんだ」


    　カルラとビスコの言葉を聞くと、なんだかこっちが悪党みたいだ！


    「逃げたりせぬヨ？　ッククク」


    「……ならばカウントダウンを解除していただきますわ」


    「解除もせぬヨ？」


    「それならばあなたを魔界へ送り返すだけですわ」


    「したければ、そうしたらよかろう」


    「なんですって？」


    「我われを魔界に送り返しても、我をこの場で滅めつしても、カウントダウンは止まらぬヨ！　ックククク、カカカカカカカカ──ふばぁっ」


    　笑うレイスの後頭部を、ビスコが思いっきり殴なぐった。グーで。こ、怖こえぇ！


    「クククじゃねーよ！　自分の立場わかってんのか」


    「おやァ？　我の立場？」


    　レイスにはいまだ余裕があった。


    「解除できるのが我われだけだとしたら、こうも言えよう？　『我を解放せよ。さもなくばカウントダウンは止まらヌ』」


    「こいつ！」


    「待ってビスコ！」


    　そうだ──そのとおりだ。


    　レイスを魔界へ送ればどうにかなる、というのは最初から一種の賭かけだった。


    「……デモン、わたくしのスカートのポケットに、あとひとつだけ魔界へ送り返す道具が」


    「…………」


    「デモン！」


    　エリスの言いたいことはわかる。でも、それはやっぱり賭でしかない。


    　レイスが余よ裕ゆうたっぷりだというのが僕には気になる。


    　もしレイスを魔界へ送って──それでもカウントダウンが解除されなかったら。


    　それは、結局なにもせずにカウントダウン終了を迎えるのと同じこと。


    　みんなの命を失うこと。


    「……ビスコ。僕らは問題を出されてるんだ」


    　ビスコにも伝えておかなくちゃいけない。その事実を。


    　そして──僕の決心を。


    　残り時間、五十八秒。


    「『この中に一名、正体を偽いつわっている者がいる。その者の名を答えヨ』だって。その答えが正解なら、カウントダウンを解除してくれるんだそうだ」


    「あぁ？　そんなん答えは知れてるだろうが」


    　そう、答えは僕だ。


    「で……レイスはその者の魂たましいを魔界に連れて行くって言ってる」


    　ビスコの表情が固まる。


    　意味を、理解したんだと思う。


    　みんなの命か、僕の命か。どっちかしかないってこと。


    「答えはまだカ？」


    　残り時間、四十一秒。


    「……答えるよ」


    　そう言った僕を、ビスコが驚いたように見る。


    「大丈夫」


    　僕はビスコに笑って見せた。


    　ねえ……ビスコ。魔界って暮らしやすいかな？　魂だけ魔界に行ったら僕はどうなっちゃうんだろうね？　殺すとは言ってないから、なんとか生きていけるのかもしれない。


    　ビスコの作ってくれるご飯はほんとうに美お味いしかったよ……。それが食べられなくなっちゃうのは残念だね。


    「あなたまさか」


    　エリスにも笑顔を向ける。


    　ありがとうエリス。僕みたいなダメ男子がいきなり婚約者になったのに、ちゃんと僕のことを見てくれて。君はすごく優秀な退魔士エクソシストだと思う。誰よりも人の命を大事にして、僕みたいなハーフ吸血鬼の命も大事に扱ってくれた。


    「だ……ダメ、れす。そういうの、絶対」


    　カルラにも笑顔でうなずいた。


    　ちょっとしかいっしょにいられなかったけど、カルラが来てくれて、うちはとってもにぎやかになったよ。あっという間に家族みたいになっちゃったね。僕がいなくなっても、ビスコと仲良く暮らしてよ。父さんたちが帰ってくるまでは家にいていいし……あ、もう僕の部屋を使ってくれてもいいから。


    「…………」


    　それに──あかりちゃん。


    　あかりちゃんだけは、振り返って見ることができない。僕はこの期ごに及んで、そんな勇気もないんだ。


    　あかりちゃん、ごめん。全部を、僕の口から説明できなくて。


    　僕ね、みんなを助けるから……できたら僕が悪魔だってことを知っても、あかりちゃんの前からいなくなっても……嫌いになったりしないで欲しい。


    　無理、かな……はは。


    　最後の最後まで、僕は情けないやつだよね。


    　僕はレイスに向き直る。


    　でも──これだけは僕がやらなきゃ。


    　答えを言おう。


    　怖い。怖いんだけど、不思議と心は冷静だ。


    「レイス、答えは──」


    「ふざけんな！」


    　ビスコが叫んだ。


    「あたしは、あたしは認めないぞ……そんなの絶対に」


    「もういいんだ。僕が」


    「イヤだ、イヤだぁっ！」


    　ビスコはレイスの肩をつかんだ。もう力がほとんど残っていないのだろう、目の色の紅あかが、不規則ににじんでいる。


    　残り時間、二十四秒。


    「まだ我われを殴なぐるつもりカ？」


    「るせぇっ!!」


    　残り時間、二十一秒。


    「我を苦しめるなら、鉄の腸で縛り上げ、蛇の猛毒でも持ってこないと」


    「るせぇっつってんだろぉがぁっ!?」


    　最後の力を振り絞り、青白く輝くビスコの肩を僕はつかんだ。


    　残り時間、十六秒。


    「止やめろ、ビスコ！　僕が答える──」


    　だけれどそのとき、びくりと反応したふたりがいた──カルラと、エリスだ。


    「蛇へび──蛇!!」


    「そういうことですのね!!」


    　残り時間、十二秒。


    「サキュバス、デモンを止めなさい！」


    　エリスが叫ぶ。


    　残り時間、十秒。


    　僕を止める──？　違う、僕は止まっちゃいけない。みんなを助けるために、僕が、


    「答えは、黒くろ羽ば──」


    「わああっ！」


    　最後まで言えなかった──ビスコの平手打ちが僕のほおをさらった。


    「んがっ!?」


    　転げた僕の上に、ビスコがのしかかってくる。


    「言うなぁっ！　アンタを……失いたくねーんだよ！」


    「ビス、コ……？」


    　はらはらと、温かいなにかが僕のほおを濡ぬらした。


    　残り時間、七秒。


    　どさりと音がした。


    　エリスがレイスに飛びかかり、ふたりはそのまま地面に倒れ込んだのだ。


    　残り時間、六秒。


    「わたくしが答えますわ！」


    　エリスの横に立つカルラ。手にしているのは──紙袋。


    「正体を偽いつわっている者は」


    　残り時間──、


    



    「あなたです──ロキ」


    



    　直後、カルラが横から、


    「これでも食らえれす！」


    　紙袋の中身をぶちまけた。


    　蛍けい光こうピンクの魔界蛇へびがレイスの顔に飛びかかる。


    「──ゥッホオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?」


    　絶叫とともに。


    　残り時間、ゼロ秒──と、百分の二十秒。


    　カウントダウンが、止まった。
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    　直後、なにかが──うまくたとえられないけれど、なにかが起きた。


    　なくなった歯車を見つけ、機械が動き出した、とでも言ったらいいのか。


    　光も、音も、爆発もなかった。


    　ただ、世界が変わったっていう実感だけがあった。


    　エリスの答え──「ロキ」という言葉。いきなり出てきた言葉。今日初めて聞く名前だったはずだけど。


    「……解けた、です」


    　そう言ったカルラの見た目はいつもどおりになっていた。


    　立ち上がり、くるりと振り返ったエリスも──元通りになっていて。


    「危なかったですわ。あれだけしつこく言われなければ、わかりませんでした」


    　なって……いたのだけれど。


    「あ、あの、エリス」


    「正解は、デモン──『黒くろ羽ば弟で門もん』のように思われました。けれど、出題者がわたくしたちのことをどれだけ知っているかも不明なのに、『誰が正体を偽いつわっているか？』というのは問題として成立するわけがありません。ということは──」


    　えへん、とエリスは胸を張った。


    「出題者がウソつきなのです。三択問題なのに、そのすべてが誤りであるのと同じですわ」


    　おおお、すごい！　そうか、そういうこと──や、でも問題はそこじゃなくて！


    「エリス！」


    「あら、なんですの？」


    　エリスはようやく僕に気がついたようだった。


    　僕の視線は──彼女の胸元に向いていて。


    　さっきまでエリスの身体からだは、その……大きくなっていたわけで。


    　でもってあんなふうに最後は派手なアクションをしたものだから、


    「────っ!?」


    　シャツの胸元がさらに開いていて──内側の、ピンクに可愛かわいいらしい花柄、どっちかというと幼い感じの、し、下着的なものが──。


    「まじまじ見てんじゃねー！」


    「げへっ!?」


    　僕の目の前が衝撃によって真っ白になった──のは今日何度目かわからないけれど──今回は電撃じゃなかった。巨大なハンマーが僕の脳天を直撃したのだ。


    　僕はその場にぶっ倒れた。むろんビスコの仕し業わざだ──って痛い！　痛いから!?


    「はぁ、はぁ……で、どういうことなんだよ、あぁ？」


    　ビスコがレイス──ロキ？　に詰め寄っていた。


    　身体からだを起こしながら僕は気がつく。


    　校庭の生徒たちはみんな動き出している。


    　カウントダウンの表示はもうどこにもなかった。


    　咲いていたはずの桜も消えて、青々とした葉っぱに戻っている。


    「全部、その悪魔……ロキの仕業だったということですわ」


    　ほおを赤くしたエリスが、元に戻った胸元を押さえながら言う。


    　そして僕はロキを見て、もう一度驚いた。


    　さっきまでの黒い布はもうどこにもなかった。白に近い金髪に、紅あかい目。白い肌の少年がぺたんと座っているだけ。着ている服は、首に巻いた大きなリボン、ショートパンツ、両手には白の手袋だ。そしてフサフサの耳、しっぽ。


    　子ども……だ。こんな小さい子が、ロキ？


    「やはりヒントを出し過ぎたかネ？」


    　起き上がったロキは、二本の指で器用に魔界蛇へびを挟はさんでいた。
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    「さすがにそこまで言われればわかりますわ」


    「クイズとして成立していたかと問われると、とーっても微妙と思うですけど」


    　エリスの横でカルラもうなずきながら、ロキから魔界蛇へびを返してもらう。


    「ちょ、ちょっと、どういうこと？　ロキ、ってなに？」


    「ですから、それは……」


    　僕と視線を合わそうとしてくれないエリスが、ぼそぼそと教えてくれる。べ、別に服が破けたのは僕が悪いわけじゃないのに……！


    「ロキは北ほく欧おう神話に登場する神ですわ。つまり、神しん格かく悪あく魔まの出現として認識されたのは最初からロキでしたのよ。ロキには様々な別名がありますが──共通しているのは『イタズラ好き』であるということ」


    「イタズラ？」


    「神話の中でロキは、それまでに犯おかした罪から、捕とらえられます。その後ロキの息子の腸はらわたが引きずり出され、そして鉄となった腸で拘こう束そくされたとか。拘束されたロキは、滴したたり落ちる蛇の猛毒で神々の黄昏ラグナレクまで苦しんだ……」


    　グロい。神話ってそんなにグロいのか。


    「まぁ、大体ウソなんだけどネ」


    　ウソなのかよ！　神のくせにさらりと人類の神話を否定するなよ！


    「なるほど、カルラもようやく全部わかったです。停止した世界、カウントダウン、大時計が鳴ったのは、『悪魔は時間を操あやつる能力を持っている』とミスリードし、クロックゴーストに向かわせるためですね。カルラたちが右う往おう左さ往おうするのを見てニヤニヤしてたんじゃないですか」


    　ぺろり、と舌を出してロキが笑う。


    「そう！　扉とびらをくぐってこちらの世界に来たときに、クロックゴーストが近くにいたのはわかったからナ。やつはずいぶんうまく隠れてたから、今まで退魔士エクソシストにも見つからなかった」


    「僕らの見た目を変えたことも？」


    　僕の手は、もう老人の手じゃない──いつもの見慣れた僕の手だった。


    「そうだヨ！　最ッ高のイタズラだったろ、あれ！」


    「最ッ高──なわけねーだろ！」


    「あふん！」


    　ビスコがロキをぶん殴なぐる。ロキの小さい身体からだがぼよんと地面にぶつかってバウンドした。


    「いきなり人に年食わせやがって！」


    　ビスコはさっきのまま、ずいぶん露ろ出しゆつの多い格好だった。


    　ただし中身は元のビスコなので、服はずいぶんぶかぶかで……なんていうか、今にもずり落ちそうで……ってこっちにらんだ！　なんで!?


    「暴力的だナァ……いくら『神』でも、時間を操ることなんてできやしない」


    　頭をさすりながらもロキは、ちっとも痛そうじゃなかった。


    　それにしても──そうか。


    「……イタズラだったんだ」


    　これで全部終わった、ってことだろうか？　今回の事件は、全部。


    「よかった……」


    　僕はその場に座り込んでしまった。


    　身体からだ中じゆうの力という力が、どこかに行っちゃった気分だ。


    「デモンは……怒りませんの？」


    　エリスに聞かれ、僕は首を横に振った。


    「どうしてですの？　これで──これでもうごまかすことはできませんのよ」


    　そうだよね。


    　あかりちゃんにバレちゃったんだよなぁ……。


    「もう、しょうがないよ。大体、一生隠し通すことなんて無理だったろうし……それに、みんなが死んだりしなくてよかった、って思えたら……ほっとしたというか、力が抜けちゃったというか……」


    　エリスが僕を見つめている。呆あきれたような顔──なんだと思う。今まで散さん々ざんウソをついてきて、エリスも協力してくれたのに……結局バレて、しかも僕がこんなんだから。


    　我われながら情けない……。ここで怒ったりしたほうが、男らしかったりするのかな。


    「デモン、わ、わたくしが屋上で言ったこと──ほんとうですから」


    　言って、エリスはぷいとそっぽを向いた。


    「え？」


    「あなたとわたくしの関係は……」


    　エリスは最後まで言い切らなかった。


    　僕の背後に、足音。


    　振り返らなくてもそれが誰だかわかった。


    「デモンくん」


    　あかりちゃんだった──僕の大好きな、あかりちゃんがいた。
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    　よろめきながら立ち上がり、振り向いた僕はきっとすっごく弱り切った顔だ。


    　でもって、うまい言葉のひとつも思い浮かんでなくて。


    「あの、今の……」


    　言いかけたあかりちゃんが、口ごもる。


    　今のがなんだったのか──どうやって説明したらいいのか。わからない、わからないけどなにか言わなくちゃ。


    「ごめん……なさい」


    　僕の口から出てきたのは、謝罪、だった。


    　なんで「ごめん」なんだろう。でも、僕の気持ちを表わすのに一番ぴったりな言葉が「ごめんなさい」だった。


    「驚かせるつもりは全然なかったんだよ。それに……いっぱい隠し事もしててごめん」


    「──デモンくんが、秘密にしてること？」


    「うん……」


    「…………」


    「………………」


    　言わなくちゃ。


    　この世界には、悪魔たちがいて──僕も悪魔の血を半分引いていることを。


    「あのね……」


    　足が、震ふるえた。


    　汗が、こめかみからあごの下につぅと垂たれた。


    　のどが、カラカラだった。


    　言ってしまえば全部壊れる──僕とあかりちゃんの関係は。


    「あかりちゃん……僕はね」


    　僕の気持ちは今までずっと変わらなかった。


    　あかりちゃんを守りたい一心で悪魔の力を使ってしまった、記憶もおぼろな小さいころ。あのころからずっと変わらなかった。ずっとずっと。


    　君が好きで……でも隠し事をしていて。


    　君に嫌われたくなくて、その一心で隠し通そうとしていて。


    「……はい」


    　あかりちゃんが、神妙な顔でうなずいた。


    　こんなタイミングで……君に全部話さないといけないなんて、考えてもみなかった。


    「実は」


    「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


    　絶叫。


    　思わずビクッとなった僕とあかりちゃん。


    「そーんなの全然楽しくないヨォォォ！」


    　ロキだ。ロキが地面をガッガッと蹴けりながら叫んでる。


    　なんか怖い。いきなり叫んで地面を蹴り始めるとか、怖い。勝手につまずいて転んだくせに地球のせいにしてキレるくらい怖い。


    　ロキがこっちをにらんだ。


    「よいカ？　我われのイタズラは我がハッピーになりたいからやっているのだ。それなのに──なんだネ、そのシケた面つら！」


    「……は？」


    「オーケイ。それじゃァ──我の最後の力を使おうカ」


    　最後の力？　と聞き返す前に、ロキは両手を天に掲かかげた。


    　一体なにをする気だ!?


    　まさかまた妙な力を──い、いや、ここに雷かみなりを落とすとか？　神様だったら天てん変ぺん地ち異いくらい起こしちゃったりするのか？


    「……え？」


    　空は──雀すずめが三羽飛んでた。


    「……なんですの？」


    「…………うぜぇ、です」


    「ちょ、ちょっと待ってヨ～！　なにその疑わしげな目！　我傷ついちゃうナ～」


    「わかったから、わかったから黙っててくれるかな。今、大事な話をしてるんだ」


    「オーイ、神様に向かって黙ってロ、とは我もドタマにストライクだヨ～」


    　ああ、ウザイ、なんだこいつ。いつの間にこんなウザキャラになったんだ……。


    「あ、あのデモンくん？」


    「あかりちゃん、ごめんね。あいつはほんのちょっと変なやつでさ、今度のパントマイム大会で司会を務めるから張り切っちゃって。学校のみんなもあいつの口車に乗せられてパントマイムの練習やってるんだよね。ほら、動きを止めるアレ、パントマイム……」


    　──て、あれ？


    　僕、今なんて言った？　ってか、口が勝手に動いた!?


    　パントマイム大会？　なにそれ？


    「レ～ッツ、パントマイム！」


    　ハッとして見ると、ロキがニヤニヤしている。


    「ぱんとまいむ大会？」


    　きょとんとしているあかりちゃん。


    「あかりさんは！　し、知らなかったんですか!?」


    　そこへやってきたのはビスコだった──って、服が制服に戻ってる！　ビスコは、あかりちゃんがこっちに来たのに気づいて制服に着替えに戻ったのか！　早ッ！


    　そのビスコがあかりちゃんに紙を渡す。それはプリントされた紙で──「パントマイム大会の開催要項」と書かれていた。


    　え？


    　う、ウソだ……マジでそんなものが……。


    「──てへっ」


    　ロキがぱちりとウインクして見せる。その仕草にちょっとイラッときた。


    　ってことは、その紙もロキが作ったの？


    「少年」


    　ロキが小声で僕にささやいた。


    「あとは──少年がこのイタズラを真実に変えるかどうかだゾ」


    「イタズラを……真実に？」


    「仲間は協力してくれるみたいだナ、それにその女の子」


    　ロキはちらりとあかりちゃんを見た。あかりちゃんは開催要項をガン見していた。


    「やっぱりあの子だ」


    「やっぱり？　って、なんだよそ──」


    「『扉とびらを開く者』だネ」


    　僕の身体からだが硬直する。


    　悪魔が人間界にやってくるために、ふたつの世界をつなげる扉を開く力。あかりちゃんは、その力を持っている。


    　そして悪魔たちは、「扉を開く者」を捜しているという──自由にこっちの世界に来られるように。


    「少年にはつらい思いをさせたようだから、約束してやろう。誰にも彼女のことは言わヌ」


    「え……」


    「神は気まぐれだが、約束は守るゾ？」


    　ロキの真意がわからなかった。


    　神話に登場する存在とはいえ、ロキは魔界の住人だ。


    　魔界の住人は、人間界に来るための方法を探さぐっているんじゃないのか？　あるいはロキは、そういうのに興味がないのか？


    「どっちにしてもナ、もうちょっと待てば──あ」


    　ロキは言いながら、自分の右手を見た。右手の先が、半透明になっている。


    「ああ、もう時間だヨ～。我われ、そろそろ消えそうだ」


    「消える!?」


    「我は、ロキの分身みたいなものだからナ。大体、我くらい──キミたちは神しん格かく悪あく魔まって言っておったカ？　あんな小さい扉じゃァ通れヌ」


    　さらりと言われた言葉に、ぞっとした。


    　イタズラとはいえ、今まで僕が見たことのないたくさんの能力を使ったロキ。


    　本体はさらにすごい能力を持っているとでも言うのかよ！


    「おい……ちょっと待て」


    　小声で、ビスコがロキに迫る。


    「あたしはまだ、アンタのことこれっぽっちも許しちゃねーんだよ」


    「あら、それを言うならわたくしもですわ」


    「カルラも今日はデモンをいじり足りないです」


    　プリントをガン見のあかりちゃんをのぞく、三人の女子がロキをぐるり取り囲む──って、ひとり変なこと言わなかったか!?


    　だけれどロキは、


    「すまヌの～。最後に我われの奥おう義ぎを披ひ露ろうしてやるから、許せ？」


    「んだと！」


    　ビスコの右手が伸びた瞬間──。


    　突とつ風ぷう。


    「わぁっ!?」


    　ロキを中心に渦うず巻まくようなそれは──消えたはずの桜の花びらとともに吹き荒れて。


    　──それじゃァ……またネ。


    　言葉とともに、風は止やんだ。


    　そしてロキも消えていた。
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    「くっ……なにが奥義だよ！　風を起こしただけじゃねーか」


    　あかりちゃんが結構近くにいることも忘れてビスコが毒づいた。


    「……ん」


    「あら……なんでしょう、この感じ」


    「なんですかね……」


    　三人がつぶやく。たぶんその異変は──スースーするような感じではないだろうか。三人の外側にいる僕は異変の原因に気づいていた。


    　うん、僕だけ。三人を外から見ている僕だけは……。


    「あ、あのー」


    　三人が僕のほうを見る。僕は三人に向けていた視線を、すっ、と下に向けた。


    　つられて下を見る三人。


    　僕が見ていたのは、三人の足下──そこに落ちている三枚の布きれ。


    　その図柄というかパターン、花柄はどこかで見たことがあるな……と思って、気がついた。ああ、さっきエリスの胸元がはだけたときに見えたあのパターンだ。白地に可愛かわいらしい花柄。


    　それにビスコの足下には白とブルーのボーダー……というのか、縞しま柄の布。中央に小さいリボンが付いている。意外と可愛らしい。


    　カルラはプリントパターンとでもいうのか、明るいペパーミントグリーンに、白抜きでネコミミドクロ……ちょうどカルラのパーカーの背中にプリントされているのと同じなのだけれど、こんなものどこに売ってるんだろうと本気で思う。


    　えーとつまるところ、アレです。


    　三人のパンツ的なものです。


    「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～」


    　声にならない声が、一いつ斉せいに発せられた。


    　──我われの奥おう義ぎ。


    　風に乗って声が聞こえる。


    　──相手に触れずにパンツを斬ることができる「パンツ斬り」だヨ～！


    　どうしようもない神様の声だった。


    　ビスコはその場にぺたんと座り込み、スカートの端をぎゅっと押さえていた。カルラは淡たん々たんとパンツを回収してポーチに突っ込んだ。エリスは身体からだを震ふるわせ、拳こぶしを握りしめている。必死でこの屈くつ辱じよくに耐えている、というか。や、その前にパンツをしまったほうがいいんじゃないかと思うけど。
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    「……デモン」


    　顔をうつむけて震ふるえているビスコが言った。


    「なに？」


    「あとで殺す」


    「ええええええええええええええええええええええ!?　僕!?」


    「デモンの魂たましいが魔界に行かなくてよかったですわ。きちんとこの世界で昇天させられるんですもの」


    「エリスさん!?」


    「見られたことはどうでもいいですけど、デモンはぶっつぶすです」


    「カルラはそんなに僕が嫌いなの!?」


    　いわれのない怒りを浴びた僕の横、吹き荒れた風のせいでぼさぼさになった髪の毛を押さえつけているあかりちゃんは──幸運なことにこの一連の流れを見ていなかったようだ。


    「プリント……どこかに飛んでっちゃった」


    　あ……パントマイム大会。


    　ロキは言っていた。イタズラを真実に変えろ、と。


    　どうしてロキは妙な気を利きかせたんだろう。ていうか、どうして僕があかりちゃんに半悪魔であることを、隠していると知ったんだろう。


    　でもそんな疑問を考えるよりも。


    　もし、もしも──あかりちゃんに真実を告げずに済むのなら。


    　気がつくと僕の口は動いていた。


    「あかりちゃん、プリントにあったパントマイム大会なんだけど」


    「……ウソ、じゃないよね？」


    　ぎくり。


    「ほんとうにあるの？　そんな大会。私、聞いたことないなぁ……」


    　あかりちゃんはまだ疑ってる。


    　でも、悪魔の存在よりも、パントマイム大会のほうが、ふつうの人間にとってはまだ信じられるんじゃないだろうか？


    　だったら──だったら!!


    「あ、あるんだよ。でもごめん、あかりちゃんに隠してて」


    「どうして隠したの？　……ううん、別に私とデモンくん、全部を話さなくちゃいけない関係ってわけじゃないけど……。それは、わかってるけど……それでも、そういうことをされると、私は悲しい」


    　ぐさっ！


    　い、痛い、胸が痛い！　違うんだよ、あかりちゃんに隠し事なんて、僕だってほんとうはひとつもしたくないんだよ……。


    　でも、でも、でも、今は、今だけは隠したい。隠させて！


    「知らなかったのは私だけ、なのかな……」


    「あ、そ、それは」


    「あと、パントマイムとさっきの……なんか、みんなで大暴れしていたのは関係ないよね？　さっきの変な格好の人も消えちゃうし……」


    　あかりちゃんの後ろではビスコが口笛を吹いていた。


    　ビスコもフォローしてよ!?　くそぅ、ノーパンのくせに！


    「ごめんなさい、七なな竈かまどさん。わたくしたち、映画のアクションシーンの研究をしていまして」


    　横からエリスが口を挟はさんだ。


    　ありがとう、エリス！　スカートのポケットに突っ込んだらしいパンツがちょっとだけ顔を出してるけど！


    「アクションシーン？　さっきの、ちっちゃい子も──」


    「海外の映画に出ている子役ですわ！」


    「……私、結構映画観てるほうだと思うけど、見たことないなぁ……」


    　がんばれエリス！　ほおが引きつってる！


    「す、スタントですから！　演技はへたくそですのよ！」


    　すると、風に紛まぎれて声が聞こえた。


    　──我われ、演技派だと思うヨ？


    　ええい、消えたんじゃないのかよ、ロキの分身！　黙ってろ！


    「それに今この時間は生徒総会の準備時間で──って、あ、もうこんな時間!?　あれ!?」


    　あかりちゃんが大時計を見上げる。時計はすでに一時半になっていた──時計の表示も元通りになっていた。


    　時間的にはもう五時間目の途中だ。


    「え、でも、どうして──私、チャイムなんて聞かなかったのに……」


    「あかりちゃんは、ほら、気絶してて」


    「あ、そっか。……でも五時間目なのにみんな生徒総会に行ってないのはなんで──」


    「そ、そ、それは」


    「それは、ワシが許可したからのう。まだ行かなくてよいと」


    　年配の声が聞こえて、みんなそちらを向いた。


    　こげ茶色のスーツを着た、恰かつ幅ぷくのいい老人──東とう鈴りん中学校の校長だ。


    「こ、校長先生？」


    　あかりちゃんが驚く。


    　僕だってびっくりした。こんなところに校長先生が。


    「あの、校長先生、どうしてそんな許可をなさったんでしょうか？」


    「どうして？　えー、どうしてかねぇ……？」


    　校長先生の額ひたいに画が鋲びよう──カルラの発明品「ポイポイ使い魔くん」が刺さってる！　あ、怪しい、口調がだいぶ怪しい！


    　カルラが操あやつってるんだ。彼女の両手には見えない糸でもついているのか、操り人形のように校長先生を動かしている。


    　校長先生が言った。


    「まぁ、五時間目じゃなくて六時間目も生徒総会にしちゃえばいいかのう」


    　適当だ、適当すぎるよカルラ！


    　でもがんばって！　今ここで、あかりちゃんの信用度が高いのは明らかに僕らじゃなくて、校長先生だよ！


    「……校長先生、お言葉ですが、それでは授業時間の割り当てが偏かたよってしまうのでは」


    　冷静なあかりちゃんのツッコミ。


    「そんなのどうでもよくね？」


    「…………え？」


    　信用度ガタ落ちだよォォォ!!


    　ダメだよカルラ、もうちょっとがんばって！　そんなふうに両手を突き出したまま汗だくにならないで！　まだテンパるには早いよ！


    「あ、あの、校長……」


    「とにかくだ、七なな竈かまどくん！」


    　校長が声を張り上げる。


    「生徒会に生徒総会の運営を任せているのに、君がここにいてどうする。六時間目まで使っていいことは、前から決まっていたことじゃ。パントマイム大会があるからな。大会のために、映画部のみんなにがんばってもらっておる。ただし七竈くんは生徒総会の準備が忙いそがしかったから、耳に入れなかったんじゃ」


    「そ──そうなんですか？」


    「早く体育館に行きなさい。仕事があるだろう」


    「あ、は、はいっ」


    　ビスコがカルラに言うべきセリフを耳打ちしていた。よ、よかった。ぎりぎり校長先生が立ち直った！


    「あの、それじゃ……」


    　いまだ疑いのこもっている目──とはいえだいぶマシにはなったけれど──で、あかりちゃんが僕らを見た。


    　助かった、乗り切った？　僕、悪魔バレしなくて済みそう？　ほんと？　ほんとに？　うおおお、ミラクル！　よかった、よかったよぉ、マジでなんとか乗り切れそうだよ……！


    「あ、あかりちゃん、準備しに行こう」


    「ありがとう。……今度、ちゃんとお話聞かせてね。あと、どうして私に内緒にしてたのか、とか」


    　あかりちゃんが怖い!?


    「ほら、早く行きなさい！　君たちがいるべきはグラウンドではない」


    　校長先生の声に背中を押され、僕たちは体育館へと急いだ。


    　もちろん、グラウンドに一番いるべきじゃないのが校長先生なのだけれど、幸さいわいあかりちゃんはそこには気づかなかった。
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    　その日──放課後。無事に生徒総会は終わりまして。


    　映画部の部室に集まった、僕、ビスコ、カルラ、エリスの四人。


    　あかりちゃんは生徒総会の議事録をまとめなくてはならず、生徒会室にいる。


    　イスに座っている三人を見回して、僕は言った。


    「えー、皆さんに集まっていただいたのはほかでもありません」


    「今日くらい早く帰ろ。あたし疲れたよ」


    　ビスコは足を組んで、口元に手を当て大あくび。


    「そこ、いきなりネガティブ発言しない」


    「悪魔とあれだけやり合ったら疲れる、っつの……くぁ」


    　僕は──その足に思わず目が行ってしまった。ビスコ、今もひょっとしてパンツはいてないままじゃ……。


    　ってことは。


    　いや、いやいや、待て待て僕の脳みそ。まさかここで風が吹いてスカートがめくれるトラブルなんて期待したら、


    「ちょっとこの部屋換気が悪いですわ。窓を開けてもよろしくて？」


    「フラグを立てるんですかエリスさん!?」


    「な、なんですの」


    　思わず叫んでしまった僕。ヤバイ、妙なテンションになりかかっている。今はビスコのパンツの行方ゆくえなんてどうでもいい……だろ？　う、うん、どうでもいい、どうでもいい。たとえビスコだけじゃなく残りふたりもノーパンだったとしても気にしたら負けだ。


    「デモンはビスコお姉ちゃんのスカートの中が気になってしょうがないですよ」


    「カルラさん!?」


    　なんでバレた！


    「違うんですビスコさん！　僕は別に──」


    　言いかけて、止まった。いつもなら有う無むを言わせず「あとで殺す、って言ったよな？　その『あとで』ってまさに今のことだから」とか殴なぐってくるはずなのに、


    「…………」


    　両手を握りしめて、ビスコはうつむいていた。


    　え？　どうして？　なんかやっぱり変？　熱あるのかな……耳真っ赤だし。


    「あの、ビスコ」


    「う、うるっさい。見たもの全部忘れろバカっ」


    「わ、忘れます忘れます。ほんとうです」


    「あたし、いつもならもっと可愛かわいいのを……」


    「え？」


    「なんでもないっての！」


    　消しゴムが投げつけられた。なんなの!?


    「はいはい、くだらない争いはお止よしになって。デモン、大事な話があるのでしょう」


    　エリスが、いつになく落ち着いて止めに入った。ボタンが取れてしまった胸元を安全ピンで留めている。ネクタイがあるからうまく隠れてるけど。


    「そうだね。えっとね、僕らが話さないといけないのは」


    　あかりちゃんのこと──と言おうとしたとき、僕の携帯電話に着信した。


    　父からだった。


    　実はロキが消えてから、少しだけ父さんと話していた。そのときは、あらましをかいつまんで教えただけだった。


    　ハンズフリーにして、僕は机の上に携帯電話を置いた。


    『──みんな無事みたいでなによりだよ』


    　外にでもいるのか、父さんの周囲はざわついていた。


    『俺もひどく心配していてな……メシものどを通らなかった』


    「珍しいね、僕のこと心配してくれるなんて」


    『当たり前だ。息子だろう』


    　う……ちょっと、じーんときた。やっぱり親子の感情というか、


    『ウン・カフェ・ポル・ファボール？　シ。──えーと、それで、だ。開いた扉とびらのことを聞きたいんだが』


    　ん、今なんて言った？　ていうか何語？　カフェがなんとかって言ってなかった？


    「……父さん今どこにいるの？」


    『母さんに監視されて教会に放り込まれてるが』


    　こいつ、さらっととぼけたな！　息を吸って吐くようにウソついた！


    「……父さん」


    『なんだ』


    「……父さんの書しよ斎さい、もうないから」


    『おぁ!?　ちょっと待てデモン、どういうことだ！』


    「……親が子にウソをつくからさ」


    『ま、待てデモン！』


    「……今、外でご飯でも食べてるんだろ、メシがのども通らなかったなんてウソだろ」


    『ウソじゃない！　ウソじゃないって！　ほんとうだ』


    「……父さん、私物も捨てられたい？」


    『ま、待て、父さんウソついちゃった。てへ。レストランじゃなくて喫茶店ですぅ』


    「……最初からウソをつくなよ」


    『す、すんません』


    「……許さない」


    『デモン!?』


    「……ふふ、ウソをつこうとつくまいと、父さんの書斎なんて、もうとっくになくなっちまってるのさ……！」


    　僕と父さんの残念なやりとりが続く横で、


    「デモン、やたら強気です」


    「強気に出られる数少ない相手だからなー」


    「七なな竈かまどさんにウソをついているのはデモンも同じですわ」


    　聞こえません！　聞こえません！


    「と、とにかく、だ、デモン……ロキが出てきたという扉とびらの形を教えてくれ」


    「形？　えーっと、どうだっけ」


    　横でエリスが口を開いた。


    「黒くろ羽ばさん、初めてお話しいたします。エリス＝ブリュンヒルドです」


    『おお、エリスちゃん！　お父さんには昨日会いに行ったよ。あの人は相変わらず元気だな。会うなり魔界に送り返されそうになったけどね』


    　悪魔が退魔士エクソシストに会いに行くなよ……という、これまた残念な空気が部室に広がる。


    「扉のことですが……木製で、二メートル以上はあり、金色の飾りがついていました」


    『……そうか』


    　不意に声のトーンが落ちる父。


    「それがなんなの？」


    『みんな知らないだろうが……七なな竈かまどあかり、彼女は「扉とびらを開く者」だ。魔界と人間界をつなぐ扉を開くことができる』


    「知ってるし」


    『うむ、驚くのも無理はない。それと同じように、「扉を閉じる者」もいる。出現した扉を、強制的に閉じてしまう者だ』


    「知ってるし」


    『うむ、驚くのも無理はない』


    　聞けよ。


    『ちなみに扉を閉じてるの、俺だ』


    「だから知って……ええええええ!?」


    『知らなかったのか？』


    「知らないよ!?　おかげで僕が、『お前が閉じる者か』なんて悪魔に疑われたくらいだぞ!!」


    『血は争えないということか』


    「違うし。使い方も微妙に違うし」


    　父さんは悪魔に命を狙ねらわれている。


    　だから、人間界に来ようとしている悪魔を排除しているのだ。簡単に言えば、出現したばかりの扉で、まだ悪魔を人間界に運んでいないものを閉じる──破壊する。


    『扉は基本的に一方通行だ。魔界から人間界へ行く扉を、魔界側から開くのは難しい。できないことはないが、それをやると人間界に予よ兆ちようがあるんだな。大雨とか、季節外れの雪とか、虫の大量発生とか、地震とか。だから扉の出現位置を予測できるし、扉を破壊もできる。だが、その扉を人間界から開く場合、予兆もなにもない』


    「待って。退魔士エクソシストが使ってる道具は？　悪魔を魔界に送るやつ。あれはこっちから、魔界への扉を無理やり開けてるよね？」


    「違いますわ」


    　エリスが答えた。


    「あのカプセルそのものは、魔界にいる協力者へ合図を送る道具なんですの。その協力者に扉を開けてもらっています」


    「つまり……悪魔にとって、あかりちゃんが味方になってくれると便利……ってこと？　だから悪魔は『扉を開く者』を探してる？」


    「そうなりますわ」


    「そ、それじゃあ、どうして誰もあかりちゃんを守らないの？　あかりちゃんが危ないじゃないか！」


    『デモン、あわてるな。あかりちゃんくらいの力ならたいした悪魔も呼べない──今のままの能力なら、な』


    「でも神しん格かく悪あく魔まを呼んだじゃない」


    『たしかにそれには驚いたけど、ロキの本体じゃないだろう？　実は、「扉とびらを開く者」はあかりちゃんひとりだけじゃない。世界中に何人もいて、そのすべてが女の子なんだ。悪魔観測所や退魔士エクソシストたちは彼女たちの居場所を把は握あくしているし、あかりちゃんよりもずっと能力の高い子もいる』


    「そ、そっか」


    　とりあえず……よかった、のかな。あかりちゃんの能力がすっごく危険じゃないかって僕は思ってたんだけど、実際はそうでもないみたいだし。


    「あれ、父さん、ってことはさ、あかりちゃんに訓練とか、そういうことしてもらって能力をコントロールしてもらったりとかそういうことしたらどうかな？」


    『それがダメなんだ。能力者は、能力を意識すればするほど力に目覚める』


    「ああ、そうな──」


    　ん？


    「ねぇ……あかりちゃんを悪魔から守りたければ、なるべく能力に目覚めさせないようにする。つまり悪魔のことを絶対に教えちゃいけないってこと……？」


    『そういうことだ』


    　えええええええええええ！


    　ただでさえもうバレるかバレないかっていうぎりぎりのところなんですけど！


    　もしバレたら、僕が嫌われるだけじゃなくて、あかりちゃんの「扉を開く」能力が高まっちゃって危険になるってこと!?


    　あかりちゃんを悪魔から守らなくちゃいけないのは当然。


    　しかも、悪魔のことは隠し通さなきゃいけない……。


    　うおおお、できるのかよ、そんなの!?


    『いいかデモン、リスクはなるべく下げたほうがいいってことだ。ただでさえ──』


    「？」


    『……いや、なんでもない』


    「なんだよ。ここまで来て変に言うの止やめないでよ」


    『…………』


    　沈黙のあと、


    『……ビスコ』


    　父さんは不意にビスコの名前を呼んだ。びくりと反応するビスコ。


    「は、はい」


    『人間界の一年後──魔界でなにがあるか、お前は知ってるな』


    　それって、ふつうに来年の五月ってこと？


    　ビスコは一瞬悩んでから、


    「……あ、双そう月げつ日につ食しよく！」


    「そうげつ、にっしょく？」


    「ああ──魔界に月はふたつあるんだ。そのふたつが、ちょうど魔界の太陽にかかる。ふたつの月と魔界の太陽が一直線に並ぶとき……悪魔に大いなる力を与えるらしい」


    　父さんが、ビスコのあとを引き取って言った。


    『そしてまさにその日、こっちの世界でも──ミラノで皆かい既き日食が起きる。皆既日食は、退魔の力を弱めてしまう』


    　ミラノ、それは退魔士エクソシスト協会の本部や関連機関の集中する場所だ。


    『いまだかつてないほどに悪魔の力は増ぞう幅ふくされるだろう。世界中の「扉とびらを開く者」たちが悪魔に影響されやすくなる。そうなったとき……世界のどこかにあると言われている、開かれたままの扉がとてつもない大きさに変へん貌ぼうすると予測されている』


    「開かれたままの扉……」


    　なんだ、それ。


    「悪魔が一度通ったら……扉って閉じるんじゃないの？　開いたまま、ってなに？」


    『悪魔が誰も通っておらず、しかも破壊されていない扉があると言われている。悪魔観測所が一度発見したんだが、悪魔によって隠されたらしい』


    「その扉がなんなの？」


    　よくわからない僕が聞くと、横でカルラが言う。


    「悪魔観測所が観測したくらいだから、でっかいでっかい扉です。悪魔たちは時期が来るのを待ってるですよ」


    「時期？」


    「双月日食の日ですね。その日、力を増幅した悪魔が『扉を開く者』に影響を与えたら……ひょっとしたらできてしまうかもしれないです」


    「できてしまう……って」


    「そうですね、新しい形の扉……双方向の扉じゃないですか？　行ったり来たりできる扉です。つまり、魔界と人間界をつなぐトンネルみたいなものです」


    「トンネルぅ!?」


    　悪魔や人間が、互いの世界を行き来する世の中になる？


    　悪魔は人間よりも強く、魔力まで持ってる。もしも大量に悪魔がこっちに来たら、この世界は悪魔に征服される……？


    「ま、まさか……そんなの非現実的すぎる。はは、ありえないよ、そんなの」


    　僕は言ったけれど、部室にいる誰も笑わなかった。


    　そのときふと──僕はロキの言葉を思い出した。


    　──もうちょっと待てば。


    　そう、言ったのだ。


    　──もうちょっと待てばこっちの世界へ自由に来られる──そう言いたかったんじゃないのか？　ということは、ロキは「開かれたままの扉とびら」の存在を知っていた……？


    『「開かれたままの扉」はイタリアで観測され、以後、見つかっていない。退魔士エクソシストたちが全力を挙げて捜索しているところだ』


    　父さんが言った。


    　こっちの落ち込んだ雰ふん囲い気きを察したからか、いきなり声の調子を明るくして。


    『まぁ、日本は関係ないから、お前は気に病やむことはないぞ？　とにかく彼女を……あかりちゃんを守れ』


    「…………」


    『できるな？』


    「……うん。そのつもりだよ」


    『よし、それでこそ俺の息子だ』


    　通話は終わった。


    



    　　　　　　５


    



    　電話を切ったあとも、しばらくぼうっとしていた。


    　いきなり、多くのことを聞いて混乱していたんだ。


    　悪魔の存在を知り、自分の力を意識することであかりちゃんの能力がさらに強まってしまうこと。世界中にいるらしい「扉を開く者」たちのこと。一年後に訪れる、日食。そして、開かれたままの扉──。


    「おい、デモン」


    「……え」


    「デモン、どうすんだ」


    「あ、え、え？」


    　ビスコに呼ばれて我われに返った。


    「デモン、お父様のおっしゃったとおりですわ。『開かれたままの扉』は、わたくしたちが気にしてもしかたのないこと。わたくしたちは七なな竈かまどさんの疑いを解いて、彼女の安全を守るべきですわ」


    「うん……そうだね。ありがとうエリス。あかりちゃんのためにもがんばらなくちゃ」


    　僕は素直に言った。エリスは一瞬喜んだ顔になったものの、すぐに表情が曇くもった。どうしたんだろう……僕、なにか変なこと言ったかな。


    　ビスコが再度聞いてくる。


    「んで、どうすんだ？　もうここまで来てごまかすのなんて不可能だろぉ？」


    「うぐっ」


    　そこへ、エリスが言った。


    「ビスコさん、簡単におっしゃいますけれど、今回のことはあなたにも責任があるのではなくて？　あなたも親身になって考えるべきですわ」


    「や……アレは、ほら、カルラが」


    　事の発ほつ端たんは魔界蛇へび。まぁ、カルラが見つけたから発端はカルラと言えばそうかもしれないんだけど──そのカルラはビスコの横でよだれ垂たらしながらいつの間まにか寝ているわけです。


    「──ハッ」


    　カルラが、目覚めた。


    「これ以上……クッキー食べたらさすがのカルラさんも太ってしまうのれす。でもあと十三枚だけいただくのれす……」


    　ずいぶん楽しそうな夢を見ていたものだよ……ほんと。


    「カルラ、もう『れす』とか言わないでいいから。ていうか、別に見た目と体型は変わっても中身は変わらないんだから、舌っ足らずにならなくてもよかったんじゃ……」


    「…………」


    　寝ぼけ眼まなこをこすって、カルラが僕を見た。話の内容を理解するように、ゆっくりと二度三度うなずいたカルラ。


    「はんっ」


    　鼻で笑われた。たぶん僕が。


    「ただでさえちっこかわゆいカルラさんの魅力が三倍増しになるくらい、さらにちっこかわゆくなったのですから、語尾にも気をつけるというものですよ？　ちょ、萌えるにもほどがあるし、マジ危険水域だし──と森もり崎さきジョセフも申しております」


    　もう、なんか、まともに相手にしちゃいけない悪魔な気がしてきた。カルラって。


    　気を取り直して僕らは三人で話を再開したけれど、なかなか話はまとまらなかった。


    　あかりちゃんの疑いは主に三つ。


    　一、パントマイム大会。


    　これは、校長先生の言葉である程度はなんとかなったかなぁってところ。あとは実際に大会でも開いて見せるフリをして、雨天中止とかでごまかすことに決定。


    　二、あかりちゃんに見せちゃった、ロキとのバトル。


    　桜については「特殊効果」とか僕が言っちゃったので、それで押し通すしかなさそう。あとは、ビスコの電撃はガチの魔力だというのと、あの妙な戦闘服的な格好をなんて説明したらいいのか。


    　三、これまでの僕らの怪しげな行動。


    　意外とこの「三」がきつい……。どうして今まであかりちゃんに黙っていたのか、とか突かれると苦しい。僕の「特殊効果」発言や、エリスの「アクションシーン」発言なんかをまとめて疑いを解ければいいんだけど……そんな魔法のようなアイディアはあるわけもない！


    「僕らが隠し事をしていることの、納得できる理由……それにビスコの電撃の種明かし」


    「そんなところですわね」


    「隠し事はともかく、電撃が厄やつ介かいだね」


    「……な、なんであたしをにらむんだよ。あのときはあたしだって」


    「にらんでないって。ちょっと責めるような視線を向けただけだって」


    「なんでだよ！　あたしがあんなに──」


    「まったく、すぐにそうやってケンカをするのは止よしていただきたいですわ。話がちっとも進みませんわ」


    「そうです。カルラもお腹なかが空すいたです」


    「カルラさんはもう少し空気をお読みになるべきですわ」


    「空気→からけ？」


    「そういうボケは、わたくしスルーしますわよ？」


    「今日の夕飯は、チーズハンバーグがいいです」


    「はぁ……」


    　相変わらずカルラは好き勝手言っていた。


    　でもそのカルラが──空気を読まないからこそ、魔法のようなアイディアが生まれたのだ。


    「ねーねー、ビスコお姉ちゃん。カルラ、これ行ってみたいです」


    「カルラ、あとにしろって」


    「行ってみたいですぅ」


    「だーかーら、あとにしろって！　こんなん、映画の見学──」


    　カルラが差し出した紙を見て、ビスコが止まる。


    　それは僕がプリントしてきたもの。とある映画制作会社がロケ地を探している、という。


    「……デモン、これ」


    　ビスコが言おうとしていることに、気がついた。


    　その映画は──発明品を駆使して犯人を追いかける、女刑事の物語。


    「そうだ！　『名探偵エジソン☆ガール』なら、作中で女刑事が電撃を放つ!!」


    「だろ!?　犯人を追うシーンを、仮にカメラで撮っていたとかなんとか言えばいいんだよ！」


    「でもどうしてわたくしたちが、そんな撮影を──あ」


    　エリスも手を叩たたいた。


    「ロケ地の候補として推すい薦せんするためにですわね！」


    　ビスコがプリントを読み上げる。


    「ロケ地の条件は、『広い場所。洋館風の建物があればなおよし。』その点はうちの学校でいいよな？　他に『芝しば生ふ』『鯉こいのいる池』、このあたりは該がい当とうしねーか……」


    「あ、あの、僕思ったんだけど……作っちゃえばいいんじゃないの？　池を。校庭に」


    「はぁ？」


    「それっぽいの作って、撮影が終われば戻せばいいよね？」


    「バカ、誰がそんなことやれるんだよ」


    「退魔士エクソシストの皆さんにお願いして……迷惑かけてばかりだけど」


    「おい、そんなに退魔士エクソシストの連中が力持ってんなら、最初から退魔士エクソシストに頼んでこの制作会社に圧力かけてもらえばいいんじゃ？」


    　僕らは期待を込めてエリスを見た。


    「はぁ……無茶ですわ。退魔士エクソシストだからといって、使い切れないほどの潤じゆん沢たくな資金があるわけではないんですのよ？　日本支部は十人程度しかいませんし……」


    「なんだよ、使えねーな」


    「なんですって？　仲間のひとりも呼べない悪魔に言われたくありませんわ！」


    「ま、待って待ってふたりとも。……じゃあ、そこは……映画会社の人たちを説得するしかないのかな。芝生と鯉はないけど、いい場所です、って」


    「説得ぅ？　──いや、デモン。その前にこいつらまだロケ地探してるのか？」


    　そうだ。ホームページの情報が古くて、もう撮影が終わっていたら──。


    「まだ、ですわ。まだ探しています」


    　ビスコの横から紙を見ていたエリスが言った。


    「ただ……募集しているのは日曜日までです。今日が金曜日ですから」


    「明後日あさつてまで!?」


    「もしロケ地を紹介できるのであれば、会社まで資料を持って来るように、と。現場の写真、住所や連絡先も」


    　ぴょこん、とカルラがイスから降りる。


    「カルラがまた校長操あやつって許可出せばいいですか？」


    　さらっと外げ道どうの発言だけど、今は頼もしい！　頼もしいよ！


    「す、すぐ資料そろえよう！　うちの学校がロケ地になったら──僕らがあかりちゃんに隠れて、映画撮影のロケ地を提供しようとしていたってあかりちゃんも信じてくれるよね？　僕らが……あかりちゃんを喜ばせるために隠していたってことにすれば」


    　よし、これならなんとかなりそう！　ま、まぁ、全部ウソなんだけど……。


    「あ……デモン」


    　興奮する僕に、エリスが言う。


    「資料を持って、直接行かなければなりません。……持って行って、その場所がどれほど優れているのか説明──プレゼンテーションしなければいけないそうですわ」


    　プレゼンテーション。なんかよくわからない響き。エリスが言うには、資料を元に説明をするらしい……けど。


    「生徒総会で、いろんな部活が活動報告してた感じ？」


    「うーん……そうですが、プレゼンテーションの場合は、相手を説得するという性格が濃いですわ。デモンはなさったことありますの？」


    「あるわけねーだろ、こいつが」


    　ビスコが横から口を挟はさんだ。


    　な、なんだよその言い方！　大正解だよ！


    「しかたありませんわね、お任せください。わたくしこういうの、得意ですわよ？」


    　たしかに、僕なんか知らない人の前でなにか説明するとか絶対できそうにないし、しかも相手を説得しなくちゃいけないなんて、まぁ不可能だ（自信を持って言い切れる）。


    　エリスなら見た目も可愛かわいいし、言葉もきれいだし、問題なさそうだ。


    「よし、じゃあ、さっそく資料を作ろう！」


    　こうして僕らの「ロケ地紹介プロジェクト」が始まった。


    



    



    　僕らは図書室に移動した。


    　探してみると、資料になりそうなものは結構あるもので。


    　学校の歴史の冊さつ子し（これは当然あるよね）。


    　大時計がどうやってうちの学校に来たか、みたいなものの記録。


    　大時計についての研究（こんな資料がうちの学校にあるのって、あの時計がすごいものだからなのかな？）。


    　教育委員会の会報（東とう鈴りん中学校を褒ほめてる部分がないかなぁと）。


    　あとは制作会社に関する情報──これは、ビスコとカルラがパソコンルームで調べてくれることになった。あと、プレゼンテーション資料？　の作り方とかも……。


    　僕とエリスは黙々と本のページをめくった。


    　放課後は図書委員もすぐ帰っちゃうので、僕らふたりしかいなかった。


    　大きな丸テーブルに、ひとつぶん席を空けて座っていた。


    （えっと……我が校は、人口が急速に増え出した高度経済成長期に設立が決定され、その後二度の市教育改革会議を経へて設立場所を県東部の……うーん……）


    　必死で内容を理解しようとするのだけど、あまりにも難しい言葉が多い。ていうか僕、ふだんから本とか読まないんだった。新聞なんてもってのほかだし。


    　ううう。眠たくなってきた。だってさ、クロックゴーストやらロキやらの相手で疲れ切ってるんだもの。


    （こんなことならパソコンいじってるほうがよかったんじゃ……）


    　ちらりと横目でエリスを見る。エリスだって眠いよね──と思って。


    「────」


    　でも、違った。


    　わずかにあかね色になり始めた太陽の光が、丸テーブルに柔やわらかく反射していて。


    　うつむき加減のエリスの顔を、ほんのりと照らしている。


    　雑誌のモデル、って感じじゃない。名画に出てくるような……って言うんだろうか。


    　近づきがたい、触れがたい、そんな感じで。


    　僕が言うと変かもしれない──神こう々ごうしい、なんて言葉が頭をよぎった。


    「……デモン？　どうなさいましたの？」


    「え──」


    　エリスはきょとんとして僕を見ている。


    　見とれてしまった、なんて言えないけどね！


    「あ、あの……エリスさ」


    「はい？」


    　なんだか照れくさかったけれど、


    「ありがとう。いっぱい協力してくれて……」


    　ごにょごにょと僕は言った。


    　するとエリスはちょっと微笑ほほえんで、それから少し寂しそうな顔をした。


    「七なな竈かまどさんを守らなければならないのは、退魔士エクソシストのつとめでもありますわ」


    　さっきも見せた、エリスの曇くもった顔。


    　どうしたんだろう。僕、変なことを言ったつもりもないんだけど。


    「エリスさ、答えたくなかったら答えなくていいんだけど……前に、エリスは退魔士エクソシストは人を救うのが仕事、みたいに言ったよね？　それが正義ってことなのかな」


    「どうしましたの、急に？」


    「えっと……その、退魔士エクソシストの仕事って大変じゃない？」


    　だからそんなふうに寂しそうな顔をするんじゃないのか……と僕は思ったわけで。


    「それに退魔士エクソシストをやっていても、報むくわれないでしょ？　悪魔のことって、ふつうの人は知らないんだし」


    「…………」


    　エリスは僕を、ちょっと驚いたように見つめて、それから微笑んだ。


    「報われていますわ」


    　手にしていた本をテーブルに置いて、ぐっと伸びをするエリス。


    「とっても」


    「……そうなの？」


    「ええ。ステキな出会いがありますわ──たとえば、心優しい吸血鬼のハーフの方とか」


    　こちらを見て、イタズラっぽく微笑ほほえむエリス。


    「か、からかわないでよっ」


    「からかっていませんわ。ただ、先ほどしていただいたお約束のことですけれど」


    「約束？」


    「デモンがわたくしのためにレーヴァテインを探してくれるというお約束ですわ」


    「あ、ああ……」


    　あれ、いっしょに探そうってことじゃなかったっけ？　僕がひとりで探してくることになってるの？


    「あのお約束、必要なくなってしまいましたわ」


    　はぁ、とため息をつくエリス。


    「レーヴァテイン、見つかりましたの」


    「え？　教室のホウキを改造してレーヴァテインにしちゃったの？」


    「そんなことしませんわ」


    　むっとした顔でにらむエリス。


    「す、すいません」


    「ホウキは竹製ですもの。武器には向きません」


    　そういう意味かよ！　いずれにせよ使っちゃダメなんだよ！


    「実は、わたくしのバッグにこれが……」


    　言って、エリスは金属の棒を机の上に置いた。


    「…………」


    　え、今どこからその棒出したの？　エリスのイスとか足下とか見ても、バッグもなにもないんだけど？


    「どうしましたの？」


    「あ、え、いや、いいんだけど……」


    　腑ふに落ちないけど、その一メートルくらいの棒を見てみた。


    　元は銀色なのだろうか、錆さび付いていて灰色に濁にごっている。薄っぺらくて剣のようにも見え、手元には一応グリップ。先は尖とがっていて、片手でも両手でも持てそう。


    「ロキが置いていったものですわ。ここに書いてありますの」


    　エリスが棒の付け根を指さした。のたくるようなひらがなで「ろき」って書いてある。うおー、かっこ悪い！


    「わたくしのレーヴァテインが、クロックゴーストとの戦いで折れたことを知っていたからでしょう。ロキは、自分のためだけにイタズラをしますが、それによって周囲が暗いムードになるのを嫌っているようでしたし」


    「レーヴァテインの代わりってことかな」


    　僕が棒をつかんでみると、思った以上に軽かった。ひょっとして中は空からっぽじゃないの、なんて思えるくらいに。


    「……デモン、ひょっとしてご存じありませんの？」


    「へ？」


    「レーヴァテインは北ほく欧おう神話に登場する剣の名前ですわ。そしてレーヴァテインを製作したのはロキだと言われていますの」


    「えええええええ!?」


    　危あやうく放り出すところだった。


    「ってことはこれ、本物のレーヴァテインなの!?」


    「神話に登場するものとは違いますが、ロキが作ったという意味では本物のレーヴァテインですわ」


    「でも……錆さび付いてる」


    「……なにか封印を解くような方法があるのかも……」


    「……雷かみなりが剣に落ちると、隠されていた力を発揮して伝説の剣がよみがえる、なーんて」


    「…………」


    「……ま、まさかねぇ、はは」


    「……今度ビスコさんに頼んで、電撃を放ってもらいましょうかしら」


    「それは止やめて!?　ビスコなら頼みにかこつけてエリス本人を狙ねらいそうだよ!!」


    「あら、それなら悪魔を討つ大たい義ぎ名めい分ぶんができますわ」


    　しまった、エリスの目が笑ってない！


    　僕がおそるおそるレーヴァテイン（改かい）を返すと、エリスは言った。


    「……このせいで、デモンとのレーヴァテイン探しがなくなってしまいましたわ」


    「え……本物のレーヴァテインより、見つかるかもわからないレーヴァテイン探しのほうがよかったってこと？」


    　じろりとエリスが僕をにらむ。それからぷいっと顔を背そむけ、本を手に取った。


    「鈍にぶい人は嫌い、ですわっ」


    「え？　え？　じゃ、じゃあ、探しに行くだけ探しに行ったらどう？　見つかるかどうかはわからないけど……」


    　ぴくり、とエリスのページをめくる手が止まる。


    「つまりデモンはわたくしのために一日を割さいてくださるということですの？」


    「もちろん、それくらいなら」


    「途中のドリンクや、疲れたときの甘ーい食べ物はデモン持ちでいいということですわね？」


    「ええええ!?　いや、ほら、うちは家計が……」


    「……やっぱり。デモンは結局」


    「払います──!!　僕が全部!!」


    「約束ですわ！」


    　エリスの表情がぱぁっと明るくなる。それは輝くような笑顔だった。


    　く、なんだこの、だまされた感じ……！


    　ああ、もう、今月はただでさえ僕のお小こ遣づかいも消し飛んでいるというのに……あとで母さんにもうちょっとお金を入れてもらうように頼まなくちゃ……。


    「デモン」


    　僕が指折り残金を計算していると、エリスがくすくすと笑った。


    「ほら、報むくわれましたでしょう？」


    



    



    　金曜日、土曜日とほとんど徹てつ夜やで僕らは資料を作った。エリスは特に張り切っていた。


    　そのせいで──エリスに無理をさせてしまったんだと思う。


    　日曜日、映画制作会社にプレゼンテーションをしに行く日──。


    　エリスは高熱を発して、寝込んでしまった。


    



    　　　　　　６


    



    　ブルーの外壁、五階建てのビル。


    　見上げていると、だんだんビルが大きくなっていくみたいに見えた。


    　すでにもう、足が震ふるえてる。僕はこれから初めて会う映画のプロたちに、いろいろ説明しなくちゃいけないのに。


    　僕はひとりだった。


    　エリスは「絶対にわたくしが行きますわ」と電話で言い張っていたのだけど、声はがらがらで、しゃべっているだけでつらそうなのが伝わってきた。


    「ひとりで行けるから大丈夫だって。たまには僕に任せて」


    　僕は強がりを言った。


    　ビスコやカルラにいっしょに来てもらうことも考えたんだけど、カルラがいるとむしろトラブルを起こしそうな可能性があったので却きやつ下か。


    　で、ビスコは、資料を集めるときには協力してもらえたけど……エリスがやたら上じよう機き嫌げんでがんばればがんばるほど、ビスコががんばらなくなるという。もうちょっと仲良くしてくれたらいいのに……って思うけれど、退魔士エクソシストと悪魔にそれを言っても無理なんだろうね。だから、頼んでもダメそうだった。


    　で、僕はひとり。ここまで来たら、なんとかなる。……はず。


    　トートバッグに詰めた、四通の資料はそれぞれ十枚以上の厚さになってる。


    　僕がプレゼンテーションをしなくちゃいけない。説明して、うちの中学校で映画を撮影してもらわなくちゃいけない。


    　それであかりちゃんの疑いを解く──それが、あかりちゃんのためでもあるんだ。


    　行こう。


    　僕ならできる、できる、できるできるできるできるできる……。


    「おい、吸血鬼！」


    「ギャァア!!」


    　肩を叩たたかれて、僕は掛け値なしに五十センチ以上ジャンプした。


    　後ろによろけたまま、ビルの前で尻しり餅もちをついてしまう僕。


    「ビ、ビッビッビ」


    「犬の糞ふん、踏んでるぞ」


    　跳はね起きた僕はあわてて足下を見たけれど、なにもなかった。ウソかよ！


    「ビスコ！」


    　膝ひざ上までの小さい花柄のワンピース。くるぶしの上で折り返しているジーンズ。それにキャスケットの帽ぼう子し。


    　いつもカジュアルというか、さっぱりした格好のビスコだけど、今日は大人っぽい感じだ。ていうか僕が家を出たとき、まだ寝てたんじゃ……。


    「アンタ平気かよ、そんなんでプレゼンなんてできんのか？」


    「へ、平気だけど。なにしに来たの？」


    「ん……いや、まぁ……ついてってやろうかと……」


    「どうして？」


    「え、どうしてって？」


    「いや、なんとなく……エリスのこと手伝う気なさそうだったし……」


    「バカ！　なんであたしがそんな──あ、うー……んんんっていうか！　デモン、アンタひとりで説得できる自信あんのかよ」


    「ないよ」


    「強がり言うんじゃ……って、自信ねーのかよ！」


    「だ、だってうまく説明できるか、すっごくあやしいもん」


    「はー……ったく。そんなこったろうと思った」


    　ため息をついてから、「しょうがねーな。やっぱりこいつにはあたしがついてないとダメだよなー」と、ぶつくさ言いながらビスコは──なぜか、にこにこして楽しげだ。


    「ほら。だからあたしに任せろよ」


    「どうして……」


    「ああ、もう細かいこと気にすんなよ！　ほら、行くぞ」


    　ビスコは僕の手を引っ張って歩き出す。


    「あ、ねぇ、ビスコ！　あの、僕聞きたかったことがあるんだけど」


    「なんだよ」


    「カウントダウンが終わる寸前のとき、ビスコ泣いてなかっ」


    「ってねーよ！」


    　すっごい顔で振り向いた。もはや悪魔とかそういうレベルじゃない。僕が泣きそうだ。


    「あたしが、アンタのためにどーして泣かなくちゃいけないわけ!?」


    「す、すみません、なんでもないです」


    「泣くわけねーだろぉ!?」


    「はい！　おっしゃるとおりです！　……あ、あの、ビスコ」


    「なんだよ！」


    「風か邪ぜ？　熱でもあるの？　顔真っ赤だけど」


    「────!!」


    　ビスコはすさまじい速度で顔を背そむけた。


    「赤くねぇっ！」


    　耳の後ろとか真っ赤ですけど。


    「デモン、次そういうアホなこと言ったら──」


    「わ、わかった、言わない、言わないから、手に電撃を──あでっ、あででで！」


    「おら、行くぞ！」


    　さっきから僕の手をつかみっぱなしなのだ。いい加減力を込められすぎて、痛い！


    　引きずられながら僕は、ビスコの服がどうしていつもと違うのか、思い当たった。


    　わざといつもと違う服にしたのだ。せめて見た目でも大人っぽいほうが、プレゼンテーションにも説得力が増すはずだし。


    　手伝う気がない、なんて僕の勝手な思い込みだったんだ。


    　勝手に思い込んで、ビスコに頼んでもみなかった──僕も素直じゃなかった。


    「……ごめん」


    「あぁ？」


    「ううん、なんでもない」


    「……変なやつ」


    　僕らは向かう。


    　中学生が大人を説得できるのか──行方ゆくえのわからない勝負へ。


    　味方はたったひとり。気まぐれで、なにを考えてるのかよくわかんなくて、でもやっぱり僕がピンチのときには助けてくれる我が家の使い魔。


    「ありがと、ビスコ」


    　ビスコが立ち止まり、顔だけこちらを振り返る。


    「そういうのは成功してから言えって」


    　にやりと笑ったビスコ以上に、頼りになる悪魔を僕は知らない。
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    　ざわつきは収まらなかった。土曜日で、今日は部活も全部中止になっているはずだけど、グラウンドには人だかりができていた。


    　その中心には僕ら──あかりちゃんと、ビスコと、エリスと、カルラと、僕がいて。


    「それじゃ本番入りまーす。スタンバイよろしくお願いします！」


    　巨大な三脚に載った、巨大なカメラ。


    　ふっさふさの毛で包まれた集音マイク。


    　雨戸ほども大きいレフ板。


    　モニターの前に陣取る監督さん。


    　カチンコをカメラの前に掲かかげる助監督さん。


    　そう、『名探偵エジソン☆ガール２』の撮影が行おこなわれているのだ！


    「……本物だぁ」


    　僕の横ではあかりちゃんが胸の前で両手を組んで、うっとりとしている。


    　制作会社へ、ビスコとふたりでロケ地のプレゼンテーションをしに行ってから──二週間が経っていた。


    　僕の説明はお世せ辞じにもうまくなんていかなかった。そりゃもう、嚙かみまくるし、質問されておかしな返事をしちゃうし、答えられない、わからないことも多くて。


    　でもビスコが助けてくれた。横から説明を補足してくれたりしてね。


    　それともうひとつ、僕らにとって決定的にラッキーなことがあった。


    　監督さんがうちの学校の大時計を知っていたのだ。正確には、大時計を作ったスイスのなんとかって人を知っていて、その時計があるなら是ぜ非ひ見てみたい──ということでうちの学校に来ることになった。


    　で、大時計を見たらすっごく気に入ってくれて、めでたくロケ地に決定したというわけ。


    　あかりちゃんの疑いも、監督さんが学校に来た時点で解けた。僕らの隠し事が、あかりちゃんを驚かすためだった、ってことで納得してくれたんだ。


    　いやー……。


    　よかった。


    　ほんっとよかった。


    「手伝ってやったんだから、わかってんだろ？」と、チョコレートバーとゼリービーンズとシュークリームと蜂はち蜜みつプリンをビスコのために山ほど買うハメになって（連れ回されて荷物持ちは僕で）、今月の生活費がさらにピンチになったけど（ピンチはピンチでも家計のピンチをビスコが救ってくれたことはいまだかつて一度もない）。


    　さらにはその翌日、風か邪ぜから復帰したエリスに連れ出され、レーヴァテイン探しなどまったくせず隣の駅にできたショッピングモールへ買い物に行った。「のどが渇きましたわ」と、僕がいまだかつて一度も入ったことのない、女の子しか入店しちゃいけない雰ふん囲い気きもりもりのケーキショップでフルーツパフェとジャスミンティーをおごることになり、夕方には「偶然だよ偶然」とあからさまにウソくさい言い訳を告げるビスコと遭そう遇ぐうしてエリスと一いつ触しよく即そく発はつの危機になったりした（カルラも当たり前のようにその場にいたけれど、まるで仲ちゆう裁さいする気配もなかった）。最後は、こちらは百パーセント偶然通りがかったあかりちゃんと、そのご両親のおかげでケンカにならずに済んだのだけど。


    　うん、結果的に僕の神経がすり減って、家計がよりピンチになっただけだね！


    　そんな我が家の同居人たちは、僕の後ろで、べらべらとしゃべっていた。


    「カルラ、アンタ太ったんじゃない？」


    「えー、そんなことないです。目に入れても可愛かわいくないという意味ならわかりますけど」


    「一言も言ってねーだろ。どこから出てきたんだよその言葉」


    「お姉ちゃんこそ贅ぜい肉にくついたです？　──ほれっ」


    「バッ、バカ、止やめろって。おい、あは、あはははは、変なとこ触るなよ」


    「わあ、お姉ちゃん、ふにふにでやらかいです」


    　ええい、もう、頼むからよそでやってくれ！　って最後のなに!?


    「デモン」


    　悶もん々もんと悩んでいると、エリスがやってきた。


    「これで、うまく行きますわね」


    「ありがとうね、エリスも」


    「……ほんとうにごめんなさい。わたくしが熱を出さなければ」


    「い、いいって、いいって全然！　エリスには感謝してもしきれないくらいだよ。これからも、よろしくお願いします」


    「はい、ですわ」


    　エリスはにっこりと笑った。


    　これからも──エリスには助けてもらわなくちゃいけないんだろう。


    　僕らの周りで、いろんな問題が起きてる。


    　開いたままの扉とびら。双そう月げつ日につ食しよく。皆かい既き日食。扉を開く者。


    　僕にできることは──あかりちゃんを守ること。でもってそれに必要なのは、あかりちゃんに悪魔の存在を気づかせないこと。


    　当のあかりちゃんはカメラマンのそばに行って、本番の撮影についていろいろ聞いていた。何度か撮る体験もさせてもらったみたい──。


    　ふと、僕は気がついた。


    「……なんか、忘れてる気がしない？」


    「ええ、わたくしも今それを考えていたのですけれど、なんなのか思い出せませんわ」


    　僕とエリスは首をひねったけれど、答えは出なかった。


    「──あれ、エリス？　どこに行くの」


    　きびすを返したエリスの背中にたずねると、


    「わたくし、あの騒そう々ぞうしいふたりを連れて離れていますわ」


    　カルラとビスコを差して言った。


    　撮影の邪じや魔まにならないように気を遣つかってくれる、ってことだろうか？


    「デモン」


    　エリスは、くるりと一度だけ振り返る──両手を背後に回して。


    「わたくし、負けませんから。七なな竈かまどさんにも、あの悪魔にも」


    　エリスは白い歯を少しだけ見せて、微笑ほほえんでいた。


    　どきり、とした。


    　その仕草はとても女の子っぽくて──や、もちろんエリスは女の子なんだけど、なんていうか……とっても可愛かわいくて。


    　負けるってなに？　と聞く前に、エリスは行ってしまった。


    「デモンくん」


    　あかりちゃんがこっちに戻ってきた。


    　どうやら、いよいよ本番が始まるところみたい。


    　あかりちゃんと並んでふたりで、本番を見つめる。


    　戦闘姿のヒロインが、発明品という設定のレーザー銃を構えて走っていく。なめるように追うカメラ。発砲するフリ。それはあとで合成されて、光が発せられるのだろう。


    　ロキを追いかけていたあのシーンにちょっとだけ似ていた。


    「……ありがとう、デモンくん」


    「え？」


    「デモンくんが、いっぱいいっぱいがんばってくれてたのに……私、変なこと疑ってて……バカみたいだったね」


    「ば、バカなんて、そんなことないよ」


    　答えながら、ちくちくと胸が痛む。


    　結局、僕があかりちゃんをだましていることには変わらないわけだし。


    　それに……僕が嫌われたくないって気持ちが、一番の理由になってる……気がした。


    「あかりちゃん……あのさ」


    　僕は決意していた。


    　そのぶん、他のことでは絶対にウソをつかない……って。


    「ほんとうはね……僕、そんなに映画のこと好きじゃなかった」


    　あかりちゃんの目を見られなくて、僕はうつむいてしゃべった。


    「でも、あかりちゃんが映画部を続けたいって思ってるのが伝わってきて……それで映画部に入ったんだ。……ごめんなさい、今まで、黙ってて」


    「知ってたよ」


    　その言葉に、びっくりして僕は顔を上げた。


    「デモンくんが、映画部のためじゃなくて、私のためにがんばってくれてるってこと」


    　ちょっと寂しそうに、あかりちゃんは笑う。


    「幼なじみだから、私がワガママ言うのにつきあってくれてるんだなぁ──って知ってたんだ。デモンくんはね、ブリュンヒルドさんやビスコちゃんといっしょにいるほうが……生き生きしてるって、私思うの」


    「そ、そんなこと……！」


    　ないよ。絶対にない！　僕はあかりちゃんが「幼なじみ」だからいっしょにいたいんじゃない。僕が、あかりちゃんのためにがんばるのは、あかりちゃんが、


    「──好きなのに」


    「えっ、なに？」


    　あ──や、ばい！　ヤバイ！　僕なんか変なこと口走った!?
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    「え、映画！　今はもう興味あるっていうか、あの、ロケ地の資料を作ってるときにいっぱい調べて、それで──！」


    　すると、こっちに向かって助監督さんが人差し指を口に当てて見せた。


    　しーっ、と。


    　静かにしろってことだ。僕はぺこぺこ謝あやまった。


    「……映画に、興味持ってくれたの……かな？」


    　戸と惑まどうように、あかりちゃんが聞いてくる。


    「うん、うんっ。あのね、映画の撮影っていろんな段階があって、ただ俳優が演じるだけじゃなくて、裏方の仕事もいっぱいあって……なんかそんなのを知って、おもしろいなって」


    「うれしい！」


    　あかりちゃんの表情が、ぱぁっと輝いた。


    　柔やわらかい、とっても柔らかいあかりちゃんの笑顔。


    　この笑顔を見られるのなら、なんだってできるような気がした。


    「あのね、デモンくん」


    「うん？」


    「私……ロケの現場を見られて、すっごくうれしい。でもね、それ以上に、デモンくんが……映画に興味を持ってくれたのが、うれしくて」


    「……あかりちゃん？」


    　あかりちゃんは両手を握ったり、離したりしている。


    「これからも……映画部、いっしょに続けようねっ」


    「──うん！」


    　大声で返事をしてから、僕とあかりちゃんは一いつ斉せいに両手を口に当てた。


    　助監督さんが、こっちをにらんでいた。


    　あかりちゃんと目を合わせて、噴ふき出した。もうなんかおかしくって、でも声を上げちゃいけないから、お腹なかがよじれるのを我慢して。


    　そしていよいよ、撮影が始まる。


    「本番入りますー！　シーン十四、よーい」


    　助監督さんが、カチンコをカメラの前に掲かかげる。


    「スタート！」


    



    



    　東とう鈴りん中学校で撮影された映画は、ほとんど宣伝もされず、上映された映画館は全国で五館だけ──という結果だったらしい。


    　でも僕ら映画部は、五人でそれを観に行った。


    「……デモン」


    「……エリスさん」


    　で、僕とエリスは頭を抱かかえた。


    　映画を観て初めて、忘れていたことを思い出したのだ。


    　ロケ地が東とう鈴りん中学校のシーン。


    　画面の端にちょこちょこと、小さい鬼たち……あかりちゃんがカメラに触ると、本来映っちゃいけない小悪魔が映るんだった！


    　その後、この映画は「霊れいが映っている映画」としてインターネットでは一時期話題になり、映画会社には問い合わせが殺到したのだとか……。


    　でもそれは、僕らとはまた違う、別の物語。


    　……だよね？
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    　ある日の電話での打ち合わせ。


    私「担当さん担当さん担当さん。『ガ報』だと『☆』とか名乗っている、読み方すらあやしげな私の担当さん」


    担当「はいはい、呼びましたか。ていうか人の名前にケチつけないでくれますか」


    私「私、ネトゲ（ネットゲーム）が好きなんです。有り体ていに言うと愛しています」


    担当「はぁ」


    私「今年は豊作なんですよ。●●社の××××がもう始まるし、後半には△△△△もリリースされる。あんまり注目されてないですけど、ヨーロッパの※※※※も……（伏字にはいくつものタイトルが入ります）」


    担当「そんなこと言われてもわからないですよ。全然やったことないですし」


    私「ほぉ、このご時世にネトゲをやったことがない？　そんなんでライトノベルの担当編集を名乗っていいのかね！　しかたないなぁ、私が教えてあげますよ。低スペックのパソコンでも大丈夫。子どもが生まれたばかりでも大丈夫。ああ、お子さんのお誕生おめでとうございます」


    担当「ご丁てい寧ねいにどうも……ってネットゲームのついでに祝福されましても」


    私「ネトゲ、一緒にやりましょう！　そうすれば理解できる！」


    担当「ネットゲームのおもしろさを知りたいなんて一言も言ってませんが……」


    私「ネトゲはいいですよ。いろんな人と出会い、冒険できますしね！　この間なんて、女の子キャラで北米のネトゲをやってたんですよ。そしたらリ○アニ○人にナンパされましたからね。私は男だって言ってやったら、ちょっとここじゃ言えないような言葉で罵倒されちゃって、はは」


    担当「……それ、なにが楽しいの？　ていうか三上さん兼業ですよね？　いつゲームやってるんですか？」


    私「えっと、会社でですけど？」


    担当「語ご弊へいが生じないよう言葉を選んで言いますが、三上さんが弊社の社員ではなくてよかったと心底思います」


    私「やだなー、褒ほめすぎですよ。でも私は褒められて育つ子ですから」


    担当「…………ところで原稿、来週締め切りですがどのくらい進みました？」


    私「あ、もうこんな時間！　今からネトゲの約束あるんで切りますね！　じゃ！」


    　プツッ。ツー。ツー。ツー。


    担当「…………（ミシミシミシッ）」


    　その後担当さんの携帯電話が新品になっていましたが、私のせいではないと思います。


    



    



    「えくそしすた！」第三巻いかがでしたでしょうか。ここまでお話が続いているのもひとえに読んでくださる皆様のおかげです。本当にありがとうございます。四巻は私の希望で「つらいことやだー、最初から最後までにやにやするような話がいい！」と打ち合わせで言ったところ、担当さんが次から次へとアイディアを投入してきた（作者の私が軽く引くくらい）ので、海辺できゃっきゃする話になるかも！　いいですよねー、海。私、女の子と海水浴とか行ったこといまだかつて一度もないですけど。たぶん幻想の世界でのみ許されることなんだと思う。


    　最後に謝辞を。イラストレーターの水沢さん、今回もすばらしいイラストありがとうございました。キャラクターたちはきっと水沢宅に生息していて、それを描いておられるのではないかと思うほどに生き生きしています。うらやましい！


    　そして読者の皆様。読んでくださる皆様がいるからこそ、本作は続けていけます。またしばらく、ハーフのヴァンパイアの物語をお楽しみいただければと思います。


    



    
      三み　上かみ　康やす　明あき

    

  


  
    三上康明


    Yasuaki Mikami


    



    生まれも育ちも神奈川のライトノベル作家。好きなデスメタルバンドは「イン・フレイムス」。デスボイスの中にこだまする叙情……最高だよ！


    ※この小説はデスメタルとは一切関係ありません。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ
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